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プロローグ　新天地




　ヤンのダンジョンから転移した先は、草原だった。

　天気は晴れ。穏やかな風が草花を揺らしている。左右を見ると海が見えた。ここは島なのかもしれない。前方には石造りの建物があり、小さな村……いや集落が一つ、ぽつんと存在しているようだ。集落を守るための壁や柵といったものが存在しないので、近くに外敵はいないのだろう。


フィネの姿はないが、草を踏んだ跡は残っている。



「集落のほうに行こう。そこでフィネが待っていると思う」

「わかりました」


俺が歩き出すとソフィーが続く。周囲を照らす太陽や頬ほおを撫でる風、そのすべてが本物だ。空には何羽か鳥が飛んでいるので、生物が全く存在しない場所ではないだろう。ここはヤンとは全く別のダンジョンなのかもしれない。




何があっても生き残れるように、注意深く周囲を観察しながら進んで集落に入る。広場の中心にはフィネがいた。




その後ろには男性一人と女性二人がいる。三人とも人間だ。三十前後に見える。服はほつれて一部穴も空いており、みすぼらしい格好をしているが、顔色はよいので健康状態は悪くない。




驚くことにフィネは、自身が発する呪いの力を完全に抑えてまで、人間を丁寧に扱っているようだった。



「これからお前たちの長になるラルスだ。挨拶をしろ」


は？　長、だと……？




この集落を取りまとめろってことか？




フィネの意図が読めずにいると、三人が一斉に頭を下げた。



「「「よろしくお願いします」」」


彼らも疑問はあるだろうが、素直に挨拶した。




仕方なく従っているようには見えない。フィネの命令には絶対服従という意思を感じる。丁寧に扱ってはいるが、上下関係はきっちりと理解させているようだ。



「こいつらのことは自由に使っていい。島での生活に慣れてから、今後のことを話そう」


本当に最低限のことだけを伝えると、フィネは転移魔法を発動させて消えてしまった。




先ほどフィネは島と言った。ダンジョンの居住区とは、島を改造した場所で間違いなさそうだ。俺たちのいたロンダルト王国から、どのぐらい離れているか気になるな。落ち着いたら調査をしたいが、見た限り山はなさそうなので高い場所から全体を把握するのは難しいか。まずは先住民である三人に話を聞いて——と、ここで誰も話していないことに気づく。



「…………」


俺たちが動き出すのを待っているようで、じっと見つめられていた。




気まずいぞ……。




どうやって声をかけようか悩んでいると、ソフィーが歩き出して集落に住んでいる三人に近づいた。



「初めまして。私はソフィーと申します。後ろにいる男性はラルス。私たちは、ここでしばらく生活することになりました。島のことを教えてもらえませんか？」


話しかけられた三人の中から、茶色い髪を後ろで束ねた女性が前に出た。



「ご丁寧にありがとうございます。マリーとお呼びください。私がご案内します」

「よろしくお願いしますね」


ソフィーはマリーの手を取って言った。




俺たちが無害だとわかったのだろうか、三人から緊張した空気が霧散すると、残った男がティム、女はメルカと続いて自己紹介をする。二人は夫婦で近くに作った畑で麦や野菜を育てているらしい。これから仕事だと言って、俺たちを置いて集落から出て行ってしまった。



「まずは船着き場にご案内します」


残されたマリーが歩き出すと、俺とソフィーは横に並んで後をついて行く。




何度も歩いて踏み固められ、雑草も生えなくなった道を進む。野盗や魔物の気配はない。




この島は、平和そのものだった。




のどかな道を歩いていると白い砂浜が見えてきた。小さな船があり、近くには小屋がある。




船着き場と聞いてどんな場所かと思っていたが、近場で漁をするのに使っているだけで、遠くに行けるほどの設備はないようだ。この船を使って島から脱出するのは無理だな。




俺たちを案内しているマリーは、立ち止まって振り返る。



「私は漁や塩作りを仕事にしています」


ダンジョンの機能を使って食料を生産しているのではなく、自給自足の生活をしているようだ。常識を覆す発言が次々と出てくる。この際だから、いろいろと聞いてみよう。



「たった三人で生活しているみたいだが、危険はないのか？」


自然災害は当然として、魔物が数匹いるだけで全滅してしまう数だ。最低でも数十人規模で生活しないと対抗できない。普通は集落なんて存在し続けられないのだから、俺の疑問は当然だと思う。



「この島に襲うような魔物はいません。海の周辺も、です」

「珍しいな……」


魔物は各地に生息している。村を襲う場合も珍しくない。秘境に立ち入ったりすれば、魔物の集団に襲われて奥に進めないほどだ。こういった、あまり人間が立ち寄らない場所のほうが魔物の数は多くて危険。それが俺たちの常識なので、不自然な状況だと感じる。



「元々この島に魔物が生息していなかったのか？」

「違います。ダンジョンマスター様が魔物を殺し回りました。そのときに使った骸骨みたいなモンスターが森の中を徘徊していますが、攻撃はしてこないので危険はありません」


魔物がいないといっても、フィネの配下はいるのか。殺した魔物はアンデッドとして使役するつもりなのだろうが、相変わらずやることが派手だ。



「魔物の脅威がないことはわかった。災害はどうだ？　食べる物がなくなったどうなる？」

「一度作物が全滅しましたが、ダンジョンマスター様から食料を分けていただきました。何かあっても最後は助けてくださるので、生き延びることはできます」


見殺しにするつもりはないようだな。今のところは安心してよいみたいだが、魔物なんて気分次第ですぐに考えが変わる。保護された状況が長く続くとは思わないほうがいい。むしろ、いきなり島を破壊することだってありえるのだから、常に警戒はしておくべきだろう。



「説明ありがとう。もう少しだけ確認させてくれ」

「はい。何でしょうか？」

「ダンジョンマスターはここで何をするつもりなんだ？　君たちに何を求めている？」


俺にとってそれが最大の謎だった。手間をかけて人間を生かし、作物を育てさせ、漁をさせる。




アンデッドであるフィネに食事は不要だし、配下もアンデッドが多いので同じだ。この島を存在させ続ける理由が思い浮かばないのだ。



「詳しいことはわかりませんが、今後を見据えて食料生産地にすると言ってました」


今後だと……？




アンデッドが肉体を得る研究でもしているのか？　フィネが少女の姿に変わったことを考えれば、可能性はありそうだ。



「君たちは食料を作り、貯めていけばいいだけか」

「そうなります」

「わかった。では、案内を続けてくれ」


小さくうなずいてから、マリーは浜辺にある小屋に入る。中は大きい鍋と竈かまどがあった。




マリーが木製の窓を開けている間に鍋を覗く。内側には白い粉がこびりついていた。



「これは塩か」

「はい。海水を蒸発させて作っています」


原始的で効率の悪い方法だが、人数が少ないから問題にはなっていないのだろう。



「マリー、君はどうやってこの島に来たんだ？」


視線を塩が入った鍋からマリーに移動させる。




窓際に立つ彼女は儚げな笑みを浮かべていた。




俺と同じように、フィネと交渉してきたわけではないだろう。そんな胆力がマリーにあるように見えないし、何よりフィネが食いつくようなものを何一つ持っていない。




島にいる理由は、なんとなく想像できるが、本人の口から聞きたかったのだ。



「それをお話しする前に少しだけ、昔話をさせてください」


急ぐことではないので、うなずいて続きを待つ。



「私の住んでいた村は酷い食糧不足が続いて、明日の食べ物にも困る生活をしていました」

　不作が続いて食うに困る村が出る。そんな話は珍しくない。俺も農村出身だから、村の惨状を具体的にイメージできた。


人減らしと同時に金銭を確保する目的で、家族を奴隷商に売るなんて当たり前。売れない老人を森に捨てて魔物のエサにするといったことまでする。生活に余裕がなくなれば、他者を思いやる気持ちや倫理観なんて役に立たない。生き残るため、他人を見捨ててしまう。



「貧しいながらも家族全員で協力して、食いつないでいたんですが、運悪く山賊が襲ってきてみんな死んじゃいました。私も背中を切られて死ぬはずだったんですが……」


魔物が跋扈ばっこする山で生活をする山賊は、数名の魔力持ちがいる場合が多い。村人どころか、冒険者ですら勝てない場合もあるのだ。




ただの村人が抵抗できるはずもなく、マリーは死ぬ運命だったのだが、今は謎の島にいる。




誰が助けたなんて聞くまでもなかった。



「ダンジョンマスターに助けられた？」

「はい。意識が朦朧もうろうとしてて、そのときのことはあまり覚えてないんですが、手伝うなら生かしてやる……だったかな？　そんなことを言ってました」


弱みにつけ込んで拒否できない約束をさせるなんて、悪魔の契約みたいだな。




最悪なのは、悪魔と違って約束を守る保証がないというところか。思い込みが激しいうえに感情的なフィネが、ずっと約束を守るとは思えない。そのうち見捨てられる。




それは俺だって同じだ。今はフィネが執着しているから約束は守られているが、新しい玩具が見つかれば簡単に捨てられてしまうだろう。結局、俺にはその程度の価値しかないのだ。



「あの二人も似たような経緯で来たみたいです。幸運にも私たちは平和な生活を手に入れました。最初は怖かったんですが、今はダンジョンマスター様に感謝しています」


生き残るために必要なことだったのは間違いない。




魔物になんて感謝するなと、説教するような気持ちにはならなかった。



「なるほど……参考になったよ」

　予想どおりの話ではあったが、確証を得られたのは収穫だ。


返事をした後は塩作りの作業を聞いてから、小屋を出て漁に使っている小舟を見る。




二人乗り用の小さなものだが、作りはしっかりしているな。マリーやあの夫婦が作れるとは思えない。フィネが盗んできたんだろう。




網や釣り竿を使って漁をしているようで、数は安定していないものの三人分であれば確実に手に入るそうだ。エサに使っている虫は近くの森から手に入れているらしい。



「漁を経験されますか？」


海に出て漁をしたら日が暮れてしまう。もう少し島の様子を確認したいので今回は遠慮しておこう。



「今度でいい。海より森のほうを案内してくれないか？」

「わかりました。こちらです」


急な依頼に文句一つ漏らさず、マリーはまた歩き出す。




海から離れ、しばらく後ろをついていると、木々が生い茂った森が見えてきた。




中に入ってみるとすぐに人の手が入っていないことに気づく。道はないうえに、木が無秩序むちつじょに生えているのだ。




魔物化していない兎や小鳥などの動物が多数生息していて、少し前まで誰も訪れない平和な森だったことを物語っている。




驚くことに森の中でスケルトンナイトを見かけたのだが、徘徊しているだけで襲ってこなかった。



「彼らは森の治安を守っているんです。もし魔物が出現したら戦ってくれます」


目の前にいるスケルトンナイトは、フィネの配下で確定か。魔物に守られるとは何とも不思議な気分になりつつ、森の奥へ進んでいくと開けた場所についた。



「この先に立ち入ってはいけないと、ダンジョンマスター様から言われているので……」


マリーが指差した場所には転移魔方陣があった。どこにつながっているのか気になるが、無理やり入るつもりはないので見るだけにしておく。今は大人しくしておこう。



「ありがとう。ここまで来れば十分だ。戻るぞ」


取り急ぎ、確認するべきことは終わった。




日が少し傾きかけてきたので森を出て集落に戻る。




広場では夫婦が食事を作っていた。



「朝と夜はみんなで食べることにしているんです」


焚き火の上に鍋があり、囲うようにして座る。俺の隣にソフィーが腰を下ろすと、スープが入ったお椀を二つ、マリーが持ってきた。



「こちらが夕食です」


野菜と肉を煮込んだスープだった。




礼を言ってから口に入れる。



「美味しい」

　思わず言葉が漏れた。


塩のほかにも香辛料を使った複雑な味がした。肉は柔らかく獣臭くない。丁寧に下処理をしているのだろう。




最悪、炒めただけの雑草を食べることまで覚悟していたので、この状況は素直にありがたいと思える。安全で食料の心配もない。マリーたちは、村で暮らしていたときより贅沢な暮らしをしているかもしれないな。



「食材には困ってないのか？」

「香辛料は今日案内した森にあります。このお肉は、森を徘徊しているスケルトンナイトが持ってきてくれるんです」


魔物と共存しているような言い方だが、アンデッドは本来、生者を憎む。ありえないと言いたい……が、フィネが命令しているからそうなっているんだろうな。それほどダンジョンマスターの権限が強いということだ。



「それじゃ、戻りますね」


唖然としている俺たちを置いて、マリーは離れて食事を始めてしまった。



「魔物と共存する島、か」

「驚きました。スケルトンナイトが襲ってこないだけではなく、生活の手助けをしているんですね」

「教会が知ったら邪教徒が住む島だと認定されそうだ」

「そうですね。それこそ勇者が派遣されて、島に住む生物を殺し尽くすと思います」


思っていた斜め上の物騒な話を聞いたが、実際に異端審問官を引き連れた勇者とやらが、やってしまいそうだから怖い。



「ラルスさんは、そんなことしないですよね？」

「もちろんだ」


教会に捕まったとしても虐殺なんて絶対にしたくない。そんな未来が訪れないように、島に滞在しながら、ゼルマと一緒に教会への対処を考えなければならないだろう。




ありがたいことに、誰にも邪魔されずにゆっくりと考える時間はある。




それだけが救いだった。




望んでいたスローライフ





夕食が終わると、周囲は暗くなっていた。




ティムとメルカは家に戻ったようで姿がない。



「ラルスさんの家はこちらです」


最後まで残っていたマリーが空き家まで案内してくれるようだ。




ソフィーを連れて広場から少し離れた場所に移動すると、そこには石を積み上げて作られた建物があった。石は白く汚れは付いていない。赤い屋根で木窓が一つだけある。横に長い造りになっていて、奥行きはあまりなさそうだ。



　新しそうという点を除けば、どこにでもありそうな家である。

「お二人の家です。ダンジョンマスター様から自由に使ってよいと言われています」

「今日はありがとう」

　視線をマリーに向けて言った。

　一日付き合ってくれたことへの礼だ。

「お役に立てて光栄です。何かあれば遠慮なくお申し付けください」

「ああ、頼りにさせてもらう」

「お任せください」

　最後に頭を下げてからマリーは、この場から去ってしまった。

　ずっと距離を取られたので仲良くなれなかったな。

「ソフィー、中に入ろう」

「はい」

　木製のドアを開けると、ギィとさび付いた音が鳴った。俺は薄暗い家の中に入る。


この空き家には、個室なんて贅沢なものはないようだ。一つの空間にテーブルや椅子、ベッド、台所まである。床は土間で壁は石で作られているため、外の冷気を遮断しないだろう。家全体が寒い。




こういった場合、暖炉に火をつけて体を温めるんだが、薪を確保していないのでその方法は使えない。せめて絨毯さえあれば床からの冷気を和らげてくれるのだが、作ろうとしても素材がないので、すぐに用意することはできない。



「寒いですね。教会の施設を思い出します」

「大切な聖女候補が集まっていたのに、こんな家だったのか？」

「毎年、何人も送られてきますから。聖女候補といっても、孤児院の子供と大差ない扱いでしたよ」


各国から集めていると、聖魔法に適性のある貴重な魔力持ちですら、そんな扱いになるのか。贅沢で恐ろしい話だ。




いや、待てよ。あえて貧素な生活をさせて、教会から生かしてもらっているという実感を与える、そういった環境作りなのかもしれない。もしそうなら、考えたヤツは悪魔だな。



「施設なんて思い出さないぐらい、楽しい生活をしよう」

「はい！　私も頑張ります」

「いい返事だ」


頭に手を乗せて撫でると、ソフィーは気持ちよさそうに目を閉じた。




ここは貴族や教会の手が及ばない恵まれた場所だ。短い間かもしれないが、俺が望んでいた生活は実現できるだろう。




しかも、ソフィーが側にいるのだから文句のつけようがない。




懸念があるとしたらフィネの存在だが……アイツが裏切るときは俺への興味を失ったときだろうから、しばらくは大丈夫だ。その間に対策を考えればいい。




ソフィーからもらった剣や防具、探索に使っていた道具を床に置いてから、ベッドの状態を確認する。




木製の寝台には藁が敷いてあり、ゴワゴワしているがシーツもある。その上には羽毛の薄い掛け布団があった。平民が使うには十分なベッドといえるだろう。




だが問題がある。




一つしかないのだ。




しかもほかに寝られるような場所はない。さすがに土の上は嫌だぞ。



「私は気にしません」


後ろからソフィーの声が聞こえたので振り返る。




いつの間にか、上着とスカートが一枚布で作られた寝巻きに着替えていた。



「さすがにそれは問題があるのでは？」

「一緒に寝たほうが暖かいですよ」


婚前の男女が一緒のベッドに寝るのは倫理的に問題ではあるが、この寒さを耐えしのぐにはソフィーの提案は理に適っている。




この島がどこにあるかわからないので、これからもっと寒さが厳しくなることもありえる。




島で凍死なんてしたくはない。




今後は何とかするとして、今日ぐらいは一緒に寝るのもあり、か……。




手を出さなければいいだけだと割り切ろう。



「そうだな。着替えてくるから先に入っててくれ」


部屋の隅で寝巻きに着替えてから、ベッドの中に入る。




ソフィーの体に当たらないように端っこで横になっていると、背中に柔らかいものが当たり人の温もりを感じる。




抱きつかれている。振りほどくのも悪い気がするので身動きが取れない。



「ソフィー？」

「……今日は冷えますから」


続く言葉はない。



　少し震えているように感じる。寒さではなく、俺に断られるのを怖がっているのかもしれない。ソフィーにそんな思いをさせて申し訳ないと思ってしまう。もうこの時点で、俺の負けなのは確定である。しがらみのない場所にまで来たのだ。責めるような人間はいない。ソフィーがやりたいようにしてくれと観念して目を閉じる。


久々に感じる温もりは心を穏やかにさせてくれ、いつのまにか眠りについてしまったのだった。







翌日、目が覚めるとソフィーは隣で寝ていた。




昨夜の出来事は夢ではなく、現実だと実感する。




かわいらしい寝顔だったので思わず頬を突っついてみると「やめてください〜」と寝言で返事をしてくれた。もう一回同じことをしたくなったが、バレたら怒られてしまいそうなので指を離す。




起こさないように静かにベッドから出ると、着替えてからソフィーにもらった剣を持って薄暗い外に出る。




冷たい空気が肌を刺す。




眠気が一気に吹き飛んで意識が覚醒した。




剣を構えて家の前で素振りをする。




体を点検するように同じ動作を繰り返していると、温まり汗が浮き上がってきた。




俺の敵は多い。平和だからといって体を鈍らせてはいけない。常に襲われることを意識し、戦える状態を保っておく必要があるのだ。体を動かす日課だけは忘れないようにしなければいけない。




今度は実戦を意識して剣を振るい、技を試していく。フィネと戦っているときをイメージして、体内の魔力を使い身体能力を強化。体を動かしていく。槍の一刺しがきたので、体をひねって避けてから剣で体を叩き斬ろうとする。しかし、当たる直前で転移魔法を使われて、空振りになってしまう。背後に現れたフィネに胸を刺されて、イメージトレーニングは終了した。




通常の攻撃では短距離の転移魔法で避けられる可能性が高く、ほぼ間違いなく負けてしまう。勝算があるとしたら、聖剣のような範囲攻撃か、もしくは感情を揺さぶって、真っ正面から戦いたいと思わせることだ。相手のペースにだけは、させてはいけない。



「ふぅ」

　一段落したので、力を抜いて周囲を見る。気がつけば太陽が昇って周囲が明るくなっていた。


広場からいい匂いが漂ってくるので、朝食が作られているのだろう。




剣を鞘に収めると家に入る。ソフィーはまだ寝たままだった。天使のような美しい寝顔をずっと見ていたいが、そうすると朝食を食べ損ねてしまう。空腹のまま過ごしたくはないので、名残惜しいが起こすしかないのだ。



「起きてくれ。朝だ」


声だけでは起きないので体を揺する。



「もう少しだけ……」

「ダメだ。朝食の時間が終わってしまう」

「……もっと丁寧に起こしてくれるなら頑張れます」


駄々をこねるので掛け布団を奪い取る。ソフィーは体を丸めて寝続けようと試みるので、膝裏と首に腕を回して抱きかかえた。



「え、え！？」

　朝に強いはずのソフィーがここまでして起きないのはおかしいので、強引に起こしてみたのだ。


さすがに寝たふりは続けられなかったようで、驚きの声を上げながら目を開くと俺を見た。



「おはよう。目は覚めたか？」

「お、おはようございます。はい。バッチリです」


ちゃんと起きたようなのでベッドに座らせる。顔が赤くなっているが、それは俺も同じだ。慣れないことをするもんじゃないな。恥ずかしくて顔が見られない。



「もう朝食の時間だ。先に行ってるから、着替えたら広場に来てくれ」

「…………わかりました」


外に出て匂いをたどって中央広場に着くと、マリーとメルカが肉と野菜を煮込んでいた。




近づくと、料理をする手を止めて二人が頭を下げる。



「「おはようございます」」

「おはよう。今日も畑仕事と漁の仕事か？」

「いえ。魚の貯蔵は十分あるので、全員で畑を耕してから、不足した薪を拾ってくる予定です」


島民が五人だけなので、毎日漁をする必要もないのだろう。肉はスケルトンナイトが定期的に提供しているようだし、役割分担をしているとはいえ、こんな日のほうが多いのかもしれない。



「俺たちも手伝っていいか？」


三人との距離を縮めるには同じ仕事をするべきだ。同じ物を食べて、同じ仕事をして、汗を流す。それを繰り返して交流を深めていくのと同時に、島のことを深く知っていこう。




突然の提案に顔を見合わせていた二人だったが、すぐにマリーが俺を見る。



「男手が足りなかったので助かります」


嬉しそうに返事をした。




話がまとまったので料理ができるまで、丸太に座ってぼーっと待つことにする。




鍋をかき回す姿を見ていると、ソフィーが広場に来た。



「ちょうど料理が完成したみたいだ」

　立ち上がるとソフィーと一緒にマリーたちのところに行く。

　スープの入ったお椀をもらうと、また丸太に座る。ささやかな朝食が始まった。


メニューはほとんど変わらない。肉と野菜の入ったスープのみだ。




食品を加工する施設や技術がないので、食事のパターンが乏しいのだろう。美味いので文句はないが、そのうち違う食べ物が欲しくなるかもしれない。




隣ではソフィーが無言で食べている。会話がないのは、さっきの出来事を引きずっているからだ。原因を作ったのは俺なので、気持ちを切り替えてもらうために話しかける。



「今日は畑仕事を手伝おうと思う。どうする？」

「一緒に行きたいです」

　置いて行かれたくない。


そんな気持ちが含まれていそうだった。



「よかった。ソフィーに断られたらどうしようと、思っていたところだった」

「ラルスさんのお願いを断るはずないですよ。ずっと一緒です」

　なんだか周囲の空気がじめっとして重くなったような気がしたが、今日も天気はいい。俺の勘違いだろう。

「そうだな。これからも共にいよう」

「はいッ！！」

　お互いの望みが一緒だった。そんな単純なことが嬉しかったようで、ソフィーは明るく返事をした。もう恥ずかしさは残っていないようで、ちいさく笑いながらソフィーは食事を再開した。




　今日も季候はよく、陽差しが気持ちいい。


俺たちの目の前には小さいながらも耕された畑があり、成長中の麦が生えている。地面には鍬くわが三本置かれていた。随分と使い込まれた見た目をしているが、これもフィネがどこかから持ってきたのだろうか。




目の前にある光景を見て、失った故郷を思い出し、懐かしさから涙が出そうになってしまった。



「……ラルスさん？」

　感じ取るものがあったのか、ソフィーが俺の顔を覗き込んできた。

　故郷が恋しくなったなんて言えるはずがない。

　ちょうどいいことに人影が見えたので指をさす。

「なんでもない。それよりお迎えが来たみたいだぞ」


この島で唯一の男であるティムが近づいてきた。




どうやら一人で朝食を済ませて、先に来ていたようだ。



「おはようございます」

　俺たちの前に立つと挨拶をして頭を下げた。

　彼もまた、俺たちを上位者として扱っている。

「畑仕事の手伝いに来た。これからの予定を教えてほしい」

「今日は新しい畑を作りたいと思います。数日かけて雑草を抜いてから土を柔らかくしたいですね」


ティムが指さした場所は草原だった。そこを、これから畑にしたいようだ。指定の場所は広大で、畑にしたら数百人の胃袋は支えられそうである。




聖剣で吹き飛ばせばキレイに整地できるかもなと、バカなことを考えながらこの仕事が大変だということに気づく。




道具は鍬ぐらいしかないのだ。三人だけでは、作業を終わらすのに数か月はかかってしまいそうだ。



「なるほど。試したいことがあるから、ティムは後ろに下がってくれ」

「え、あ、はい」


不思議な顔をしながらも素直に指示に従ってくれた。




隣にいるソフィーは、これから何をするか予想がついているようで、期待した目をしている。失敗したら恥ずかしいな……。




体内の魔力を練って魔法を発動させる。



『ファイヤーボール』


威力を最小にした火の玉が地面に接触すると草原に生えた雑草を焼いていく。このままだと、狭い範囲を焼き尽くして火が消えてしまうので、新しい魔法を使うことにした。



『ウインド』


風を操って雑草を焼いている火を拡大していく。




あまり戦闘には使わないので、忘れかけていたような魔法だ。拙いながらも何とか操作して雑草を焼き尽くした。



「一日以上かかる仕事がすぐに終わってしまいました。魔法って便利ですね……」

　驚きながらティムが心から出たであろう素直な感想を言った。

　純粋に褒めてくれる人間は少ないので、ちょっとだけやる気が出てきたぞ。

「次は土を掘り起こす」


使うのは地味で有名な土魔法だ。



『アースニードル』


雑草を焼き尽くした地面から土針がいくつも出現した。通常は足を殺すために使う魔法だ。効果が切れて土で作られた針が元に戻ると、固かった地面が少しだけほぐれていた。



「これで多少は楽ができると思う。ここからは手作業で土を掘り起こそう」


鍬を拾ってソフィーとティムに渡してから、魔法を使って下準備が終わった地面の上に立つ。




大きく上げてから、鍬を振り下ろした。




ザクッと鍬の先についている刃部が地面に埋まった。思ったより抵抗がない。土を盛り上げるようにして引き抜くときに力が必要だったが、魔力で身体能力を強化していれば問題はない。苦労せずに進められる。



「ソフィー、そっちはどうだ？」

「大変ですけど、楽しいですね」


同じように鍬を使っていたソフィーの顔には土がついていた。手も汚れているが、楽しそうにしている。




ウェイトレスをしていたころもそうだったが、こういった平民がするような仕事が好きなんだろう。ティムや遅れてやってきたマリー、メルカとともに畑にするエリアを耕し続けることにする。




ほどよい疲労感を覚えながら畑作業に精を出し、汗を流して、土をいじる。幼少期に刻み込まれた俺の原風景だ。あのときは残酷で汚い大人の存在なんて知らず、魔物とはわかり合える。そんな純粋な心を持っていたな。生まれ育った場所で大人になり、子供を作って死ぬ。そんな風に思っていたのに、いつの間にか遠いところまで来てしまったもんだ。




そんなことを考えていたからだろうか。全力で土を耕す作業をしたため、昼過ぎになると、俺が住んでいる家ぐらいの範囲を耕してしまった。残りは明日でもいいだろう。




マリーとメルカは昼食を作るため、作業の途中で集落に戻ってこの場にいない。さっきまで一緒にいたティムは、二人の様子を見に行くと言って畑から出て行ってしまった。多分、新人の俺たちと一緒にいると気まずいとでも思ったんだろう。




時間が余ったので、近くにあった木の下に座る。背中をあずけて休憩することにした。



「平和ですね」


雲一つない青空を見上げていたソフィーがつぶやいた。




魔物がいないので動物の警戒は薄い。俺たちがいるというのに、木の枝に鳥が止まって鳴いている。木の幹に空いた穴では、尻尾の膨らんだ小動物が木の実をかじっていた。



「そうだな。こんな場所があったんだと、驚いている」


生まれ故郷は重税に魔物の襲撃、さらには山賊といった脅威にさらされていた。常に危険と隣り合わせの状況だったこともあり、ずっと過酷な生活を続けていたのだ。そして、俺が成人する前に滅んでしまう。




生き残ってしまった俺とコレットは、生活費を稼ぐために冒険者になる。その後は闘いの日々だったので、大人になってから初めて、平和だと心の底から思えているのかもしれない。




人間の世界から離れ、魔物が管理する島でそんな経験をするなんて、人生何が起こるかわからないな。



「ラルスさんは、こういう時間は嫌いですか？」

「好きだよ。ヤンに移住するって決めたときは、何も起こらない平和な日々を求めてた」


コレットとの関係が終わってリヒトに追い出されてから、俺は冒険者を続ける意味を失っていた。戦うことを忘れ、平和な村で残りの人生を消費する予定だったんだが、世の中は上手くいかないものだ。




前よりも酷い戦いに巻き込まれている。




これだったら、魔物を斬り殺すだけですべての問題が解決する、冒険者時代のほうがマシだったぞ。



「それなのにダンジョンが見つかってトラブル続き……と思ったら、今度は平和な生活になるし、変化に戸惑っている」

「本当にそうですね。私も変化に追いつけていません。教皇様との婚約が破棄されて聖女の地位をはく奪されたのに、安心して過ごせる生活が送れるとは思いませんでした」


今の教皇になって教会と貴族の関係が強化され、それに反発したソフィーは聖女という立場を追われて、ヤンに住むこととなった。




教皇と敵対している枢機卿の保護があったので、なんとか生き延びていたが、そのうち政治の道具として消費される予定だったのだ。ヤンにいても心が落ち着くような日々は訪れなかっただろう。




俺と同じく人間のいる場所では本当の平和は訪れず、島に来てようやく普通の生活を手に入れた。



　ソフィーとは、境遇がどこか似ている。ずっと感じていたことだ。

「俺たちにとって、奇跡に近い時間なのかもしれないな」

「はい。ですから無駄にしたくないんです」


この生活は、長く続かないとわかっている。




だからこそ精一杯楽しもうとしているのだ。



「そうだな。せっかく手に入れた平和な時間だ。じっくりと楽しもうじゃないか」

「もちろんです！」

　輝くような笑顔で返事をしたソフィーに見蕩れてしまった。教会を敵に回してでも守りたいと、改めて思う。

　その後もしばらくたわいもない会話を続けていると、ティムたちが戻ってきた。手にはパンらしきものがある。それが今日の昼食というわけだ。

「お待たせしました。質素なもので申し訳ないのですが、パンと干し肉をお持ちしました」

「ありがとう」

　ティムから食料を受け取るとソフィーに分けてから食事を始める。

　肉は硬くて塩辛い。お世辞にも美味いとはいえない。パンもカチカチに固まっているので、咀嚼そしゃくするのも一苦労なのだが、食べる物があるだけマシと思うことにする。

　隣に座っているソフィーのほうを向くと、パンにかじりついても引きちぎれないようで、格闘している姿が見えた。そんな苦労も楽しそうにしているので、放置することにしてティムに話しかける。

「この後はどうする？」

「畑仕事は予定より大きく進んだので、我々は薪拾いをしたいと思います」

　あえて我々と言ったのは、俺たちは参加しなくてもいいと伝えたかったのだろう。


三人とは仲良くなりたいとも思っているので、引き続き一緒に行動するべきだ。島の調査もできるため、不参加を選ぶ理由はない。



「俺たちも参加するが、いいか？」

「もちろんです。よろしくお願いいたします」

　ほっとしたような笑顔を浮かべたティムを見て、俺の選択は間違っていなかったと確信する。やはり、同じ仕事で汗を流して相互理解を深める。この方法は、同じ人間であればどこでも通用するようだな。





少し遅めの昼食を終えると全員で森に入った。




目的は薪拾いだが、マリーたちは森の恵みも探すらしい。




集合場所だけ決めると、マリーは一人で、ティムとメルカは二人で薪を拾いに森の奥に行ってしまった。




普通なら魔物を警戒してバラバラで行動するってことはないんだが、ここはスケルトンナイトが安全を確保した場所だ。団体行動をするより、分かれて薪を探したほうが効率はいいんだろう。



「どうします？」


俺を見たソフィーが、なんだかかわいらしかったので意味もなく頭を撫でてしまう。



「ラ、ラルスさん！？」


外でこんなことをするなんて今の俺は浮かれているのかもしれないと、理解はできているんだが動く手は止まらず、ソフィーの頭を撫で続けている。最初は驚き喜んでいたのだが、次第に髪の毛の乱れが気になってきたらしく、俺の手を掴んで抵抗を始めた。




これ以上続けると嫌われてしまいそうなので、名残惜しいが手を離す。



「ごめん。急に触りたくなったんだ」

「ちょっと驚いただけなので、謝らなくてもいいんです。できれば撫でる時間は短くしてもらえると……」


乱れた髪を直しながらお願いしてきたが、こればっかりは約束できない。




多分、また同じことをしてしまうだろう。



「善処する」


言葉を濁しながら、何もなかったかのように森の奥を見る。



「俺たちも探しに行こう。寒い部屋はこりごりだ」

「もぅ、わかりました。行きましょう」


頬を膨らませて口を尖らせ、不満げな表情をしていたが、俺が歩き出すとちゃんと後をついてきてくれた。




薪を探しに森の奥へと進む。人間の手が入っていないということもあり、資源は豊富だ。二人で乾いた枝を拾いながら自生している植物を観察することにした。



「初めて見る植物ですね。ラルスさんはどうですか？」

「俺も初めて見るな。住んでいた国から離れた場所なのか、もしかしたらここもダンジョンの一部なのかもしれない。どれが食べられるものかわからないので、今日は手を出さずに薪拾いに専念しよう」

「はい」


島がどこにあるかなんて些細な問題だ。貴族や教会の勢力外にいる。他人の目を気にせずにソフィーと話せる環境というのが重要なのだ。




話しながら薪を拾っていると、すぐに抱えきれないほどの量を拾うことができた。




今晩どころか明日、明後日までもちそうだ。




そろそろ集合場所に戻ろうと思ってソフィーに声をかけようとしたら、スケルトンナイトが視界に入る。数は一。襲ってくるわけではない。目的地があるようで、真っ直ぐ歩いている。なぜかそれが気になってしまった。



「追ってみるか？」

「はい。そうしましょう」


何か反応があればいいなと思い、隠れることなく堂々と後をついて行くが、スケルトンナイトは俺たちの存在を無視して進んでいく。




しばらくするとマリーに案内してもらった場所に出た。



「ここは転移の魔方陣があった場所ですね」


入るなとフィネから言われているらしいが、スケルトンナイトはそんなの関係ないといわんばかりに進んでいき、魔方陣の中に入る。模様が光って姿が消えてしまった。



「転移したのか」


どこにつながっているのか興味はあるが、無断で入るのは危険だ。最悪、フィネの機嫌を損ねてしまうかもしれない。




ダンジョンの謎機能によって、島も常に監視されている可能性もあるので、見逃すしかないか。



「どうします？」

「帰ろう」

「そうしましょうか」


後ろ髪引かれる思いではあったが、俺たちは転移魔方陣を後にしてマリーたちとの集合場所に戻る。三人とも両手に抱えきれないほどの薪を持っていた。




余った時間で果実も手に入れたみたいで、ポーチは、はち切れてしまいそうなほど膨れている。



「お互いに目的は達成したようだな」

　マリーたちは仲良くうなずいて返事をした。





森での仕事は終えたので、休憩を挟みながら集落に戻る。マリーとメルカが中央の広場で夕食を作り始めた。




今回はスープのほかに前菜やデザートとして赤い果実などもあって、豪勢だ。味に変化があって食事が楽しい。



「この果実は食べたことがあります」

　隣で食事をしているソフィーが、小さく呟いた。どうやら、果実の見た目は知らなくても味は知っていたようだ。

「ロンダルト王国の北にある小国で取れると、以前、教皇様が仰っていました」

　教会の上層部であれば国外の果実も食べる機会はあるか。俺の故郷だけでなく、街に住むような平民でも、国外の果実なんて食べる機会なんてない。なんとも贅沢な話である。

「すると、島は北のほうにあるのか？」

　冒険者としてロンダルト国内で活動していた俺には、国外の事情に疎い。隣国の名前ぐらいしかわからないし、平民であればそれでも博識と言われるレベルだ。聖女として教育を受けたであろうソフィーのほうが詳しいので、質問をするしかなかった。

「恐らく。ただ、気温はそこまで低くないので、最北端の国、というわけでもなさそうです。もしかしたら、ミュルヘンの近くかもしれませんね」

「もし、そのミュルヘンという国の近くだとしたら、国軍が襲ってくるとかありえそうか？」

「それはないと思います。海に住む魔物が天然の要塞となっているので、水軍の規模は小さいと聞いています。島を調査するような軍事力はないでしょう」

　もしそうなら、フィネは未開の島を占拠していることになる。


ミュルヘン軍が見つけたら、大騒ぎになりそうだな。



「勉強になったよ」

「いつも助けられてばかりですからね。お役に立ててよかったです」

　どうだと言わんばかりの表情がかわいらしい。また頭を撫でてしまった。森での出来事を思い出して、すぐに手を離す。

「わからないことがあったら、また頼らせてもらう」

「お任せください！」


ヤンでは見られなかったほど生き生きとした表情で、ソフィーは返事をした。しがらみのない世界で見せる彼女の言動こそが、本来の姿なのかもしれないな。




たわいのない会話を続けてから食事を終わらせると、家に戻ってドアを開ける。室内は真っ暗だ。『ライト』の魔法を使って部屋を明るくすると、竈かまどに薪を入れて火をつけた。




小さな家がほんのりと暖まる。寝るには少し早い時間だ。それに今晩は、やらなければいけないこともあるので、ベッドには入らず椅子を二つ火の前に置いて座る。



「暖かいですね」

「そうだな」


腹も膨れ、体も温まり、ウトウトとしてきた。




このまま椅子に座って少し眠りたいのだが、今日もサボったら確実に怒られてしまう。そろそろちゃんと仕事をするか。




フィネからもらったカードを取り出す。




転移魔方陣の使用許可書と、通信の機能を兼ねている魔道具だ。



「ゼルマさんと話すんですか？」

「ああ、そのつもりだ。一回目の報告は早いほうがいいだろうからな」


本来であれば到着した当日に連絡するべきだったのだが、昨日は寒さと疲れもあって、気力が湧かなかった。




簡単ではあるが現状の把握もできたので、そろそろ最初の報告をしなければならないだろう。




魔力を通すとカードが光り出す。プルル、プルルと繰り返し音が鳴った。



「ゼルマさんの声がしませんね」

「壊れているのか？」


魔道具なんて魔力を通せば自動で動くと思っていたので、カードの使い方を聞いていなかったな。実は特殊な使い方をするのか？　通信なんてレア度の高い魔道具を使ったことがないので、どうすればいいかわからない。こんな初歩的なミスをするなんて、間抜けすぎるぞ。



「どうしましょう。叩けば動くのでしょうか？」


ソフィーがカードを指で突っつく。そんなことで通信できれば苦労しない……と思っていたら、カードから聞き慣れた声がした。



「私だ」


つながったのか！




よくわからないが、使い方は間違っていなかったようだ。



「ラルスです。声は聞こえますか？」

「あぁ、聞こえる。待っていたぞ。随分と遅かったじゃないか」


皮肉ではなく、心配しているような声色だった。報告をサボってしまったことがなんだか申し訳なくなる。



「事情があって連絡が遅れました」


ソフィーと一緒に寝ていて後回しにしましたとは言えないので、初手で謝って誤魔化すことにした。



「そうか。そちらはどうだ？」


話題が戻ってしまうのも怖いので、この二日間で見聞きしたことをゼルマに伝える。




島に移動しただけなら予想の範囲内だったみたいだが、ほかにも人間が住んでいること、スケルトンナイトが協力的だということには、非常に驚いていた。



「人間と魔物が共存している島か……」

「表向きは、ですけどね。今後も同じとは限りません」

「……ラルスの言うとおりだ。絶対に油断はするなよ」


食料生産の目処が立てば、邪魔な人間は全員殺す可能性もあるからな。魔物は必ず裏切る。味方だと考えてはいけない。



「そちらの状況はどうですか？」

「実はな……」


ゼルマの声が急に厳しいものに変わる。




何か重大な事件が起こったのだろう。またヤンにちょっかいを出す貴族が現れたのか？　それとも、教会から無理難題を押しつけられたか？




可能性だけなら、いくらでも思いつく。しかも、どれもありえそうだから困る。



「バイエン公爵家の当主が殺され、テッブスが容疑者として牢獄に入れられた。ダンジョンマスターの捕獲に失敗して廃嫡になる決定が下ったため、逆上したとの噂だ」


えッ……？




あの男が当主を殺した、だと。




確かに戦うことが好きな性格だった。それは間違いないのだが、まだ分別はついていた。殺せばどうなるかなんて、考えればすぐわかるようなことに手を出すか？




公爵家を嫌っているような素振りもあったし、むしろ廃嫡が決定したら清々したぜとか言いそうなタイプだぞ。逆上して襲いかかるとは考えにくかった。



「信じられないですね。犯人は別では？」

「その可能性もあるから生かされているが、ここぞとばかりに跡目争いが起こっているようで、どうなるかは読めん」


次男以降の子供にとってみれば、当主の座に就くチャンスなのは間違いない。テッブスを犯人に仕立て上げるため、証拠の捏造ぐらいはするだろうな。




当主になった後のことを考えて、協力する貴族もいるだろう。




自力で逆転する目はないと思っていい。テッブスには投獄されたまま死ぬか、自害するぐらいの手段しか残されていないのだ。




残された子供同士で殺し合いに発展する可能性だって十分ある。あの家はしばらく騒がしくなりそうだな。



「おかげでエルラー家に手を出す余裕がないと」

「その代わり、今度は教会側がうるさいがな」

「何とかなりそうですか？」

「わからん。が、お前たちがダンジョンで行方不明になったと話したときの、慌てふためく姿は見物だった。笑わせてもらったぞ」


本当に嬉しかったようで、大笑いしている。




腹を抱えている姿が容易に想像できるほどだ。




ゼルマがダンジョンを視察するので、護衛の任務を受けた俺とソフィーが強力な魔物と遭遇して行方不明になった。これが大筋の流れだ。




自らを囮にしてゼルマを逃がしたことになっているので、実態を知らない外部から見れば、騎士として正しい行いをしたと判断されるだろう。誰も否定、責められない行為である。




俺を手に入れようとして、貴族に圧力をかけていた教皇にとっては、驚きの展開だったはずだ。



「その状況なら、しばらくは大丈夫そうですね」

「いや、そうとは限らん。アルマやエレノアを使って、ラルスの生存調査を行っているようだし、ヤンのダンジョンも手に入れようといろいろと画策しているようだ。油断はできん」


ヤンとダンジョンが手に入るだけでも十分な富が得られるので、教会が簡単に諦めるはずはないか。




豊富な財力を使って貴族に金を貸すのもいいし、神官騎士を増やして軍事力を強化することもできる。教皇の脳内には、さぞ素晴らしい未来が描かれていることだろう。




やはり、俺とソフィーの境遇を改善するためには、無理やりにでもトップを変えるしかないようだ。



「私は教会への対応と、ヤンの開発でしばらく動けない。そっちは任せたぞ」

「わかりました」


任せたぞ、の具体的な話は事前に聞かされている。失われた転移魔法の調査やダンジョンの解明、後はフィネが島で何を企んでいるのかを調べるのだ。




この場で言葉を濁したのは盗聴されている可能性が高いからで、今後もダンジョンの外に出るまで重要な会話はできないだろう。




この通話だって、頻繁にするつもりはない。二回目以降は、お互いに報告するべきことができたら行う。そんな曖昧な約束をしているだけだった。



「また何かあれば連絡してくれ」


その言葉とともに、ゼルマは通話を切った。




カードをしまって椅子の背もたれに体重を預け、隣にいるソフィーの手をそっと握る。拒否はされなかった。




人の温もりを感じながら、今後の予定を脳内で組み立てていく。




先に住んでいた三人との交流は順調で、人柄もある程度は把握できたと思う。たった二日ではあるが、何かを企てて実行できるような性格でないことぐらいはわかるのだ。




今後優先するべきは、人間関係ではなく未踏の場所——森の調査だろう。ほかにも転移魔方陣があるか、徹底的に探すべきだ。隠されたものを暴いてやる。



「明日からは森の奥に行こう」

「…………」


返事がないので隣に座っているソフィーを見ると、椅子に座ったまま寝ていた。今日は慣れない仕事をしたし、疲れたのだろう。




今は火があるから暖かくてよいのだが、消えれば部屋はすぐに冷えてしまうので、ベッドに移動するか。




ソフィーの膝裏と首に腕を回して抱きかかえると、ベッドに寝かせて布団をかけた。



「お休み」


寝ているので当然返事はない。




暖炉に戻ると砂をかけて火を消す。




数日は森の中で探索すると決めたので、明日からは忙しくなる。体力も温存しておきたいし、少し早いが俺も寝るか。寝巻きに着替えてからソフィーが寝ているベッドに入る。




今日も温もりを感じながら眠る、そんな幸せな時間を堪能するのだった。






◇　◇　◇





気がついたら朝だったのだが……背中に温かく柔らかいものが当たっている。




ソフィーに抱き着かれているようだ。



「おはようございます。今日も一緒に寝ちゃいましたね」


振り返って返事をしようと思ったが、やめた。




恥ずかしそうに俺の背に顔を埋めたからだ。



「そうだな。だが今のままだと少し狭い。今度、大きなベッドを作ろうか」


誰に見られているわけでもないし、一人で寝るには寒いのも間違いない。これからも一緒に寝たいという気持ちもあって提案した。



「はい！」


顔を見せないまま、ソフィーは元気な返事をした。




お互いに気持ちが通じ合っているようで嬉しい。




柔らかい感触は名残惜しいが、寝坊してしまったので、そろそろ起きなければいけない。




ベッドを抜け出すとソフィーと一緒に広場に行くと、スープの匂いが漂ってきた。食欲をそそる。




マリーから受け取ったお椀の中には、魚の切り身や森で採ったキノコ等が入って、美味しそうだ。マントを敷いて地面に座ると、肩がくっつくような距離でソフィーが隣に腰を下ろす。



「窮屈きゅうくつじゃないか？」


首を横に振って否定された。




三人に見られて少し恥ずかしいのだが、幸せそうな顔を見てしまったらそんな言葉は言えない。




黙って塩味とキノコの出汁がきいたスープを飲むことにする。



「今日もみなさんのお仕事を手伝いますか？」


食事を進めているとソフィーが質問をしてきた。




そういえば、昨日の夜に決めたことを伝えていなかったと思い出す。



「いや、森の奥に行く。数日は集落に戻らない予定だ」

「それだったら野営の道具も持ち出さないとですね！」


急な話にもかかわらず、俺の意見を否定することはなかった。




楽しみだ。といった表情をしながらスープを飲んでいる。




物わかりがよすぎてちょっと怖いぐらいだ。



「どうして森の奥に行くって決めたんですか？」

「マリーたちは森の奥に行ったことがない。転移魔方陣も気になるし、早めに確認しておきたかったんだ」

「なるほど……。隠し事をするならうってつけの場所ですし、調査のしがいはありそうですね」

「そうだな」


ソフィーの許可も取れたので、話はまとまった。食事を終わらせると立ち上がってマリーの所まで行き、お椀とスプーンを返却する。効率がいいという理由で、彼女がまとめて洗うのだ。



「森を探索する。数日は戻ってこない」

「え、はい。わかりました」


唐突な話だったのでやや驚かれたが問題はないだろう。残りの二人には、マリーが伝えてくれるはずだ。







部屋に戻ってから準備を終わらせると、ソフィーと一緒に森へ入る。




警戒しながら進んでいるが、中は相変わらず平和だ。兎や鹿は見かけるものの、狼や熊といった肉食性の動物はいない。気味の悪さを感じながらも順調に奥へ進む。途中、休憩を取っている間にソフィーが赤い果実を持ってきた。



「昨日の夜に食べた果実を見つけました」


拳ほどの大きさがある。叩いてみると、実がぎっしりつまっているのか、思いのほか固い感触だった。




ナイフで半分に切って中身を確認すると、実は薄い黄色で中心に種が二つある。




片方をソフィーに渡してから、かぶりつく。




口の中に果実の水分が一気に広がった。残念なことに今回は酸味が強い。もう少し甘ければもっと美味しくなるだろうに。



「ちょっと酸っぱいな」

「そうですね」


小さく果実をかじったソフィーも同じ意見だったようだ。



「でも、水分補給には使えそうです」

「確かに。腹の足しにもなるし、食料と水の節約にはなるか」


携帯食料や飲み水は持ってきているが、貴重な物なので消費は抑えたい。この果実は意外に使えるかもしれないな。



「これは、まだ残ってる？」

「食べる人もいないので、いっぱいありますよ」

「採取してから調査を再開しようか」

「はい！」


果実が生っている木はすぐに見つかったが、手に届く場所にはなかったので、武具を置いて木登りをすることにした。




太い枝に足をかけて果実がぶら下がっている枝まで行く。ナイフで切り取ると、下で待っているソフィーに向けてゆっくりと落とした。




ちゃんと受け取れたようなので、今度は二個、三個と続けて落としていく。




十分な量が確保できたので、降りる前に周囲を見渡すことにした。



「でかい岩があるな」


森の木より僅わずかに大きい岩の先端が見えた。目的地があるような調査ではないので、とりあえずそこを目指してみるのも悪くはない。




地上に下りてソフィーと合流する。



「木を登ったときに、でかい岩を見つけた。そこを目指そう」

「わかりました！」


意外と距離は離れていなかったので、今日中には着くだろう。




先ほど採取した果実を、二人で食べながら歩いていく。やはり肉食動物や魔物とは出会わない。途中で焚き火用の枝を拾う余裕すらある。




特筆するような出来事は起こらず、日が少し傾きかけてきたころになって、見上げるほどの大岩についた。



「今日はここで野営をしようと思う。一緒にテントを作ろう」

「はい！」


ソフィーが冒険者デビューしたときに使ったテントを取り出した。ほかにも小道具など、いろいろとヤンから持ってきているので、野営には困らない。




木々に紐をくくりつけて屋根を作り、下にマントを敷く。さらに、テントから少し離れた場所に薪を組み立てて、身体能力を強化してから椅子代わりに使う丸太を持ってくる。後は周囲に鳴子をつけると、準備はすべて終了だ。




二人で作業したこともあり、時間には余裕がある。



「これから、どうします？」

「岩を調べる」


今日の晩ご飯は干し肉と赤い果実のみ。調理の手間はかからないので、完全に陽が落ちるまで探索することに決めた。



「何が出てくるか楽しみですね」


楽しみか。何かありそうな場所を見て、そう思えるのだったら、ソフィーは冒険者に向いている。




二人でパーティを組んで、魔物を倒しながら金を稼ぎ、いろいろな国を見て回るのも悪くはないな。自由になったら、そんな生活をしてみるのもよさそうだ。



「落ち着いたら、本格的に冒険者活動をしてみるか？　もしやるんだったら、一緒にパーティを組んで活動するのも楽しいぞ」

「素敵です！　ヤンで暮らすのと悩んでしまいますね」

「そうだな。半年は外を回って、残り半年をヤンで過ごすとかはどうだ？」

「贅沢な暮らしですね。実現したら楽しそうです」

「すべてを終わらせて実現させようじゃないか」


まずは教皇の問題を片付けることから始めないとな。その次は、ゼルマを当主にして自由を保障してもらうことだろうか。教会が手を引いたら、次は貴族が狙ってくるだろうから、ちゃんと後ろ盾として機能してもらわなければ困る。




この辺りについては、いつかゼルマとしっかり話すことにしよう。



「そうですね。未来は私たちの力で手に入れます」


小さい手を前に出すと、グッと握ってやる気を見せていた。思わずまた頭を撫でてしまう。




健気というか、どんな状況でも曲がらず真っ直ぐな目をしている。




そういうところが本当に素晴らしいと思う。




ローザは、たまに暗い目をするのが怖いと言っていたが、それは勘違いだろう。




俺は一度も見たことがないからな。




ソフィーと一緒に岩の周囲を見て回る。大きさ以外は普通だ。気にとめるような特徴はない。手の甲で軽く叩いてみても、中が空洞になっているわけではないようで、固い感触が返ってくるのみ。



「大きい岩ですね〜」


見上げてつぶやくソフィーにつられて、俺も視線を上げた。




近くの木より僅かに大きいこの岩の頂上は尖っていて、鳥が巣を作ることすらできない。何かを隠したり、魔方陣を描いたりするのは難しいだろう。



「大きいな。この岩を削って持ち帰れば、家を拡張できそうだ」

「私たちのお家に新しい部屋が作れそうですね」

「そうしたら、別々で寝るか？」

「その言い方は意地悪です」


頬を膨らませて唇を尖らせて、ソフィーは拗すねてしまった。




本気で怒っているわけではなさそうだが、機嫌を損ねてしまったようだ。意地を張っても仕方がないので素直に謝ろう。



「ごめん。ちょっと言い過ぎた」


すぐに元どおりになると思っていたが、今日は違っていた。




口を尖らせたままソフィーが俺を見る。




じーっと何かを訴えかけるような目をしている。




しばらくしてようやく、言葉を発してくれた。



「お詫びに……手をつないでください」


なんともかわいらしいお願いだ！




叶えないはずがない！




ここは平和な森ということもあって、俺は身につけていたガントレットを取り外すと、お互いの指を絡めるようにして手を握った。



「これで許してくれるか？」

「え、あっ、はい」


どうやら機嫌を取ることは成功したようで、ソフィーは顔を真っ赤にさせて戸惑っていた。




手をつないだまま岩の周囲をぐるりと回る。魔方陣はない。中に入れるような亀裂も地下に進むような穴も見当たらない。フィネが何か手を加えた形跡はなかった。




ローザがいたら魔法で隠蔽されていないか確認できただろうが、アイツは護衛として騎士レギーナと一緒にゼルマを守っているので、この場で頼ることはできない。



「何もないですね」

「そうだな。暗くなってきたし、戻ろう」

　夜通し調べなければいけないほど、急いではいない。長期で探索することを覚悟しているので、体力の温存を優先するべく、今日の探索を切り上げる。俺たちは薪を組み立てた場所まで戻った。


火をつけてから、椅子の代わりに丸太の上に座る。




体を温めてくれる炎を見ながら二人で干し肉にかじりついた。



「固いな」

「塩の味しかしませんね」


非常に不満の残る食事ではあるが、狩りをするほどでもないので諦めるしかないだろう。




火の勢いが弱まり寒くなってきたので、薪を追加で投入する。冷えてしまった体を温めるために、ソフィーと体をくっつけて、俺と同じマントに入ってもらった。




しばらくすると、体が温まってきたのかソフィーの目は半分閉じてしまう。



「明日はこの岩を中心に周囲を探索しよう」

「わかりました。何もないといいですね」


何もなければ、この平和が続く。




だから俺たちは見つからないことを祈っていた。



「そうだな。疲れただろうし、早く寝たほうがいいぞ」

「はい。そう、しま……す……」


俺に寄りかかってソフィーが眠ってしまった。




テントに運ぶ必要は、ないか。




一つのマントを二人で共有して、寄り添いながら夜を過ごした。




ダンジョンの裏側





翌朝、テントを片付けて、朝食代わりに赤い果実をかじりながら歩く。目的地はない。自生している動植物を調べながら奥に進む。目印はつけているので、迷うことはないだろう。



「ラルスさん、今度はオレンジ色の果実を見つけました！」


赤い果実に続き、ソフィーは小さめなオレンジ色の果実を見つけたらしい。二つ持っている。これはロンダルト王国にも自生していて、俺も知っている食べ物だった。



「冒険者時代に一度食べた記憶があるな。確か、甘酸っぱい味だった気がする」


オレンジ色の果実を一つもらってかじる。




想像していたより甘さが強い。歩いて疲れた体を労るような優しさを感じる。この果実一つで腹が膨れることはないが、ほかの食材との相性はよいかもしれない。



「美味いな」

「生で食べてもいいんですが、パン生地に入れても美味しくなりそうです！」

「美味しそうだ。そのパンは食べてみたいな」

「料理ができるような環境になったら作りますね！」


いつになるかわからないが、それはよい話だ。




また楽しみが一つ増えたぞ。



「そのときは俺も手伝うよ。一緒に作ろう」

「はい！」


ささやかな約束をしてからも歩き続けていると、苔に覆われた石がいくつも転がっている場所についた。規則的な配置がされていて、人為的に作られたと思える。中心には魔方陣があった。




調査を始めてから二日目。こんなに早く、何かが見つかるとは思わなかった。



「これは、また怪しい場所に来たな」


転がっている石は墓石のようにも見えるので、中に入った途端、地面から魔物が出てくるといったこともありそうだ。前に一度、ダンジョンでやられた経験があるし、ありえない話ではないだろう。フィネならその程度のことはやってのける。



「浄化してみますか？」

「いや、魔力の無駄になりそうだからこのまま行こう」


この場所全体を浄化するといったら、前に使っていた『サンクチュアリ』だ。あれは維持するだけでも集中力と魔力をゴリゴリと削っていくから、こんな場所で使っていい魔法ではない。




慎重に調査を進めて、必要だと思ったら使ってもらおう。



「俺が先行する」


石の近くまで移動すると、ナイフを取り出してしゃがみ、苔を削り落とす。




刻み込まれていた模様が現れた。



「子供の悪戯のような、違うような……」


デタラメのように見えて規則性がありそうな模様だった。魔方陣とも作りが違う。




同じようにしゃがんで石を見ているソフィーに聞いてみたが、見たこともないとのことだった。教会にも伝わっていない模様か。




魔方陣を囲うように置かれているのだ。無関係というわけではないだろう。もしかしたら失われた魔法の一部だったりするかもな。




例えば、転移の移動距離を高めるとか、そういった効果があるのかもしれない。



「この場所は、立ち入り禁止とは言われていない。魔方陣を調べよう」


立ち上がると、ソフィーと一緒に歩き出す。




魔方陣の所まで近づくが、地面からアンデッドが出てくるようなことはなかった。




しゃがんで観察すると、魔方陣が地面から少し浮いていることに気づく。




やはり仕組みはよくわからないが、土を削ったとしても影響がないように工夫されているようだ。



「不思議ですね」


隣で様子をうかがっていたソフィーが魔方陣に触れる。



「ソ、フィー……？」


次の瞬間、姿が消えてしまった。




クソッ！　今までは体が入ったら発動するタイプが多かったので油断した！




これは触っただけで転移する仕組みになっているのか！




どこに行くのかわからないが、ソフィーを一人っきりにはさせられない。俺も魔方陣を触る。




頭がフラフラするような感覚と同時に景色が一変して、周囲は石で作られた小さな部屋になっていた。




ドアはないが、その代わりに出入り口のような穴がある。床に魔方陣はないので、元の場所に戻るには先に進むしかなさそうだ。



「ラルスさん」


後ろから声がしたので振り返るとソフィーがいた。




ケガはしていなさそうで、安心する。



「大丈夫か？」

「はい、ご心配をおかけしました」

「気にしないでいい。来てしまったついでに周囲を調べよう」


後悔していても時間の無駄だ。反省はここを切り抜けてからにしよう。今は周囲の警戒に徹するべきなのだ。




剣を鞘から抜いて、意識を戦闘モードに切り替える。いつ魔物に襲われても対処できるように、体内の魔力を練り上げて身体能力を高めた。



「お久しぶり〜」


部屋にある唯一の出入口から誰かが入ってきた。




真っ赤な髪に浅黒い肌。背中にはコウモリの羽を生やした女だ。初めて見る悪魔だが、声だけは聞いたことがある。




冒険者の体を乗っ取っていたカーリンだろう。俺とアルマが二人がかりで戦った相手で、強力な魔物だった。




小さく手を振っていて敵対する意思はないようだが、油断はできない。ソフィーをかばうようにして立つ。



「カーリンだったな？　お前がいるということは、ここはダンジョンの内部か？」

「そうねぇ。ダンジョンの一部という意味では合ってるけど、ラルスちゃんが想像しているものとはちょっと違うかな」


妙な言い方だな。別のダンジョンとでも言いたいのか？




フィネ以外に管理者がいるとか、そいうことだろうか？



「ヒマだったし案内してあげる」

「部外者の俺を入れていいのか？」

「丁重に扱えって、フィネちゃんから言われてるし大丈夫よ。ついてきて〜」


案内してくれるのであれば断ることはない。罠だったら食い破ってやる。




転移直後に訪れた部屋から出ると、一本だけの細い通路を歩く。暗くジメジメしており不快感を覚えた。左右の壁には子供の落書きのような絵がある。家が焼かれて人々が嘆き悲しんでいるような、そんなシーンのように見えるので、随分と趣味が悪い。この絵を描いたやつも、飾るやつの気持ちも理解できそうになかった。




不気味な絵を見ながらしばらく進むと、大きな扉が見えてくる。半開きの状態になっていて、奥が見えるようになっていた。



「水晶……？　いや、でかい魔石か？」

　部屋の中心で俺の背を優に超える半透明の石が、宙に浮かんでいた。


赤黒く光る特徴は魔石と同じなのだが、俺が知っている魔石と違う点もある。浮遊していることと、サイズだ。魔物の中で最高位に位置するドラゴンですら、あんなデカい魔石は持っていないだろう。



「奥に行くわよ」


カーリンが歩き出したので、俺たちも巨大な魔石が浮かんでいる部屋に入った。




明かりは魔石から発せられる赤黒い光のみ。全体的に薄暗い。



「すごい魔力……」


ソフィーがぽつりと呟いた。




魔石から漏れ出る魔力量に驚いているのだろう。俺も同じだ。



「こんな魔石、初めて見た。いったい、なんなんだ？」


先に部屋に入っていたカーリンに質問をした。



「あら、知りたい〜？」


ニヤニヤと、からかうような笑みを浮かべている。




ああ、コイツはそんな性格だったな。もったいぶるような言い方をして人を弄もてあそぶのだ。




ここで知りたいと答えても素直に言うはずがない。



「教えるつもりがないなら、自分で調べる」

「え〜。面白くないわね〜」


こうやって興味がないと伝えるのが一番だ。




カーリンを無視して魔石を触る。




硬くゴツゴツしたような質感は普通のものと変わらないが、貯蔵している魔力量が多いせいか、ほんのりと温かみを感じる。俺の常識をことごとく壊していく。どこまでも規格外の魔石だな。



「え、本当にいいの？　聞きたくないの？」


放置されたのが予想外だったのか、魔石を調べている俺の後ろから話しかけてくる。




しつこい女、いや魔物だ。



「うるさい」


手で払うような仕草をしてから、隣にいるソフィーに話しかける。



「冒険者をしていたころ、見飽きるほど魔物の魔石と触れてきたが、こんなサイズ、魔力の貯蔵量は見たことがない。教会には、こういったものはあったのか？」

「ないです。私も初めて見ました」

「実は、教皇が隠し持っているとかはありえるか？」

「これほどの物があれば、権威付けして発表しているはずです」


確かにそのとおりだな。聖剣を使って勇者が倒したドラゴンの魔石などと言って、付加価値をつける逸話をねつ造し、教会の権威を高めるために利用するだろう。




教会も知らないのであれば、人間の世界には、このレベルの魔石は存在しない可能性が高い。



「あぁ、もう！　いいわ！　教えてあげる！　これはダンジョンコアと呼ばれる魔石の一種よ！」


無視されたのがこたえたようで、カーリンが勝手にしゃべり出した。




返事はしないまま姿だけ見て無言で続きを話せと訴えかける。



「貯蔵する魔力を使ってダンジョンの魔物を創り出すことができるわ。ダンジョンを大きくする重要な物ね」

「すると、コイツを壊せばダンジョンは消えると？」

「そうなるわ」


重要な事実をあっさりと認めやがった。俺とソフィーがその気になれば、お前たちが住むダンジョンは崩壊するんだぞ？　なんで、そんな余裕があるんだ？



「そんなものを俺の前に見せても大丈夫なのか？」

「フィネちゃんと取り引きしたんでしょ。利害関係が一致しているのに、そんなバカなことをする男だったの？」


チッ、そう返されてしまったら何も言えない。




確かに、ここでダンジョンコアを壊すつもりはない。




行動を起こすなら教会の問題が終わってからになる。




それにフィネ側も、ダンジョンコアの存在を知られても対処できる自信があるからこそ、俺に見せているのだろう。何らかの対策はしているはずなので、軽率な行動はできない。



「あ、フィネちゃんが来たみたい」


禍々しい魔力を感じたと思ったら、骸骨姿のフィネが部屋の入り口に立っていた。




ソフィーをそっと背に隠す。



「何かあれば聖魔法を使います」


俺にだけ聞こえるような大きさでソフィーが宣言した。




戦うことにはならないだろうが、警戒するに越したことはない。



「来てくれたのか！」


骨の状態のフィネが両手を広げて、ダンジョンコアがある部屋に入ってきた。




腐ったゴミが近くにあるような、そんな不快感が湧き上がってきて、顔が歪んでしまう。



「偶然、来てしまっただけだ」

「私のラルスなら、ここまで辿り着けると思っていたよッ！」


そんな信頼感は不要だ。




最初からいろいろと説明してくれよ。



「ここはどこなんだ？」

「いい質問だが、答える前にダンジョンについて軽く説明しようじゃないか！」


ふわりと宙に浮かぶと、フィネはダンジョンコアの隣に移動する。軽く手で触れると淡い光が急に強くなった。




まるで、フィネが訪れたことを歓迎しているようにも見える。



「この魔石はダンジョンコア、ダンジョンの心臓とも呼ばれていて、ダンジョンマスターは一つ以上持っている」

「一つ以上か……フィネは何個持っているんだ？」

「私はダンジョンマスターでも新人。二つしか持っていないな」


新人？　二つしか持っていない？




とんでもないキーワードが飛び出したな！　逆に考えると、いくつものダンジョンコアを保有しているダンジョンマスターも存在するってことになるぞ！




知られていないだけで、ダンジョンには必ずダンジョンマスターが存在するのかもしれない。そうなると、結構な騒動になりそうだな。




ダンジョンコアは魔物を生み出し、兵器として運用できる可能性がある。ダンジョンを手に入れようとして、各国が本格的に動き出す未来もありえるのだ。人間と魔物の混合部隊が他国を侵略するような悪夢が、このダンジョンコアを使えば実現できてしまう。恐るべき機能だ。



「ダンジョンコアはダンジョンの心臓と言ったな。もしかして、フィネはダンジョンを二つ持っているのか？」


俺が今いる場所とヤンのダンジョンでは性質が違いすぎることに、ずっと疑問を持っていた。距離も離れていそうだったので、本当に同一のダンジョンなのか、ずっと疑っていたのだ。



「そのとおりだよ！　私が言う前に気づくなんて、すごい！」


骨のまま抱きつこうとしてきたので、サイドステップで回避する。




密着されたら呪われて死ぬわッ！！



「つれないなぁ」


俺に拒否されて落ち着きを取り戻したフィネは、ゆっくりと反転して顎をカタカタと鳴らしながら話を続ける。



「想像どおり、ここは二つ目のダンジョンだ。ラルスが発見したものとは別になるね。だから、ダンジョンコアを壊せば、当然、ここも消滅するかな！」


島のダンジョンが消滅するか。ここに住んでいるマリーたちを人質にしたような言い方だ。俺にとっては効果的な脅しである。



「わかってる。この島は俺にとっても必要な場所だ。ダンジョンコアを壊そうとは思ってない」

「うん。それがいいと思うよ！！」


機嫌がよさそうな声をしているので、判断は間違っていなかったようだ。




しばらくはお互いを利用し合う関係を続けられそうである。



「それじゃ、話の続きを——」


と言いかけたときに、ダンジョンコアが真っ赤に光り出した。




フィネの雰囲気が一変して、怒ったように地面を何度も踏みつけるような動作をした。



「クソッ！！　また邪魔が入った！！　カーーーリンッッッ！！」

「様子を見て参ります！」

「ゴミを処分してこいッ！」

「承知しました」


命令を受けたカーリンは、ダンジョンコアの部屋を出て行く。




事態が飲み込めない俺たちは、見ていることしかできない。




フィネが何もない空中で指を動かすと、窓のように切り取られた映像が周囲にいくつも浮かんだ。




俺たちが住んでいる集落や塩を作っている小屋、麦が育ちつつある畑、森など、島の状況が映し出されている。マリーが海で漁をしている姿すら、この場で確認できるとは恐ろしく便利な機能だ。




これが貴族たちの間で普及したら、平民や部下を監視するのに使うだろう。




住みにくい世界が、さらに加速するな。



「やっぱりアイツらだッ！　許せないッ！！」


フィネは、二足歩行で歩く木の集団が映し出される窓を見ていた。




あれはトレントと呼ばれる、木のクセに歩いて生物を捕獲する魔物だ。ゴブリンのように個体差が大きく、魔法が使えるマナトレントや十メートルを超えるビッグトレント等といった種類がある。




パッと見ただけで、映し出された集団の中には四種類いるようだ。




目的の場所があるようで、森の中を一直線に進んでいる。




その集団に先ほどまで話していたカーリンが突撃した。炎の範囲魔法を使ってトレントをすごい勢いで減らしているが、数が多いので押され気味であった。



「何が起こっているのでしょうか？」

「わからん。一番詳しそうなヤツに聞こう」


映像を睨にらみつけながら叫んでいるフィネに話しかける。



「侵略に遭っているのか？」

「そうだ！　ほかのダンジョンマスターがこの島を狙っているのだッ！」


ほかのダンジョンマスターがいるのは予想どおりだったのだが、敵対関係だったとは驚きだ。




ダンジョンの取り合いとは、貴族同士が領地を奪い合うのと似ている。人と魔物。種族は違えど、知性があれば争う内容は似てしまうのかもしれない。



「なんで狙われているんだ？」

「私がこの島を奪い取ったのが許せないのだろう！　奪い返しに来ているのだ！　なんて心が狭いんだ！！！」


この島をダンジョンにしたのは、別のダンジョンマスターだったようだ。それをフィネが奪い、さらに相手が奪い返しに来たと。その行為を心が狭いというのは、おかしな話だ。




殴ったら殴り返されるのが、普通じゃないか。




それが嫌なら、短期間で再起できないほど徹底的に潰さなければいけないのだが、フィネはそれができてない。



「撃退できるのか？」


フィネの独り言を無視して、状況の確認を進める。




映像を見る限り、数に押されてカーリンは守りに入っていた。



「もちろんだ！　だが、あの数は時間がかかる……ラルス、手伝ってくれないか？」


無条件で手伝うほどお人好しではない。敵対する相手の恨みを買うことも考えれば、理由が必要だ。それを見つけられるのであれば、話に乗ってもいいだろう。



「理由があれば考えてやる」

「私が負ければ、ラルスを匿えなくなる」


そうなれば、この島に来たときのような自由で幸せな時間は、二度と手に入らないだろう。それは困る。もう少し堪能していたいのだ。



「ふむ、それで？」

「後は、ここに住む人間どもは皆殺しにされる」

「間違いないのか？」

「むしろ、生かす理由があると思うか？」


……ないな。魔物にとって人間は、エサか繁殖の道具にしか使えない。単純な話、人間に興味がないのだ。フィネが例外なだけで、見殺しになる結末は避けられないだろう。




島での生活は気に入っている。最悪ここに逃げ込めばしばらく生活できる、という安心感は捨てがたい。




戦うには十分な理由になる、か？



「ソフィー、どう思う？」

「顔を隠せば正体はばれないと思いますし、手伝っても大丈夫だと思います」


魔物は人間に興味がないので、俺が戦っても人相を覚えない可能性が高い。もしかしたら、人型の魔物だと勘違いする可能性すらある。ダンジョンマスターに恨まれるリスクは、低いと考えることもできるな。



「わかった。戦うことにしよう。力を貸してもらえるか？」

「もちろんです！」


ソフィーの同意も得られた。




この場所を守るために戦うとしよう。




聖剣を創造してからソフィーに頼んで全力で魔力を注いでもらう。




この前よりかは弱いが、それでも十分な力が刀身に込められた。



「準備はできた。あの魔物と戦ってやる」

「さすがだな！　私のラルス！！　一番いい場所に送ろうじゃないか！」


足下に小さな転移魔方陣が浮かぶ。範囲は俺だけだ。ソフィーはこの場に置いていくことになる。



「行ってくる」

「お気をつけて」


別れの言葉が終わるのと同時に、周囲の景色が一変した。




草木の青臭い匂いが充満している。目の前にはカーリンの背中があり、その先にはトレントの軍団が波のように押し寄せていた。




ダンジョンコアの部屋で見た光景そのままだ。



「苦戦しているみたいだな」


炎の魔法を連発して、トレントを押しとどめているカーリンに声をかけた。



「雑魚のクセに数が多いの！　手伝ってもらえると嬉しいわね〜ッ！」

「そのつもりで来た。合図を出したら後ろに下がってくれ」

「ラルスちゃん大好き！　助かるわ！」


カーリンの戯言を無視して、ダンジョンで使ったときと同じように、聖剣を前に掲げて力を解放するワードを声に出す。



『創造神に反抗する愚かで矮小な魔物たちよ。私が代行者として審判しよう』


刀身の光が強くなり熱を帯びる。周囲の景色が歪む。込められた魔力が爆発的な速度で増幅しているが、やはり前回ほどではない。威力は落ちているだろうが、逆にコントロールはしやすそうだ。相手はトレントの集団なので、十分な威力を発揮してくれるだろう。



「下がれ！」


最後に爆発の魔法を連発したカーリンが、空中にふわりと浮かぶように跳躍すると、後ろに退避した。




ギリギリまでトレントを引きつけてから聖剣の真の力を解放する。



『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！」


聖剣を前に突き出すと、刀身から数え切れないほどの白い線が、前方に拡散した。




白い炎がトレントを飲み込み、消滅させていく。近くにいるヤツから焼き尽くされ、真っ黒な灰になって崩れ去る。密集していることもあって、逃げ出せない。聖剣に込められた魔力が尽きるころには、魔物だけではなく森の一部も消失していた。




聖剣の力に驚くばかりだ。細かいコントロールまでできるのだから、大軍相手に使い勝手がよすぎる。ほかの宗教を撲滅させた話は教会がでっち上げたのではなく、真実だということを嫌でも実感させられた。



「フィネちゃんから話には聞いていたけど、すごい威力ね〜。魔物が一気に消えたのだから、向こうは大慌てのはずよ」


振り返り、カーリンを見る。




魔力を使いすぎたのか、息は荒いが元気そうではあった。



「向こうとは、ほかのダンジョンマスターのことか？」

「そうよ。詳細はフィネちゃんが話してくれるはず」


言い終わると同時に、フィネがソフィーを連れて転移してきた。




映像を見て状況を把握していたのであろう。




骨ではなく幼女の姿になって、踊るように喜んでいるフィネに話しかける。



「ほかのダンジョンマスターと争っているようだが、停戦はできないのか？」


魔物同士の戦いがあるなんて聞いてなかった。




これから教会と争うのだから、余力などない。




無駄な争いは、すべてが終わった後にしてほしいのだが……。



「無理だ！　ダンジョンコアを奪い合い、勢力を拡大するのがダンジョンマスターの仕事だ！」


ダンジョン、もしくはそれを支えるダンジョンコアを領地と言い換えれば、貴族とやっていることは変わらないので、一応フィネの言い分は理解できる。




新興勢力の貴族が、歴史だけしかない貴族様の領地を奪うために戦争を仕掛けた。そんなイメージをしていれば、大筋としては間違っていないだろう。急に魔物が人間臭くなってきたな。




ダンジョンコアを奪い取る方法は気になるが、フィネについていれば自然と判明するだろう。




それより重要なのは、勢力拡大がダンジョンマスターの仕事だ、ということ。もしこれが真実なら、即時停戦は難しい。



「あいつらは、また攻めてくるのか？」

「すぐにではないが、諦めないだろうな！」


するとフィネがとる選択肢は決まってくる。性格からして負けを認めることはしないだろうから、迎撃、もしくは殲滅、占領だ。その中でもフィネなら攻撃的な手段をとるはず。



「どうするんだ？　やはり徹底抗戦か？」

「そのとおり！　必ず潰す！」


小さい手を握って拳を作ると、フィネは高々と上げた。




カーリンが小さく拍手をしている。




昨日、今日、発生した争いではないだろうから、配下全員も方針を理解しているんだな。



「ラルスさん……」


気づかれないように俺の隣に移動したソフィーは、袖を引っ張りながら訴えかけるような目をしていた。



「わかってる。これは、罠にハメられたな」


奪い取った島に俺たちを招待した理由は、この争いに巻き込むためだろう。拒否をしてもいいのだが、そうすれば匿い続けてもらえるか怪しくなる。




フィネが負けてしまえば、当初の目的が達成できないうえに、マリーたちは間違いなく殺される。さらにヤンのダンジョンだって、どうなるかわからない。気に入らないからといってダンジョンコアを破壊されれば、すべてが終わってしまう。事実を知ってしまったからには、手伝うしかないのだ。



「今までは戦力が足りなかったので防戦一方だったが、私のラルスが手伝ってくれれば、攻めることだってできる！　助けてもらえないか！」


ほらきた。俺に興味があるからという理由だけで匿ってくれるはずがない。裏ぐらいはあると想像もしていたが、さすがにダンジョンマスター同士の争いに巻き込まれるとは思ってもみなかった。




懇願こんがんするような仕草をしているが、フィネの話は受け入れるしかないだろう。




敵は魔物だから心が痛まないのはいいのだが、その分強力だ。先ほどみたいな魔物の集団と何度も戦わなければいけないのであれば、危険だし、気が滅入る話ではある。



「ソフィー、いいか？」

「仕方がありません。ここは神なき大地です。創造神様は、お見逃しになってくれるはずです」


ということだ。怖い神様が見ていないうちに、魔物の依頼をこなすとするか。



「私が負けたらラルスも困るだろう！？　一緒に戦ってくれッ！」


両手を広げて、予想どおりの言葉を発したフィネは、笑顔のまま俺の返事を待ってた。



「できることがあれば手伝おう」

「そう言ってくれると思ってたよッ！！」


抱きつこうとしてきたので後ろに下がって避けると、フィネは倒れて地面にキスをした。




勢いがありすぎだろ。一瞬、攻撃してきたかと身構えてしまったほどだ。




触れられたら呪われるかもしれないので、近づいてほしくない。そのぐらい、わかってくれよ。



「それで、これからどうすればいい？」


先ほどの出来事は見なかったことにして、立ち上がろうとしているフィネに質問をした。



「今すぐにでも叩き潰したい！　が、まだ戦力が足りない。もう少し補充する予定だ」


立ち上がりながら、フィネは冷静に予定を言った。




相変わらず気分の上下が激しいヤツだ。



「どうやって？」

「ダンジョンの機能で創造する魔物は弱いうえに、育てるのに時間がかかる。正攻法ではダメだッ！」


フィネの言葉で、誰も解明できなかったダンジョンの秘密に迫っていることを再確認した。




無制限に創造できるとは思わないが、毎日、数百人の冒険者が魔物を殺しまくっても減らない程度の生産量はある。それだけで軍事利用するには十分な機能だ。産業にも使えるし、本当にダンジョンは無駄なところがないな。



「なるほど。別の方法を使って戦力を補強するわけだな」

「そうだ！　私が考えた、冴えた方法がある！」


あ、これはダメなやつだ。有効な方法ではあるだろうが、俺にとって好ましくない感じがする。




腰に手を当てて自信満々な笑みで答えるフィネを見て、なぜかそう思ってしまった。



「冴えたって、嫌な予感しかしないな……」

「そんなことはないぞ！」


それはお前にとっては、ってことだろ。




魔物と人間が同じ感覚だと思うなよッ！



「強い人間を捕まえて、魔物にすればいい！　私のダンジョンは、そういったのが得意だからなッ！」


やはり、まともな話ではなかった。




崩れかけた教会で、アンデッドになった神官騎士と戦ったこともあったが、あれもフィネが捕まえてアンデッドにしたのだろう。




今まで疑問に思っていたことが次々と解明していく。




知らないままでもよかったんだがな……。



「フィネのダンジョンには人間をアンデッド化させる機能があるのか？」

「そうだ！　素材さえあれば、アンデッドや相性のよい魔物に作り替えられるのだ！　すごいだろッ！！」

「そ、そうか」


悪意はなく、純粋な目で見られてしまい、突っ込めなかった。




ソフィーを見ると非常に難しそうな顔をしている。




元とはいえ教会の聖女をしていた身からすると、人間をアンデッドにする行為は許しがたいのだろう。俺も同じだ。協力関係でなければ、この場で叩き斬っていたぐらいには、嫌悪感がある。



「それにだな！　私は偉いから、すでに一体は準備が終わっている！　いい感じに崩壊しているぞ！」

「「…………」」


多分、今から見に行く流れになるんだよな。これ。



「さあ、見に行こうじゃないか！」

　嫌な予想ほど当たる。最悪だ。


フィネが魔法を使うと、特大の転移魔方陣が地面に浮かび上がり、いつの間にか俺たちは別の場所に移動していた。



「この場所は……」


立ち入り禁止とマリーが言っていた魔方陣があった場所だ。そういえば前に、スケルトンナイトが中に入って消えていったのを目撃したな。



「さあ、行くぞッ！！」


戸惑う俺とソフィーを置いてフィネは転移魔方陣の中に入ってしまった。カーリンもその後を追って消える。



「どうしますか？」

「嫌だが、行くしかないだろう」


戸惑う気持ちはすごくわかるが、無視して集落に帰るわけにはいかない。ダンジョンマスターの争いに参加すると決めたのだから、離脱はできないのだ。



「一緒に入るぞ」

「はい」


転移した途端、離ればなれになっても困るので、ソフィーと手をつないで転移魔方陣に足を踏み入れた。







本日、四度目となる転移を経験すると、カビや血の臭いがする薄暗い地下室に立っていた。隅にはスケルトンナイトが何体も棒立ちしている。この部屋を守っているのか？




壁には拷問に使われるような器具が立てかけられていて、実際に使われたことを主張するかのように、錆びが浮かび上がっていた。




部屋には三つもドアがあり、一つだけ開いている。フィネとカーリンはこの先に行ったのだろう。



「行こう」


怯えるソフィーの手をずっと握っていたかったが、仕方なく離す。何が出てくるか予想もつかないので、剣を片手に持って警戒しながら、ドアを通り抜けて細い通路を歩いて行く。




左右には檻おりがあり、中は仕切られたいくつかの部屋に分かれている。それが奥まで続いていた。ほとんど空だが、奥から不気味なうめき声が聞こえるので、誰かが捕まっているのだろう。




服が引っ張られる感じがあったので後ろを見ると、ソフィーが掴んでいた。




腕は自由に動かせる。まあ、このぐらいは許容範囲だろう。




振りほどくことはせずに歩き始める。




コツ、コツと石畳を靴で叩く音を聞きながら、奥に行くとフィネとカーリンを発見した。二人の前には、この前戦ったエルダーヴァンパイアの少年もいる。




全員が最奥の檻の前で立ち止まっていた。




ここが目的地だったのだろう。



「こいつだ！　こいつ！」


俺が来たことに気づくと、フィネは元気よく叫ぶ。目の前で立ち止まって檻の中を覗いた。



「…………」


絶句、というのを初めて経験したかもしれない。




壁から伸びる鎖に両腕をつながれて、全身が傷だらけの女性——コレットがいたのだ。




切り傷が体中の至るところにあり、服はボロボロ、切れ端程度しか残っていない。全身は血や痣あざによって赤黒くなっている。




うつむいているので、どんな表情をしているのかわからないが、髪のすきまから僅かに見えた目は濁っていた。俺の存在には気づけていないようだ。




変わり果てた幼なじみの姿を見て、意外にも俺は冷静のように思える。不快感はあるが、感情は大きく動かなかった。




俺の服を握っている存在と出会ったおかげだろう。



「これは、どういうことだ？」


魔物がやったことだ。責めるつもりはない。




だが、理由と経緯だけは把握しておきたかった。



「それは、僕が説明するよ」


返事はフィネではなくエルダーヴァンパイアの少年からあった。




コイツが元凶なのか。



「やあ、久々だね」


道ばたで知り合いに出会ったような気軽さで、エルダーヴァンパイアの少年が挨拶をしてきた。




馴れ合うつもりもないので、無言でうなずくだけにしておく。



「つれないなぁ。人間にとって挨拶は重要だろ？　僕はハイアムって言うんだ。よろしくね」


手を差し出してきた。握手したいらしいが、当然のように無視する。魔物と接触するなんて、何をされるかわからないからな。知らない間に呪われている可能性すらある。




お互いに言葉が通じるからといって、魔物に肩入れをして自滅していった冒険者の話なんていくつもあるのだ。



「説明をお願いしたい」


それにだ。俺はさっさと、なぜコレットがここにいるのか、それが知りたい。




余計な手間をかけさせるな。



「はあ、君は頑固だねぇ……ちゃんと説明してあげるけど、その前に僕たちの事情を話そうかな」


笑顔のまま、ハイアムは手を下ろした。



「フィネ様が管理されているダンジョンは、生まれたばかりで優秀な魔物が少ないんだ。襲撃に備えるために、使える魔物を増やすことは急務でね」


襲撃とは、冒険者ではなくダンジョンマスターのことだろう。




兵力が足りないのであれば、他者から力を借りて補充する方法もあるが……ダンジョンマスターたちが手を組むとは思えない。好き勝手に動きそうなイメージがある。仲間を作るのは、貴族以上に難しいだろう。



「そこでね。僕たちは得意なことで優秀な魔物を創ることにしたんだ」

「アンデッド……」


後ろにいるソフィーがつぶやいた。



「そうそう。僕たちは人間を襲ってアンデッドにしてきたんだよ。ねぇ、知ってる？　優秀な人間を素材にすると、強力なアンデッドになる確率が上がるんだ」


胸クソが悪くなる話で、自然と嫌悪感が湧き出てくる。




人間を武具の素材のように語るコイツに、聖剣を叩き込みたい。




そんな欲求にかられるが、血がにじむほど手を強く握って我慢する。



「そろそろ話を戻そうか。ある日、素材調達の目的で教会の騎士を襲ったとき、彼女を見つけたんだよ！」


奴隷落ちしたコレットは教会に売られていたようだ。スカウトとしても優秀だったから、神官騎士と同行して、魔物捜しに便利に使われていたのだろう。



「そのときから精神は半分壊れてた。僕たちがやったのは、後押しして完全に崩壊させたぐらいなんだ」


後押しってのを、ためらいなくやってしまうのは魔物らしい。




楽しそうに話しながらハイアムは鍵を取り出すと、檻の中に入ってしまった。




コレットの髪を掴んで顔を無理やり上げさせる。



「品行方正といわれている教会の騎士が、何をしていたか、そのときの状況を詳しく教えてあげようか？」


男の集団にいる女奴隷の使い道なんて限られている。ハイアムに言われなくても想像はつく。具体的な話を聞いても苛立つだけなので、聞きたくはなかった。



「俺が知りたかったのは、なぜここにいるかだ。お前の話で理解できたからもう十分だ。それ以上の情報は必要ない」


ハイアムとの会話を打ち切ると、俺はフィネに質問をする。



「それで、コレットをどうするんだ？」


話の流れから、これから何をするのかわかっているが、確認せずにはいられなかった。



「もちろん、この女をお前たちが言う魔物——アンデッドに変える。私の魔道書を使えば簡単だからな！」


まあ、そうなるよな。この場で理由もなく反対すればフィネの反感を買ってしまい、俺たちの立場が危うくなる。だが素直に、はいそうですかと終わらせるのも気が引ける。一応、同じ村で育った縁があるし、何より人間をアンデッドにする外法に対して、素直に同意する気持ちにはならない。



「ソフィー、この状態から助ける方法はあるか？」


今のコレットは生きる屍だ。精神が完全に死んでいる。これを蘇らす方法さえあれば、人間としての生を再び歩めるかもしれない。そういった淡い期待があったのだ。



「精神を、という意味ですよね？　そういう意味でしたら、ありません。聖魔法は肉体の損傷や毒、呪いといったものに効果を発揮しますが、残念ながら精神や病には効きませんので……」


そんな都合のいい魔法はないか。やはり、このまま話せずに終わってしまうのか？




せめてコレットに選択させられればとも思ったのだが、それすらダメなのか……と、諦めかけたとき、なんとフィネが意外なことを言い出す。



「私ならできるぞ！！」


思わず嘘をつくな！　と口を開きかけて止める。




逸失した転移魔法を、いとも簡単に使うフィネなら、可能性はあるか。



「お前は、壊れてしまった精神を元に戻せるというのか？」

「そう言っている！　嘘だと思ったのかッ！？」


念のため確認したら、悔しがって地面を何度も踏んだ。目に涙を溜めている。




これ以上、機嫌を損ねるのはマズイ。すでにコレットの精神は壊れてしまっているのだし、仮に罠だとしても被害と呼べるようなものはないだろう。僅かな可能性に賭けようじゃないか。



「いや、そんなことはない。フィネのことは信じている。使ってもらえないか？」

「もちろんだ！　任せてくれッ！！」


俺の言葉が嬉しかったのか、飛び跳ねるようにして檻の中に入ると、ハイアムを押しのけてコレットの頭を鷲づかみにした。一つ一つの動作が雑だなと思って見ていると、なんと手を口の中に突っ込んだのだ。



「おい！」


止めようと歩き出したら、ソフィーに引っ張られてしまった。



「すでに魔法を発動しています」

「魔法名は聞こえなかったぞ？」

「転移魔法と同じで、無詠唱かと」


俺たちが使うときは『ファイヤーストーム』といった魔法名を言う必要があるのだが、その工程を省略できるのは強い。口を塞いだり喉を潰したりしても魔法が使えるからな。




生きたまま拘束する難易度は高まる。というか、転移魔法が使える時点で、戦場での捕獲は不可能だ。




魔法を無効化できるディスペルマジックが常時発動している部屋に、隔離しなければならないだろう。それでも身体能力の強化やダンジョンの機能は防げないので、ベテランの騎士も配置しなければならない。非常にリスクと費用のかかることになる。




改めてフィネの高い能力を見せつけられた。




よく、初戦で引き分けにできたな……。




口に手を突っ込まれたコレットは、足をバタバタとさせながら両手で抜き取ろうとしている。目から涙を流し、口からは涎よだれが出ている。




自らの意思で抵抗しているというよりかは、生理的な反射だろう。まだ魔法の効果は発揮していないはずだ。




しばらく様子を見守り二、三分程度の時間が経過すると、ようやくフィネが手を抜いた。




解放されたコレットは下を向いて咳き込んでいる。



「終わったぞッ！」


手についた涎よだれをボロボロのローブで拭いながら、フィネが駆け寄ってきた。




目をキラキラとさせている。




ここで疑うような言葉を発してしまえば、また機嫌を損ねてしまう。




フィネが何を求めているのか。そのぐらい、俺にだってわかるのだ。



「ありがとう。コレットに話しかけても大丈夫か？」

「もちろんだ！　好きなだけ話せばいい！」


この目で確かめるためにコレットの前に立つ。



「久しぶりだな」


咳き込んでいたコレットの動きが止まった。




ゆっくりと顔を上げる。




先ほどまで淀んでいた目ではなかった。




理性の光が灯っている。



「ここはどこ？　なんでラルスがいるの？」


俺の言葉にコレットが反応した。ありえないことだが、本当に精神を元に戻したようだ。



「黙ってないで、さっさと説明してッ！！」


ヒステリックで不快な声を出したコレットを睨みつけると、それだけで黙ってしまった。




口をモゴモゴさせて不満を言いたそうだが、俺が放つ殺気を感じて言葉にならない。



「お前はダンジョンマスターに捕らわれている」


視線は外さないままフィネを指さす。




コレットが見たことを確認してから、話を続ける。



「逸失した転移魔法を使える。俺たちの想像を絶する存在だと思っていい。そいつが、お前を魔物に変えると言っているんだ」

「私を……魔物、に？」

　俺の言葉が理解できないのか、戸惑いながら疑問を口にした。

　信じられないのもわかる。言っている俺自身も似たような気持ちを持っているんだから。

「そうだ。これは脅しでも冗談でもない。俺は本当のことを言っている」

「冗談を言うようなタイプじゃないってことは、よく知ってる。信じるよ」

　この場で一番、俺のことを知っているのがコレットだ。気持ちのつながりはなくなってしまったが、真実を伝えていると理解してくれた。

「昔のよしみだ、お前がお願いするなら、解放するように交渉するぞ？」


俺の言葉を聞いたコレットは、一瞬驚いた顔をしたがすぐに元に戻ってしまう。




実際に交渉が上手くいくかはわからないが、ここは自信があるように見せるべきだ。




さあ、お前はどっちを選ぶ？



「……解放されて、私に何が残るって言うのッ！？」

「人としてのプライドだ」


憎しみのこもった目で言われたが、怯むことなく返す。




人間として生まれたのであれば、人間として終わる。それが普通の価値観。少なくとも俺はそう信じている。



「馬鹿らしいッ！！　そんなの、奴隷になったときに失ったッ！！」


奴隷に堕ちて尊厳を踏みにじられたコレットには、無意味な言葉だった。スラム街でも最下層に位置するような人間と、同じような目をしている。




俺と別れてから悪夢のような日々を送っていたのだろう。すでに人生に絶望し、人間に対して強い悪意を抱いているようだ。



「それに、解放されたとしても教会のヤツに殺されて終わりでしょ！　あんなクソどもの手にかかるなら、魔物になったほうがマシねッ！！」


教会が所有する奴隷が魔物に捕まっていたなんて、汚点でしかない。拷問の末に殺されるだけだ。コレットの言い分は否定できなかった。



「ラルスだって、わかってるでしょ！　もう、どこにも帰る場所はないッ！！」

「…………」


遠く離れた場所には、奴隷制度のない国もあるそうだが、残念ながらロンダルト王国は違う。




コレットの嘆きは否定できず、俺は黙ったままだ。




俺に不満をぶちまけた後、コレットはフィネを見た。



「魔物にしてくれるんだって？」


呪い殺しそうな目を向けられても、フィネは怒ることなく嗤っていた。




人間としてではなく、魔物として生きよう。




そんな想いを抱いているコレットを弄ぶのが楽しいのかもしれない。



「元々、そのつもりで拷問しながら生かしてやったのだ。感謝するんだな！」

「…………」


コレットは苦々しい顔になると、黙ってしまう。




肉体的、精神的に追い詰められた拷問の内容を思い出したのだろう。



「どうした？　魔物になりたくないのか？」


不快な笑い声を上げながら、フィネが煽ってくる。




俺が知っているコレットなら反発しただろうが、今回は違った。




長いため息を吐くと自らの望みを口にする。



「……なる……けど、私の意識は残る？」

「残る。お前の望みだ。魔物にしてやろ——」

「勝手に話を進めるな」


横に少し移動して、コレットとフィネの間に立った。



「少し黙っててくれ。まだコレットとの話は終わっていない」

「そうか。なら、思う存分話せばいい！　私は黙って見ていようじゃないか！」


フィネが一歩後ろに下がったので、コレットを見る。



「魔物になる意味を理解して言っているのか？」

「何？　今更、私のことを心配しているの？　誰にでも優しく、お人好しで、バカなのは変わってないね」


口角を上げて笑っていた。




同じ村で生まれ育ったのに、コレットのことがわからない。人生に絶望しているのは理解できるが、だからといって魔物になるか？



「ねぇ、リヒトは生きてるの？」


脈絡のない質問だが、コレットにとっては意味があるのだろう。




戦い生き残った者の責務だ。伝えにくいことではあるが、逃げてはいけない。隠さず正直に言おう。



「……俺が殺した」


一瞬、表情が暗くなったように見えたが、すぐ元に戻る。



「やっぱり。最後の希望もなくなった。もう人として生きる意味、未練はない……すべてお前が、ラルスが奪ったんだッ！」


僅かな希望を奪うには十分だったようだ。



　呪うようにして俺を見た。そんなに憎いのか。

「私はみんなの分まで幸せに生きなければいけない。だから魔物の体に賭ける」

　なくなってしまった故郷の人たちとした、約束の話だ。簡単には考えを変えてくれないだろう。


どうするべきか悩んでいると、後ろからフィネの近づく気配がした。接触されると俺のほうが呪われてしまうので、仕方なくコレットから離れる。



「十分話しただろ！！　この女も魔物になると言っているんだ。問題ないッ！！」


まだ話し足りないのでフィネに抗議しようとすると、ソフィーが袖を引っ張って止めた。



「どうした？」

「必要なことは言いました。これ以上は余計なことです」


目から強い意思を感じる。踏み込みすぎだと言いたいのだろう。




コレットだから干渉しすぎている。そういった自覚は多少あった。




二人を見ると、フィネの配下になった後のことを話し合っていた。もう魔物になることは確定であり、この場で疑問に思っているのは俺だけになっているようだ。



「わかった。引き下がろう」


ソフィーと一緒に檻の端にまで移動する。




思うところはあるが、俺たちにとって不利な条件にさえならなければ、もう口を挟むつもりはなかった。



「さあ、早く私を魔物に変えて！」

「魔物といってもアンデッドだ。それでもいいのか？」

「構わない！　さっさとして！」


懇願こんがんするような声でコレットが己の願いを言うと、フィネは口が裂けそうなほどの笑顔になっていた。



「いいぞ。お前の願いを叶えてやる。ちゃんと魔道書を使って立派なアンデッドにしてやる！」


フィネが手のひらを上に向けると、例の気持ち悪い魔道書が出現。小言で何か唱えると檻の中に小さな魔方陣が浮かび上がった。すべての光を飲み込むかのような黒いインクで描かれているように見える。



「手錠を外せ」


フィネの命令に従って、ハイアムがコレットの両腕を拘束している鎖を外した。



「さあ、入るんだ。仲間として歓迎してあげる」


何も知らない女性が見たら見蕩れてしまうような笑顔をしながら、ハイアムが両手をさすっているコレットを立ち上がらせるが、すぐに倒れてしまう。




投獄されていた時間が長かったのだろう。肉体もボロボロの状態で、自力で歩くのも難しいほど衰弱している。




這はいずるようにしてコレットが移動し、魔方陣の中に入ると、黒い光がじんわりと強くなってきた。人間を魔物、いやアンデッドに変える魔法が発動したのだ。




光が強くなる中、コレットは目をつぶって動かない。




すでに意識はないようで死んでいるようにも見える。



「ラルス、なんでコレットを殺さずに生かしていたかわかるか？」


魔方陣を見ながら、フィネが唐突な質問をした。



「俺に今の姿を見せたかったからか？」


嫌がらせだったとしたら効果的だ。




かなりの絶望感を覚えているからな。



「それは違う」

「別の理由があるのか……」


予想とは違う答えに驚いてフィネを見ると、肩を震わせながら笑っていた。



「アンデッドがみな、何らかの執着心を持っていることは知っていると思うが……」


ヴァンパイアになったエヴァが勇者に執着していたように、アンデッドは生前に抱いた想いに囚われる。




死ぬ寸前に抱いていた想いの多くは、生への執着。だから生者を憎んで襲ってくるのだと、そんな話は子供でも知っているくらい有名なことだ。



「執着とは、人をアンデッドに変えるときに重要な要素なのだ。人生に絶望して魔物になりたいと願わないと、雑魚にしかならない。アンデッドになってでも生き延びたいと願う、生への執着が必要だったんだッ！！」


だからコレットを拷問しても殺さなかったのか。そして、俺と再会させて精神を回復させたのも、人の世界に戻れないと改めて実感させるためだったと。




何度も絶望させてアンデッドにさせるなんて、なんて悪辣なんだ。




しかも最悪なことに、これからずっと同じようなことを続けるだろう。




もうダメだ。コイツは周囲に不幸しか振りまかない。




後のことなんてどうとでもなる。邪悪な存在は、この場で斬り捨ててやる。




剣を持つ手に力が入ると同時に、袖を掴んだままだったソフィーの腕が動き、俺の手に重なった。



「今は我慢してください」


有無を言わせない力強い声を聞いて我に返った。



「……ありがとう」


フィネの挑発によって我を忘れそうになったところを、ソフィーに助けられてしまった。




俺が落ち着いたことに気づくと、フィネは面白くなさそうな顔をしていたので、先ほどの話も小さな罠の一つ、という考えで間違いないだろう。




深呼吸をしてから剣を鞘に収めてコレットを見ることにする。




肌色が徐々に青白くなっており、人間からアンデッドへの変化が始まっていることを伝えていた。



「ほうほう、いよいよ完成するぞ！　どんなアンデッドになるのか楽しみだなッ！」


新しい玩具を手に入れた子供のように、はしゃぐフィネが鬱陶うっとうしいが、誰も注意できない。




魔方陣の周りを踊りながら回っているフィネを眺めていると、ようやく光が消えた。




フィネが飛びつくようにして動かないコレットに近寄り、ボロボロだった服を脱がせると、体の隅々まで触って確認している。




カーリンやハイアムはその姿を見ながら話し合っていた。



「ヴァンパイアではないですね。同類が増えず、残念です」

「もちろん、悪魔でもないわ〜」


フィネはコレットの体を持ち上げると、まぶたを無理やり上げて瞳を見てから、口の中に手を突っ込んで歯を確認する。



「目は濁り、姿に大きな変化はなく、肉を噛みちぎれそうな歯に変わっている。恐らくグールだな」


近くにいたカーリンに、投げ捨てるようにして渡す。



「目が覚めたら一通りの説明をして、雑用でもやらせておけ。騒ぐようなら、殺しても構わない。お前の好きにしていい」

「は〜い」

　指示を聞いてからカーリンはコレットを引きずって、どこかに行ってしまった。コレットの願いはこれで叶ったのか、俺にはわからなかった。


機嫌が悪そうな顔をしているフィネは、ハイアムに話しかける。



「あれだけの好条件を揃えながら期待外れな結果だったッ！！　次に行く、次だ！」

「フィネ様、あれは時期尚早です。もう少し時間をかけたほうが……いえ、すぐに準備してまいります」


反論を試みたハイアムだったが、フィネが発する雰囲気に飲み込まれてしまい、頬を引きつらせながら急いで檻から出て行った。




魔物にする人間を用意するのか？




また新しい犠牲者が出るのに、それすらも見逃すしかない。



「あの女は、最後まで使えなかったッ！」


機嫌が最悪な状態のフィネが、俺の前に立つ。



「グールなんて頭が悪く、盾にしか使えない！　戦力を調達するために、計画を少し延期する」


こいつは何を言っているんだ？　コレットを魔物にしたクセに使えないだと？




であれば、人間のまま死なせてやればよかったのに。




フツフツと再び怒りがこみ上げてくる。元恋人がぞんざいに扱われたからではない。人間をオモチャのように扱う、その性質にイラ立ちを覚えたのだ。



　この場で殺そうとまでは思わないが、必ずこの世界から排除する。そう決心した。

「ラルスに一つ、仕事をお願いしたい！」


また唐突な話だな。ふざけるなと怒鳴り散らしたい気持ちを押し殺す。




理屈より感情や直感で生きているフィネに、それは悪手だ。俺はソフィーを守るためにいるのだ。一時の感情に振り回されて、本来の目的を忘れてはいけない。




ふぅ、一、二、三……心の中で数字を数えて、心を落ち着かせる。



「内容は？」

　よし。冷静に言えたはずだ。

「ダンジョンの探索だ。得意な仕事だろ？　私のダンジョンを襲ってきたんだ。返り討ちにする準備をしてやる」


争っている相手のダンジョンに行け、と言うのか。



「何を探すんだ？」

「暴れてくれればいい。森の奥深くにあるせいか、誰も訪れていない未踏のダンジョンだ。きっと大慌てで歓迎してくれるはずだぞ。その間に私は準備を進めるッ！」


歓迎って……あまり喜ばしい状況にはなりそうではないが、断ろうと思って口を開きかけるとフィネが続きを話す。



「ラルスだけだと、少し危険かもしれないな。ふむ、私の配下も連れて行っていいぞ。シェムハザなら手が空いている。ラルスに従うように命令しよう」


戦力としては非常に心強いが、性格が不安な人選を提案してくるのだった。



「おい、まだ受けるとは言ってないぞ」

　まだ話すことはある。それが終わるまでは決断を保留するつもりだったのだが、フィネは自らの世界に入り込んでしまって、俺の声が届かない。

「私のラルスが断るはずがないだろッ！！」

　逃げ出すまもなく転移魔法を使われてしまう。


俺とソフィーは眩しい光に包まれて、視界を奪われてしまった。






◇　◇　◇





バイエン公爵家当主スヴェンを殺害したとして、テッブスは地下牢に閉じ込められていた。




明かりは魔道具の薄い光のみ。空気は淀んで湿っている。離れた所から断続的に叫び声が聞こえるような環境だ。公爵家の嫡男とは思えないほどの扱い。それだけで、今後どのような運命をたどっていくのか容易に想像がつく。



「まさか、ほかの公爵家が手を組むとはな……」


体は薄汚れ、足には重りをつけられているテッブスが呟いた。




スヴェンが死亡した隙を狙われて、他貴族が扱いやすい次男のマテウスをバイエン公爵家の当主にしようと動いていたのだ。




メイドを買収して証拠をでっちあげ、スヴェンを殺したと糾弾されてしまえば、政治に疎いテッブスに抵抗する力はなかった。




数日後にはマテウスが当主に任命されることが決まっている。初仕事は、兄であるテッブスの処刑だ。




逃げ出すのは不可能。残り僅かな時間を牢獄で浪費し、死ぬだけの運命が待っているはずだったのだが——。



「私と手を組んでみないか？」


テッブスが気づいたときには、すでにフィネが檻の前に立っていた。その後ろでは、カーリンが見張りに立っていた兵の頭を、片手で持っている。必死に抵抗していたが、ぐしゃりと音を立てて握り潰されてしまった。



「わざわざダンジョンマスターが迎えに来てくれるとはな。目的はなんだ？」


目の前で起きた悲惨な光景を無視して、静かな声でテッブスは質問をした。




すべてを失い、追い詰められたというのに、落ち着いている。




容易に人の領域に踏み込んだフィネを前にしても、対等な相手と話すような態度は変わらない。



「いいね！　元気でよろしいッ！」


骨の姿だというのに、誰が見ても嬉しそうにしているのがわかるほど、声は弾んでいた。




頭を失った見張りの兵を放り投げたカーリンが、鉄格子を曲げて入り口を作ると、フィネが中に入っていく。



「お前はシェムハザが気に入るほどの強者だ。私の部下になれ！」

「人間を裏切ろと、勧誘しにきたのか」

「そうだ！　家族に裏切られ、仲間だった貴族から責められているお前にとって、これ以上の選択肢はないだろ！」


バイエン公爵家が崩壊するきっかけを作ったのは、ハイアムであり指示をしたフィネなのだが、都合の悪い事実を隠してテッブスを誘惑していく。



「この私が戦いに専念できる環境を用意し、お前に相応しい戦場をいくつも用意してやろう！」

「死ぬまで戦えと？」

「そうだ！　満足できるまで戦わせてやる！！　仮に死んでも有効活用するから、安心しろッ！」


死後もアンデッドとしても戦わせ続けると、本人の前で宣言をした。




普通であれば拒否するような内容ではあるが、貴族の世界になじめず戦いの才能をもっていたテッブスの受け止め方は違う。



「………………」


長い沈黙の後、テッブスの口角が上がった。



「理想的な死に方だな」


大人しく処刑台に連れていかれるより、戦いの果てに死にたい。




牢獄に入ってから毎日テッブスが望んでいたことだ。




何の抵抗もなくフィネの提案を受け入れてしまう。



「さっさと俺を戦場に出してくれ」

「いいぞッ！　すぐに用意してやるッ！！」


フィネが差し出した手をテッブスが握る。




これで契約は成立した。




三人は牢獄から出ると、カーリンの魔法で周囲を破壊し尽くしてから、転移魔法によって脱獄したのだった。




樹海ダンジョン





俺とソフィーは、木々が鬱蒼うっそうと茂る森の中に転移していた。




マリーたちが住んでいる島の森より動植物が多く、生命力が強いように感じる。




少し離れた場所には歩く木——トレントが徘徊しており、ここが敵対しているダンジョンマスターの領域だというのが、嫌でも理解できてしまった。コレットの扱いや、ダンジョンの機能についていろいろと問いただしたかったんだが、どうやら後回しにしなければいけないようだ。



　トレントが俺たちの存在に気づいたので、魔法を使う。

『ファイヤーボール』


火の玉を三発放ち、トレントを焼き尽くして安全を確保した。



　背後から誰かの気配がしたので、剣を鞘から抜いて振り返りながら構える。


視界に入ったのは、真っ黒い羽を一対に背負ったシェムハザだ。フィネの命令によって、こいつも転移させられたのだろう。




片手に持った長い槍の両端には、黒く呪われた矛があり、銀色に光る全身鎧を身につけている。顔を覆うような兜をつけているので表情はわからないが、機嫌が悪そうだ。旦那様と言って慕っているテッブスとは会えず、俺たちと一緒にダンジョン攻略しなければいけないからだろう。恋愛ボケしている魔物というのも珍しいが、今までの言動から俺の推測は間違っていないはずだ。



「ここから少し歩くとダンジョンだ。行くぞ」


返事を待たずに、シェムハザは一人で進んでしまった。



「後を追おう」

「はい」


ペンと羊皮紙を取り出すと地図を描きながら、草で作られた壁に囲まれた道を進む。肉食植物のツタが襲いかかってくるが、シェムハザが槍を一振りするとすべて吹き飛んでしまった。生贄を捧げてフィネが生み出したシェムハザは強く、そこら辺にいる魔物では障害にならない。




落とし穴は羽を使って飛び越え、木の上に隠れていた魔物は、襲われる前に察知して魔法で消滅させる。罠ですら問題にならない。「旦那様〜。早く会いたいです〜」と叫んでいることを抜きにすれば、非常に心強い味方ではある。



「ほかに人はいないようですね」


歩き始めてしばらく経つが、ダンジョンに住む魔物としか遭遇していない。フィネが言っていたとおり、人類にとっては未踏のダンジョンなのだろう。



「そうだな。少数で進むのは危険だ。普通なら引き返すところなんだが」


シェムハザのおかげで、その必要はない。




攻撃を受けても自己再生するし、大量の魔物に囲まれても爆発系の魔法で一掃してしまう。




ボスらしき巨大な芋虫の魔物も出てきたが、見ているだけで終わってしまった。さらに、残った死体を食べ始めたから驚きだ。



「お前は、魔物を食べるのか？」

「ん？」

　口に緑色の体液をべったりとつけたシェムハザが、こちらを向いた。

　手には芋虫の肉を持っていて、非常にグロテスクな光景だ。

「私は強い生き物を体内に取り込むことで、相手の力、魂、性質を吸収できるから食べているだけだ。別に、魔物の肉が好きってわけじゃないぞ」

「そ、そうか……」


それって俺やソフィーも捕食の対象になり得るってことだぞ。今まで以上に警戒を強めなければいけないようだ。



　再び食事に戻ったシェムハザは、驚くべき速さで芋虫を食べ終わると、ダンジョン内を歩き始めた。俺たちは先ほどよりも少し距離をとって後を追う。襲ってくる魔物はすべて処理し、お菓子代わりなのかわからないが、虫の足を食べるシェムハザに頬を引きつらせながら探索を続けると、ようやく下に向かう階段を発見したので先に進む。


地下二階の通路にある天井は薄く発光していて、太陽の代わりに周囲を照らしていた。出現する魔物は継続して、植物系もしくは虫系だ。




戦闘はシェムハザに任せて、俺は道に迷わないよう地図を描くことに専念する。途中で全長が人間の背丈ほどもある、一本角の虫が何匹も突っ込んできたときは驚いたが、シェムハザが盾になってくれたのでどうにかなった。虫がデカいだけで、あれほどの気持ち悪さを感じるとは思わなかったぞ。俺とソフィーだけだったら、戦う前に逃げ出していたかもしれない。







シェムハザが前で頑張ってくれたおかげで、何もせずに地下三階に向かう階段まで見つけてしまった。この先も楽をするために任せようと思っていたんだが、どうやらそうもいかないようだ。



「ここから先は一人で行く。お前たちは、このエリアで暴れてくれ」


振り返ることなくシェムハザは地下に下りてしまった。




人数が少ないのに別行動を取るなんて命取りだぞと、言いかけたが止めた。先ほどの光景を見ているので、強さは問題ないことがわかっている。さらに、魔物相手に人間の常識を語っても無駄だ。こいつらは好き勝手にしか動かないのだ。



「どうします？」

　ソフィーは俺の指示を待っていた。


地下二階であれば魔物は強くない。よい機会なので、ソフィーにダンジョン探索時のコツを教えながら、歩き回るのも悪くはないか。



「二人で探索を続ける。せっかくだから、ダンジョン探索の基礎を教えよう」


今まで通ってきた道を記録した、お手製の地図をソフィーに渡す。



「ソフィー、ダンジョンで最も大事なのは地図だ。現在地がわからないと帰れなくなるから、必ず携帯するように」


手描きなのでキレイな線を引けているわけではないが、縮尺などは合っているはずだ。目印も記入しているし、樹海のダンジョン内で迷うことはないだろう。



「有名なダンジョンだったら店で買えるが、こういった未開のダンジョンでは自分で作るしかない」

「これも冒険者に必要なスキル、というわけですね」

「そうだな。パーティの誰かができれば問題ないが、最低限の知識は必要だ」


探索を再開すると、樹海のダンジョンを歩きながら地図の見方、作り方を教えていく。ソフィーは飲み込みが早いみたいで、すぐに覚えてしまった。




昆虫型の魔物も襲ってくるが、俺が対処できる数だったので問題はない。




未踏のダンジョンと考えれば魔物の数が少なく感じる。もしかしたら、島で大量のトレントを消滅させたことで、ダンジョン内に残っている魔物が減ってしまったのかもな。だとしたら、フィネがこのタイミングで攻撃を仕掛けているのもうなずける話だ。



「あ、この先に扉がありますね」


背の高い木々が作る通路を歩いていると、この場に似つかわしくない金属でできた豪華な両開きの扉を見つけた。



「こういった場所には強力な魔物がいる場合が多い」

「では避けますか？」

「いや、中の様子を確認してみよう。倒せそうであれば戦う」


強力な魔物の素材は、武具やポーションに使える場合が多く、高く売れる。確認せずに逃げ帰るのはもったいないと、冒険者時代の俺が心に訴えかけてくる。




ダンジョンの戦力を削るという意味でも、戦っておいたほうがいいだろう。




建前を手に入れた俺は、扉を開けて奥に進み、床一面に芝が敷かれた広い空間に入った。




部屋の中心には、小さい蕾つぼみをつけた植物が一つだけある。




ほかに怪しいものは一切ない。




数で攻めるタイプのボスであれば逃げようと思ったが、これなら俺でも十分対処できるだろう。ここで倒しておくか。



「俺が戦う。ソフィーは扉の近くで待機しててくれ」

「お気をつけて」


ソフィーから『ホーリーブレス』の魔法をかけてもらってから、部屋の中心にある植物に向かって歩く。目測で十メートルほどまで近づくと、ウネウネと動き出して急成長していった。




ここまでは予想どおりだ。試しに『エネルギーボルト』を放ってみるが、当たる直前に『魔法障壁』で弾かれてしまった。




次に剣で斬りかかってみると、地面からトゲのついたツタがいくつも飛び出し、襲いかかってきた。攻撃を中断してバックステップで回避するが、しつこく追ってくるので『魔法障壁』ですべてを弾く。




しばらくしてツタの攻撃が止まった。蕾は大きく成長しており、俺が動き出す前に血のように真っ赤な花が咲く。その上に女性の上半身が出現した。




腰まで届くほどの長い緑色の髪と、同じ色の瞳をしている。肌はやや白く服は着ていない。俺を攻撃してきたトゲ付きのツタが、花に包まれた下半身に絡みついていた。



「アルラウネか」


出会ったのは初めてだが、冒険者仲間から話は聞いたことがある。




ツタで人間の体を絡めとり、絞め殺す攻撃が得意だったはずだ。見た目どおり炎に弱いので、ここは『ファイヤーボール』で焼く——。



「ッ！？」


甘い香りがしたかと思うと、一気に思考が鈍った。体に力が入らず、握っていた剣を落としてしまう。刀身が地面に突き刺さる音がした。




遠くから女性の声が聞こえる。何を言っているかわからないけど、別に気にすることではない。それよりも、目の前のアルラウネを抱きしめたい。なんで、さっきまで気づけなかったんだ。すごく魅力的な女性じゃないか。



「そっちに行く」


一歩、二歩とゆっくりとだが、前に進む。




トゲ付きのツタが歓迎するかのように俺を包み込んだ。ギリギリと体を締め付けてくるが、それが心地よい。そう感じていると、



『キュア・マインド』


霞かすみがかった意識が急にハッキリとした。




今まで魅力的だと感じていたアルラウネをなんとも思わなくなり、鎧を破壊しようとするツタを鬱陶うっとうしく思う。



「ラルスさん！　チャームを解除しました！」


香りで人を魅了するのか！




もし一人で来ていたら抜け出せずに、アルラウネの養分となっていただろう。



「助かった！」


短く礼を言うと、魔法を使う。



『ファイヤーボール』


頭上に出した火の玉が地面に落下し、俺を締め付けているツタの根元を焼いていく。




苦しいのかアルラウネが醜い叫び声を上げているが、反撃はない。すぐにツタは燃えてしまい、灰になって崩れ去っていった。




解放されると、数歩下がって地面に刺さった剣を抜き取る。




油断をしていたつもりはないが不覚を取ってしまった。




これ以上、ソフィーに情けないところは見せられないぞ。



「また甘い香りがする」


意識が薄れそうになってきた。




この匂いが、俺を魅了するきっかけとなっているようだ。原因がわかれば対処は容易である。



『ウインド』


魔法を使って追い風を発生させると、狙ったとおり甘い香りは俺のところまで届かなくなった。魅了できなかったのを察したアルラウネは、俺の体を貫くために下半身をおおっていたツタを伸ばしてきた。




聖魔法と自身の魔力で身体能力が強化された今、その程度の単純な攻撃など当たらない。左右に移動して避けながら魔法を使う。



『ファイヤーボール』


火の玉を連発して放つと、アルラウネの『魔法障壁』を突き抜ける。体に当たる直前に、アルラウネは攻撃に使っていたツタを盾に使う。




爆発音がすると、醜い悲鳴が聞こえてツタが飛び散った。




俺への攻撃が弱まったので、さらに同じ魔法で攻撃していくと、ツタが次々と破壊されていく。残りが数本になったので魔法を中断し、アルラウネに向かって走り出した。




最後の抵抗とばかりに二本のツタが左右から、俺を押し潰そうとしてくるが、しゃがんでやり過ごす。地面がえぐれるほど足に力を入れると、一気に最高速度まで上げて、驚愕きょうがくした顔のまま固まっているアルラウネの目前に立つ。



「これで終わりだ」


剣を横に振るって首を切断。女性の頭が地面に落ちると、ツタや下半身の植物が急速に枯れていく。




この場に残ったのは、一つの魔石と球根だけだった。



「ふぅ」


アルラウネが残したものを拾って腰のポーチにしまうと、ソフィーを見る。




こっちに向かって駆け寄ろうとしていた。



「そこにいてくれ！」


まだ戦闘は終わっていないのだ。俺の周囲には、先ほど見た花のつぼみが五つ出現している。しかも、その内の一つはほかに比べて二回りも大きい。




さっき倒したアルラウネはただの様子見でしかなく、これから出てくるのがボス個体と呼ばれる魔物だろう。




成長する前に『ファイヤーボール』を放つが、『魔法障壁』によって阻まれてしまった。




本体が出るまでは防御能力が高い性質があるのだろう。全力で攻撃すれば多少のダメージは与えられるだろうが、倒せても一体のみ。効率は悪いな。




また甘い匂いを出されても厄介なので、先に口と鼻を塞ぐように布を巻く。こちらも戦う準備を進めていると、蕾から女性の体が作られ、悲鳴を上げた。



「キャァァァァアアアアアッッ」


声の発生源はほかよりも二回りでかいアルラウネだ。




俺を貫くような瞳で見ている。



「デカいだけじゃなく、うるさい魔物だな」


と、文句を言っていたら甘い香りを感じるようになった。




布のおかげで多少楽になっているが、完全には防げないようだ。



『ウインド』


俺の体を中心に、渦を巻くようにして風を発生させて、アルラウネが発生させた匂いを吹き飛ばす。冒険者時代に一度だけ見た竜巻を再現した動きだ。




魅了されなかったことがわかると、アルラウネたちのツタが一斉に襲い掛かってくる。




鞭むちのようにしなる攻撃なので、動きは複雑だ。相手が達人級の技術を持っていれば苦戦したかもしれないが、生まれたばかりのアルラウネの動きは予測しやすく、攻撃は一度も当たっていない。




囲まれないように回避しながら反撃する隙をうかがっていると、五体のアルラウネが同時に息を吸い込む動作をしているのに気づく。




全身の毛が逆立つような寒気を感じた。




直感に従い、アルラウネの包囲網から抜け出すように大きく前方に跳躍する。



「「「「「ァァァァァアアアアアアア」」」」」


背後から空気を切り裂くような叫び声が聞こえ、振り返ると俺が先ほどまで立っていた場所に衝撃波が発生しているようだった。




お互いの叫び声をぶつけて音で圧殺しようとしたのか。




声で攻撃をする方法は、同じ植物系の魔物、マンドレイクを彷彿ほうふつとさせる。



「ラルスさん！」


ソフィーの声で、アルラウネが再び息を吸っていることに気づく。




また叫び声を出すのか！




目に見えず攻撃範囲も読めないので、『魔法障壁』を使って防ぐことにする。



「「「「「ァァァァァアアアアアアアァァァアアアアッッッッ！！！！！！」」」」」


強い衝撃が俺を襲った。




防御に使った『魔法障壁』が小刻みに振動している。




声はすぐには止まらず、衝撃は強くなっていく。




ピシッと『魔法障壁』にヒビが入った。




追加で魔力を注ぎ急いで修復するが、長くは持ちそうにない。体内に貯蔵していた魔力が急速に減っていき、汗がしたたり落ちる。焦りを感じるが、それは向こうだって似たようなものだろう。ずっと声を出し続けられるはずがないのだ。



「「「「「ア……ァァ…………ァ……」」」」」

　やはりそうだ。俺の考えが正しいと証明するかのように、急にアルラウネの叫び声が止まった。


どうやら息が切れたようで、呼吸が乱れているのだ。




この隙に『魔法障壁』を解除して攻撃に転じよう。



『ファイヤーランス』


　何十本もの炎の槍を周囲に浮かべる。『ファイヤーボール』より貫通力のある魔法だ。魔力をたっぷりと込める時間があったので、通常より威力は向上している。ツタでは防げないはずッ！





再び息を吸い込みだしたアルラウネたちに向かって放ち、胸や顔、腹に次々と突き刺していく。






炎が槍から全身に回りアルラウネが醜い声を上げながら、ツタを無軌道に動かして暴れている。近づけないので追加の魔法を使おう。



『ファイヤーボール』


いくつもの火の玉を周囲に浮かべると、ツタに当たらないよう軌道を操作して、アルラウネにぶつけた。小規模な爆発とともに花が飛び散る。体の大半が植物ということもあって、よく燃える。熱に苦しみながら悶えて暴れているが、ろくな抵抗はできない。ボロボロと体の一部が焼け落ちて、灰になっていく。しばらく燃えている姿を眺めていると、魔石と球根だけが残った。




また出現するのではないかと周囲を警戒していたが、特に変化はない。




この部屋にいるアルラウネは、すべて倒したようだ。



「あれが、この部屋の主だったのでしょうか？」


魔石と球根を拾っていると、ソフィーが近づきながら話しかけてきた。



「そうだな。強力な魔物は一度倒すと、同じ個体は二度と出てこない。ユニーク個体とも呼ばれている」

「ダンジョンマスターが時間をかけて創り上げた個体だから、ですよね？」


今までは偶然生まれたとばかり思っていたが、ソフィーが指摘するとおり、ダンジョンマスターが特別な方法を使って創り出した個体なのは間違いない。シェムハザやカーリン、ハイアムのような、個体名もあっただろう。




フィネと関わったことで、そういった裏事情にも詳しくなってしまったな。




手に持っていた、ほかより二回りも大きい球根をソフィーに渡す。



「ボスが残していた。見たことあるか？」


今回戦ったアルラウネは、話に聞いたことはあったが出会ったのは初めてだった。焼け残った球根が何に使えるのかわからないので、教会が溜め込んだ知識を持つソフィーに聞いてみたのだ。



「先ほどの魔物はアルラウネですよね？」

「ああ、間違いないだろう」

「それでしたら、施設にいたときに本で見たことがあります。アルラウネの球根は最上級の回復ポーションの素材にもなりますし、逆に精神を破壊する毒としても使える万能の素材として有名だそうです」


球根なんてなんの役に立つんだと思っていたが、貴重な品だったようだ。




教会直伝の知識であれば間違いはない。最上級の回復ポーションは部位欠損すら治す強力なものだ。それを作るための素材であれば、錬金術師辺りに高く売れるだろう。



「また、倒したアラウネは球根に戻って休眠しているらしく、直射日光を与えると再び元に戻るとも言われています」

「日陰に置いておけば大丈夫か」

「はい。そうすれば腐ることもなく、長期保存ができるらしいです」


ギフト能力のこともあって武器には詳しいのだが、魔物の素材には疎い。ソフィーの知識はためになった。ヤンに戻ったらゼルマにでも売りつけよう。







アルラウネが残した素材をすべてしまってから部屋を出ようとすると、地面が揺れるような振動があった。一度では終わらない。間隔をあけて今も続いている。



「下からか？」

「みたいですね」


地下三階に向かったシェムハザが、全力を出すような戦闘が生じているのだろう。大量の魔物に襲われているのか、それともユニーク個体と戦っているのかわからないが、戦闘が長期化しているのはよくない傾向だ。苦戦しているかもしれない。




下にくるなと言われたが、様子を見に行くぐらいはしてもいいはずだ。



「行ってみよう」

「はい」


ソフィーの返事を聞いてから、道を戻って階段を使い地下三階に下りる。




通路の左右には木々が生えており天井は発光している。景色は変わらず、異変は感じない。




奥から爆発音が聞こえているので慎重に進んでいくと、扉が破壊された部屋があった。中でシェムハザが巨大蜘蛛と戦っている。黒い羽を使って空を飛び回り、『ファイヤーボール』を連発していた。




壁や天井にも魔法を放っていたので部屋を観察すると、人間の子供ぐらいある大きさの子蜘蛛たちが、ひしめいていた。気持ち悪いな。



「壁の模様かと思ったら、部屋の中にびっしりと子蜘蛛がいる……」

「だから空を飛んでいるんですね」


子蜘蛛は、シェムハザの『ファイヤーボール』に体当たりして巨大蜘蛛を守っていた。




戦闘能力はシェムハザが圧倒しているものの、巨大蜘蛛が子蜘蛛を生んでいるようで、戦闘が長期化する原因となっているようだ。



「助けます？」


ソフィーの問いに、首を横に振って答えた。




フィネと取り引きしている関係だが、だからといって人類の敵になったつもりはない。一時的に利害関係が一致しているだけで、本来であれば敵同士なのだ。




シェムハザが戦っているのであれば、助けるより敵の実力を把握するほうを優先したって、問題はない。特にここ最近はフィネの邪悪さを強く感じているので、本音では共倒れしてほしいとすら思っている。



「わかりました」


この決定に異論はないようで、ソフィーは同意してくれた。




周囲を警戒しながら戦闘を見守ることにする。




空中で攻撃していたシェムハザだったが、天井にしがみついていた子蜘蛛が一斉に糸を出して、羽を縛って動きを鈍化させる。




さらに次々と背中に子蜘蛛が飛び乗り、シェムハザは地面に落下してしまった。




鬱陶うっとうしそうにしながら、シェムハザが子蜘蛛を剥ぎ取ろうとしている隙に、巨大蜘蛛が糸を吐き出して全身を拘束すると、周囲にいたほかの子蜘蛛が飛びかかった。



「食べられているのでしょうか……」

「多分な」


子蜘蛛の山に埋もれてしまい、姿は見えないので推測でしかないが、皮膚を破り肉が食いちぎられていることだろう。シェムハザが食い尽くされた後は俺たちの番だ。様子見はこの程度にして、食事中に遠距離から攻撃して数を減らしておこう。




創造のギフトで弓と一本の矢を創り出す。




弓の弦には地竜の後ろ足の腱が使われており、戻る力が強く矢を高速で放てる。魔力で身体能力を強化しても回避が困難なほどの速度だ。さらにつがえた矢にある鏃やじりには、小さな魔方陣が描かれていて、敵に当たると爆発する仕組みになっている。



「これで巨大蜘蛛を攻撃する。多分倒せると思うが、もし生きていたら逃げよう」

「わかりました」


ここで必ず倒す必要はないからな。




計画が失敗したら、シェムハザを見捨ててしまおう。




矢をつがえて標的を狙う。




ギリギリと弦を引く音を立てながら呼吸を落ち着かせる。




すぐには放たない。巨大蜘蛛が歩き出し、子蜘蛛を蹴散らしてシェムハザを捕食しようと口を開けた瞬間に、弦から指を離す。




目で追えないスピードで空気を切り裂き、矢は一直線に進む。




巨大蜘蛛口の中に吸い込まれていくと、ボンっと低く重い音が聞こえ、全身から緑色の液体を垂れ流して巨大蜘蛛が倒れた。体内で鏃やじりに描かれた魔方陣の効果が発動したのだ。俺たちの存在に気づいた小蜘蛛がこちらに向かってきそうだったので、同じ矢を三本放つと、爆発に巻き込まれて吹き飛んでいく。巨大蜘蛛は死んでいるので、新しく小蜘蛛は生み出せない。これで全滅しただろう。



「確認する」


部屋の中に入って、糸が体に残っているシェムハザの前に立つ。肉が食われ白い骨まで見えているが、胸は上下に動いている。生きているようだ。しかも、徐々にだが体が再生していた。



「驚くべき生命力だな」

「私は旦那様の元に帰らなければならない。こんなところで終わるものか」


すごい執着心だと、頬を引きつらせながら感心せずにはいられなかった。テッブスはおっかない女に好かれてしまったようだな。




完全に回復したシェムハザは、立ち上がると俺を睨みつけるような目で見てくる。



「約束を破って、ここに来たことは不問としておこう」


なんとも身勝手なことを言い出しやがった。一瞬だけ苛立ちを覚えたが、敵地の中で仲間割れするほど馬鹿ではない。一時的な関わり合いでしかないと割り切って、戯れ言は無視しよう。反応はしない。そのほうが、お互いに有意義な時間が過ごせる。



「大分暴れたと思うが、まだ奥に進むのか？」

「いや。もう十分だ。最低限の仕事は終わった」


ダンジョン内の魔物を何百体も倒し、ユニーク個体も撃破した。冒険者であれば非常に高い成果を上げたといえるだろうが、ダンジョンマスター同士の争いとなると、どうなんだ？




もう少し魔物を間引くか、罠を仕掛けたほうがよさそうな気もする。



「まだ余力は残っている。もう少し魔物を狩れるぞ」

「いや、長居しすぎると危険だ。早く出たほうがいい」


シェムハザが俺の返事を待たずに部屋を出ようとするので、ソフィーを連れて後を追う。数歩進んだところで、前方の通路から強大な魔力が急に発生した。




この量はユニーク個体だとしてもありえない。もし、そんな存在がいるとしたら——。



「ダンジョンマスターが来たみたいだな」


今回は俺らが攻め込んでいる形になる。相手のダンジョンマスターが来てもおかしくはないのだ。フィネと同じようにダンジョン内を把握できるのであれば、居場所を特定するのも容易だったはず。



「ちッ、遅かったか」


舌打ちをしたシェムハザが槍を前に出して突進すると、戦闘が始まった。




ダンジョンマスターの姿は、目つきと顔色の悪い成人男性に見える。体が植物に浸食されており、両手からツタを出して攻撃している。硬いらしく、シェムハザの槍で攻撃しても傷つくことはない。距離を取って爆発の魔法を使うが、それも効果はなかった。




ダンジョンマスターの攻撃は単調なのだが、ダメージを与えられないシェムハザは、次第に追い込まれていき防戦一方になる。



「助けます……よね？」

「もちろんだ。ここで倒せば、面倒な依頼がすべて終わる」


戦闘能力に自信があるのかわからないが、のこのことターゲットが一人で出てきたのであれば、ここで倒してしまおう。




魔法への耐性が高そうなので、接近戦を挑む。ソフィーからもらった剣では斬れないだろうと思い、アルマがエンジェルリンクのときに使っていた大剣を創り出すと、『ホーリーブレス』をかけてもらいながら走り出す。




首を絞められているシェムハザを助けるべく、大剣を振り下ろしてツタを両断した。



「ゴホッ、ゲホッ、ゴホッ」


解放されたシェムハザは地面に手をつけて咳き込んでしまっている。




無防備な姿をさらしているので、かばうように前に立った。



「落ち着いたら手伝えよ」


樹海のダンジョンマスターは、フィネと違って物理攻撃が得意なようだ。




全身からツタを出して貫こうとしてくるので、左右に移動して攻撃を避ける。それでも直撃しそうなものだけ、大剣で弾いて軌道を変える。




ある程度の時間は稼いだ。シェムハザは態勢を整えたことだろう。




そろそろ反撃するか。




両手で大剣を横に振るい、迫り来るツタをまとめて斬り飛ばした。




想像していた以上の切れ味だ。




さすが教会が秘匿する魔法で創り出した武器である。非常に頼もしい。




樹海のダンジョンマスターから動揺した気配を感じたが、攻撃の手は止まらなかった。先ほどよりも激しく、ツタが襲いかかってくる。それを斬り飛ばしながら、一歩、また一歩と前に進む。




距離が縮まると樹海のダンジョンマスターは後ろに下がるが、背後にある壁に当たってしまい、動きが止まる。




フィネと比べて弱い。




この強さがダンジョンマスターとして標準なのか？




それとも特別に弱いのだろうか？




答えはわからないがチャンスなのは間違いない。




ここで消滅させてやる。



「ウォォオオオオオ」


劣勢を感じ取ったダンジョンマスターが叫び声を上げると、俺たちがさっきまでいた部屋から、トレントや虫の魔物が出現し、こっちに向かってきた。



「シェムハザ！　雑魚ぐらいなら相手にできるだろ！」

「チッ」


呼び捨てに苛立ったようで舌打ちをしたが、逆らうようなことはなかった。指示に従って、ダンジョンマスターが呼び出した魔物の集団に飛び込んでいく。




これでソフィーの安全は確保できそうだ。戦いに集中できる。



「お仲間を呼ぶのが遅かったなッ！」


最初から魔物の集団に襲われていたら苦戦しただろうが、今の状況であれば問題にはならない。




確かに強靭な体と速い攻撃をしてくるのは厄介だが、動きが単調なので見切りやすい。未踏のダンジョンと聞いていたし、こいつは対人戦の経験が少ないんだろうな。




再生する速度を上回ってツタをすべて斬り捨て、最後に体を両断する。




なんともあっさりと倒してしまったが……これは、本体ではない。フィネを倒したときと同じように依り代と呼ばれる体だろう。




また襲ってくるはずだ。




ソフィーの元に駆け寄ってから、シェムハザに叫ぶ。



「撤退するぞ！！」

「わかってるッ！！！！！」


魔物の集団から離脱するために爆発の魔法を使うと、反転してこっちに向かって走ってきた。



「逃げよう」

「はい！」


俺が先頭、続いてソフィー、シェムハザの順番で階段を駆け上がって、ダンジョンの外を目指す。魔物が道を塞いでくることもあったが、数が少なかったので、魔法を使って遠距離から倒す。邪魔をする魔物は全滅させたので、ダンジョンマスターが来る前に脱出できた。



「……で、こっからどこに行けばいいんだ？」

「これを使う」


丸まった羊皮紙を取り出したシェムハザは、紐を解いて開く。見慣れた転移魔方陣が描かれていた。




魔力を通すと魔法が発動する、スクロールというものだ。




なるほど。これさえあれば逃げ出すのは容易だな。




転移魔法のスクロールにシェムハザが魔力を注ぎ込むと、地面に魔方陣が浮かび上がる。手に持っている羊皮紙は少しずつ黒ずんでいった。




スクロールは使い捨てであり、全体が真っ黒になって羊皮紙がボロボロになるまで魔法は発動しないのだ。即時性という意味では、通常の魔法より大きく劣る。




転移魔法が発動するのを待っていると、後ろからトレントを引き連れた樹海のダンジョンマスターの姿が見えた。時間を稼ぐ、いや一掃してやる。



「俺がまとめて倒す。ソフィー、手伝ってくれ」

「はい！」


聖剣を創り出して、ソフィーに聖魔法の魔力を込めてもらう。



「ダンジョンから出てしまえば、遠慮なく使えるな」

「そうですね。壊しても巻き込まれる心配はありません。全力で大丈夫だと思います」


元聖女のお墨付きももらったので、聖剣を前に掲げる。




キーワードを唱えて全力の一撃を放つと、ダンジョンマスターを含めた魔物と、その後ろにあったダンジョンの一部が削り取られたように消滅してしまった。




何度使っても慣れることがない。恐ろしいほどの威力である。



「お前一人でダンジョン攻略できるんじゃないか？」


転移魔法が発動する直前、シェムハザがそんなことを呟いていた。






◇　◇　◇





転移が終わると、俺たちはコレットが捕まっていた牢獄の中にいた。




当然のようにフィネやコレットの姿はない。




依頼が無事に終わったので報告したいのだが。これからどうするべきか悩んでいると、通信用のカードが振動した。




手に取って魔力を通すと、カードからフィネの声が聞こえてくる。



「お帰りッ！！　さっそく成果が聞きたい！」


小躍りしている姿が目に浮かぶような声色だった。




隠すことでもないので、ユニーク個体を三つ、ダンジョンマスターの依り代を二回倒し、さらにダンジョンの一部も破壊したことを伝えると、耳が痛くなるほどの大声で笑いだした。



「あはははッ！！　最高の結果だッ！！　やっぱり私のラルスは、使えない女とは違うッ！！」


機嫌がよさそうで何よりだが、喜べるような状況ではない。こういったときほど俺の想像を超える何かをしていそうで怖いのだ。



「頑張ってくれたラルスとシェムハザにはプレゼントを用意したから、玉座にまで来るように！」


ほら。やっぱり何か企んでいる。プレゼントをあげると言われて、嬉しくないのは初めての経験だった。ソフィーも少し頬が引きつっているように見える。同じように悪い予感がしているのだろう。




俺たちとは逆に嬉しそうにしているシェムハザは、牢獄を出てしまったので急いで後を追って、別の部屋にあった転移魔方陣に入る。一度見たことがある小さな部屋に到着した。




アンデッド系の魔物が描かれた絵画を見ながら廊下を歩き、ドアの前につくと両手で押して開ける。部屋には玉座があり骨状態のフィネが足を組んで座っていた。両隣にはハイアムとカーリンが控えている。




先客がいたようで、フィネから数メートル離れた場所に、一人の男が跪ひざまずいている。後ろ姿しか見えないが、誰なのかはわかってしまった。前に会ったときより、みすぼらしい姿をしているが、あの男に間違いない。



「テッ——」

「旦那様ッ！！！！！」


恐るべき速さで低空飛行したシェムハザは、声を聞いて振り返ったテッブスに抱きついた。



「ば、やめろッ！　ウッ」


そのまま押し倒すと、足を絡めて口づけをしていた。一度ではない、何度もだ。しかも接触している時間が長い。




そんな光景を見ると、なぜ、この場にいるかなんて疑問は吹き飛んでしまった。




貴族の身分を剥奪されただけではなく、魔物に求愛されるとは、どこまでも哀れな男だな……。魔物とキスなんて大金を積まれてもしたくないぞ。



「見なかったことにしよう」

「はい……」


シェムハザの邪魔をしたら間違いなく戦闘になる。




助けを求める声を無視し、悲惨な光景に目を背けてフィネを見上げる。



「あれが、使えない女の代わりになる新しい戦力だ！」


グールのコレットは戦力にならないからと、テッブスを呼んだというわけか。当主殺害の容疑で捕まっていたみたいだし、連れ出す理由はいくらでも作れる。




実力的には申し分ない。何より魔物ではないというのがいい。多少なりとも行動原理や価値観が理解できるので、予想がつきやすいのだ。




さらにテッブスがこの場にいることで、バイエン公爵家はさらに混乱するだろう。その隙をほかの上位貴族が見逃すはずはない。バイエン公爵家への工作が強くなる一方で、貴族からゼルマへの圧力はかなり減る。これで少しは、動きやすくなるといいのだが。



「プレゼントとは、テッブス様のことを言っていたのか？」

「そうだ！　シェムハザと互角に戦える能力がある。あの女の代わりにはなるだろッ！」


接近戦においてはフィネの言うとおり、テッブスの能力は高い。戦力としても期待できるので不満はないのだが、どうやって捕らわれている場所を突き止めた？




裏で俺が知らないことをいろいろとやっていそうで恐ろしい。コイツは感情に振り回される子供のように見えて、しっかりと考えて行動しているところもあるからな。ほかにも何かを狙っているかもしれず、絶対に油断できる相手ではない。



「私は侵攻の準備をする。それまで、島で英気を養え！」


言い終わるのと同時に、玉座の前に魔方陣が出現した。これで帰れと言うことか。




部下を置いてフィネは転移魔法を使って消えてしまった。




残された俺たちは、目の前の悲惨な光景が終わるのをじっと待つ。



「旦那様〜〜〜！」

「うるさい！　さっさと行かせてくれ！」

「ああ！　待ってッ！！」

　なんとかシェムハザの拘束から抜け出したテッブスが、走ってこっちに来る。

「事情は聞いている。島に案内してくれ！」

　その必死な表情に気圧されてしまい、首を縦に何度か振ってから、俺たちは全力で走って転移魔方陣に入ると、島にある森の中にまで移動した。

「戻って来られましたね」


樹海ダンジョンから見慣れた場所に帰って来たことで、心の中に安心感が広がる。短い時間だったが、家に戻ってきたような感覚があるのだ。



「そうだな。やっと安全な場所に帰ってきたんだから、しばらくはゆっくり過ごしたい」

「また、忙しくなりそうですもんね」


準備が終われば樹海のダンジョンに入って、魔物やダンジョンマスターと戦うことになる。ダンジョンを賭けた全面戦争なので、激しいものになるだろう。




それまでは平和な生活を続けたいと願うことぐらいは、許されるはずだ。



「家に帰ろうか」


ソフィーの手をとって歩き出そうとするが、目で本当にいいんですか？　と訴えかけられてしまった。




ダメだと思うが、関わりたくないんだ。




わかるだろ？



「旦那様〜！」


聞こえない。俺には何も聞こえてないぞ。




ちゃんと逃げ切れたんだ。シェムハザなんて来てないんだ！



「ラルスさん。そろそろ助けてあげたほうが……」


ソフィーの視線が、必死に拘束から抜け出そうとしているテッブスに固定されたままだ。




背後からテッブスの圧も感じる。




これ以上、無視を続けていると俺の良心が持ちそうにない。



「…………だよな」


手を離して、身体能力を強化する。テッブスを押し倒して馬乗りになり、鎧を脱ごうとしているシェムハザの横っ面を思いっきり蹴った。




勢いよく飛んでいくと木に衝突、へし折ってしまう。




力を入れすぎた気もするが、このぐらいやらないと引き剥がせなかったので仕方がない。強力な再生能力を持っているんだし、問題ないだろう。



「大丈夫ですか？」

「ああ、助かった」


手を引っ張って立ち上がらせると、テッブスは頬についた液体を拭いながら俺を見た。



「もう貴族ではない。固い言葉は使わなくていいぞ」


生まれてからずっと貴族として生きてきた男が、平民……いや犯罪者として追われる立場になった。ショックのあまり寝込んでしまっても不思議ではないほどの出来事なのだが、テッブスの目は力強いまま。




芯の強い男とは、逆境のときほど真価を発揮するのかもしれない。




そんなことを感じてしまうような姿に、もしリヒトも同じ資質を持っていたら、あの三人の運命はもっとマシになっていたんだろうなと、思わずにはいられなかった。



「そうですか……これから、よろしく頼む」

「こちらこそだ」


お互いに握手を交わして、俺たちは本当の意味で仲間になったのだ。



「早速だが、一つ頼らせてもらいたい」

「なんだ？」


俺は空いている手で、とある方向を指さす。テッブスの顔がゆっくりと動き、表情を強ばらせたまま止まった。



「アイツを大人しくさせてくれ」


視線の先には、ゆっくりと立ち上がるシェムハザがいた。




逢瀬おうせというには、あまりにも堂々としていたが、二人の時間を邪魔されてオーガのように酷い面つらをしている。



「お前が原因だろ？」

「俺は押し倒されてるのを助けただけだ」


言葉が通用する相手ではないから、強引にやるしかなかったのだ。



「殺し合いになってもいいなら、俺が行くぞ？」


そうなったらダンジョンマスターと戦う貴重な戦力が一人減ることになり、間違いなくフィネの機嫌を損ねる。牢獄から助け出してもらった恩のあるテッブスは、荒事で解決する選択は取れないだろう。



「……仕方がない。説得してくる」


肩を落としながらテッブスはトボトボと歩き出すと、シェムハザに抱き着かれてしまった。また二人の格闘が始まる。




残された俺とソフィーは地面に座ると、痴態が終わるまで静かに眺めることにした。




モテる男はつらいね。







無駄な時間を過ごしてしまったこともあり、森を出て集落につくころには、日が傾きかけていた。




いつものとおり広場で料理が作られていて、これから食事が始まるといったタイミングである。



「ただいま」


スープを配っているマリーを見つけて、声をかけた。




笑顔で振り向いてくれると、俺、ソフィーの順番で視線を移し、奥にいるテッブスを見て驚き、その隣にいるシェムハザを見て息を呑んだ。



「え、なんで……？」


魔物がいない安全な島に、突如としてシェムハザが現れて驚いているのだろう。




機嫌が悪そうに立っているので、襲われるかもしれないと、そんな恐怖心を抱いても無理はない。先に説明するべきだった。少しかわいそうなことをしてしまったと反省する。



「後ろにいる魔物はダンジョンマスターの仲間で、隣にいる男にしか興味がない。森にいたスケルトンナイトと同じように、外敵から守ってくれる存在と思ってくれて大丈夫だ」


とは言ってみたものの、納得している様子はない。それは近くにいるティムとメルカも同様だ。




脳裏に刻まれた魔物への恐怖は、言葉だけでは払拭できないか。このままだと話が進まないので、問題児にはこの場から去ってもらおう。



「空いている家はあったよな？」

「は、はい。あちらに」


マリーが指さした場所は、俺が住んでいる家の隣だった。ほかにもいくつか家が建っているのだが、別々の家に住めといってもシェムハザは納得しないだろう。




後ろを振り返りテッブスを見る。



「あそこは二人の家にする。先に入ってくれ」

「お、おい！　コイツと住めというのか！？」

「別の家に住めと言っても強引に入ってくるだけだ。諦めろ。集落の長である俺の命令に従うんだ」


予想どおり反発したテッブスだが、俺の言葉に反論はできずにいる。口を何度か開いては止めるといった行動を繰り返し、最後は納得したようで頭と肩をガクッと落として諦めてしまった。



「さ！　旦那様、一緒に行きましょう！」


シェムハザはテッブスの腕を引っ張って、家のほうに向かって進んでいく。




マリーたちはもちろんのこと、俺やソフィーすら眼中にない。この世にはテッブスしかいないと思い込んでいるような態度だ。




余計なしがらみがなく、行動原理がシンプルなアイツを羨ましく感じてしまうのは、疲れているからだろうか。



「助けなくていいんですか？」

「ああ、これは必要な犠牲だったんだ」


何か言いたそうな顔をしていたソフィーだったが、結局、口を閉ざしたままだ。




その気持ちはわかる。シェムハザを説得できるような言葉なんて思い浮かばないもんな。



「俺たちは、ここで食事してから戻ろう」

「はい」


脅威が去ってようやく動けるようになったマリーにスープをよそってもらうと、適当な場所に腰を下ろして食事にする。




体がじんわりと温まり、生きて戻ってきたんだなと実感した。






◇　◇　◇





ソフィーと食事を堪能してから、家に入ろうとドアノブを握る。隣の家からテッブスの悲鳴が聞こえた。




……まだ争っていたのか。




聞きたくもない悲鳴が家の中に入っても届きそうだ。安眠が妨害されるのは間違いない。仕方がない、今度は無視せずに少しだけ力を貸そう。



「テッブスの所に行って、シェムハザを落ち着かせる」

「それがいいと思います。私も一緒に行きますね」


ソフィーも気になっていたようで同行してくれるようだ。




一緒にテッブスがいる家の前に立つと、ドアを無遠慮に開ける。




部屋には、がっしりと組み合っている二人がいた。




力は拮抗しているようで、外から見ると、どちらが優勢なのかわからない。



「二人とも離れろ」


声をかけるとテッブスがこちらを見る。



「俺は離れたいんだ！　早くコイツを何とかしてくれ！」


貴族の地位を剥奪されたときだって、あそこまで焦ってなかったんじゃないか？　と、思ってしまうほど、必死な形相で訴えかけてきた。




シェムハザに離れるよう話しかけようとして顔を見て、絶句してしまう。



「旦那様〜！　今日は離しませんッ！」


涎を垂らしながら、そんなことを言っているのだ。




あそこまで執着しているのであれば、言葉での説得は不可能だと思って間違いない。



「ソフィー、魔法でなんとかできないか？」

「魔物に効くかわかりませんが、やってみます」


困ったときの神頼み。聖魔法を使って、シェムハザに正気を取り戻してもらおう。



『キュア・マインド』


アルラウネが使っていた魅了の香りを、完全に解除した魔法だ。




人間であれば効果的だっただろうが、シェムハザは違った。何の変化も見えない。



「失敗したのか？」

「いえ、効果は発動しました。多分、あれが素の状態なんです」

「…………」


抵抗されて失敗したならまだ理解できた。だが、素の状態だから変化が起きないとは想像すらしなかったぞッ！！




俺たちの話を聞いて、テッブスが絶望したような目をしていた。




スラムに捨てられた子供のような顔をするんじゃない！　戦闘中の勇ましい姿はどこに行ったんだ。



「どうします？」


その問いに答える方法は一つだけ。



「実力行使だ」


さっきみたいに殴りつけるわけではない。




今回はもう少し穏やかな方法を使う。




魔法の発動を直前で止めて、込められるだけ魔力を込めてから放つ。



『スリープ・クラウド』


眠りを誘う小さな霧がシェムハザの頭を包んだ。逃げだそうとしてもテッブスが両手で押さえているので、動けない。




一度では十分な効果は発揮されなかったようなので、二度、三度と重ねると、シェムハザのヒザから力が抜けて、ドサッと音をたてて床に倒れた。



「はぁ、はぁ……終わった……」



深い眠りに落ちたシェムハザの近くで、テッブスが力尽きたように座り込む。






ようやく騒ぎが収まった。




ちょうど良い機会なので、通信用の魔道具を取り出すと魔力を注ぐ。




カードが光りだし、プルル、プルルと音が鳴る。




しばらく待っていると、ゼルマの声が聞こえてきた。



「私だ。何かあったか？」


数日前のときより落ち着いているように感じる。




向こうの状況は悪くはないのだろう。




シェムハザの痴態を見た後なので、羨ましいと思ってしまった。



「フィネがテッブスを誘拐しました。今、隣にいます」

「なッ！」


通信越しからでも動揺したことが伝わったが、思いのほかすぐに、ゼルマは平常心を取り戻した。




すぐにいつもどおりの威圧感のある声が、カードから聞こえてくる。



「なるほど、教会からの圧力がなくなったと思えば、そういうことだったのだな」

「どういうことですか？」

「教会はバイエン公爵家経由で、私にダンジョンの権利やラルスについて圧力をかけてきた。それがなくなったので不思議に思っていたんだが……」

「テッブスが脱獄したのが原因だと？」

「そうだ。圧力をかけてきたアイツは、今頃慌ててテッブスを捜索していることだろう」


笑いを押し殺しているような声だった。



「貴族が役に立たないのであれば、教会が直接、乗り込んでくるのではないのでしょうか？」


リスクはあるが、そういった方法をとる可能性はある。




俺やダンジョンには、それほどの価値があるはずだ。



「その心配は無要だ。教会と貴族は距離を取るべきだと考える原理主義の連中が、邪魔をしているからな」


原理主義がいるとは初めて聞いた。教皇と敵対しているのであれば、利権より教義や信念を重視する派閥だろう。



「教会は内部で足を引っ張り合っているんですね」

「そのとおりだ。おかげで心置きなく準備が進められる」


攻撃されっぱなしで終わるゼルマではないので、反撃をするためにいろいろと仕込んでいるみたいだ。何をしているのかわからないが、手伝えることはないので軽く返事をするだけにとどめる。




その後はダンジョンマスター同士の争いについて報告して、通話を終わらせようとしたのだが、最後にゼルマから一つお願いをされる。



「せっかくだ、テッブスと話したい。変わってくれないか？」


勝手に答えるわけにはいかず、テッブスを見る。




無言で立ち上がったので、話す意思があると判断して通信の魔道具を手渡す。




カードを受け取ると口を開いた。



「テッブスです」


貴族の地位を剥奪されたからだと思うが、丁寧な言葉づかいだった。




少し前まで貴族の中でも最上位の公爵家、その嫡男だったというのに、ここまで素直に今の状況を受け入れているとは。貴族らしくない態度に好感を抱く。



「ラルスの言葉を疑っていたわけではないが、本当にいたんだな……」

「あのまま死ぬより、フィネの仲間になって暴れ回ったほうが楽しめると思いまして」

「なるほど。では、こちらに戻ってくる気はないんだな？」

「はい」


立場が変わったことで、話し方を変えているのはゼルマも同じだ。初めて出会ったときは上位者に対する口調だったが、今では俺と接するような感覚で、テッブスに話しかけている。




肩書きや地位で態度を変える貴族の性質に違和感は残るが、そう思うのは俺が平民出身だからだろう。



「では、自由を楽しむといい」


なぜかゼルマは寂しそうな声をしていた。




自由、その言葉にどのような想いが込められていたのだろうか。俺が真に理解できるとは思えないが、皮肉を言ったことぐらいはわかる。本心から、自由を楽しんでもらいたいが故の発言だと感じた。



「ええ、そうさせてもらいます」


そう言い切ると二人は無言になり、会話は終了した。




短く、具体的な話は何一つなかったのだが、テッブスが本当にここにいると確信できただけでゼルマとしては収穫があったのだろう。




テッブスは通信のカードを返却すると、ベッドに腰を下ろす。




視線は眠っているシェムハザに固定されていた。



「ラルスです。こちらの報告は以上となります」

「ご苦労だった。先ほども言ったが、私のほうは教会の圧力が弱まっている隙に準備を進めておく。終わったら戻ってくるんだぞ」


いつまでも今の生活が続くとは考えていなかったが、思いのほか帰還は早そうだ。




今の生活は、残り僅かとなってしまったな。



「わかりました」

「私のため、そしてラルスのためでもある。よろしく頼んだぞ」


持っていたカードの光が弱くなり、消えた。




これで通話は終了となる。



「少し、残念ですね」


後ろからソフィーが悲しそうな声でつぶやいた。




必要なことだと理解しているが感情は納得していない、というところか。




願っていた生活がようやく実現したこともあり、俺も同じような気持ちではあるが、ここは魔物が管理する島だ。フィネの気分一つで、戦場に変わる可能性すらある。




今がよいからといって、現状維持を選んでしまうのは危ういのだ。



「だからこそ、残された時間を楽しもうじゃないか」

「はい！」


笑顔でうなずいたソフィーと手をつなぐ。



「それじゃ、後は頑張れ」

　テッブスに別れの言葉を伝えると、軽くうなずくだけだった。




　俺たちは家に戻ると、荷物を置いてから外に出る。井戸から水を汲んで大きめな桶おけに入れて、室内に戻って魔法で適温に温めると、ようやく体を洗う準備が整った。


話し合いの結果、最初はソフィーからに決まる。




仕切りのない部屋なので、服を脱ぐ前にソフィーから背中を向けて裸を見ないようにしていたのだが、生地がこすれ、水が滴る音を聞いてしまうと、どうしてもいろいろと想像してしまう。




添い寝までならいいが、未婚の女性とそれ以上の関係になるつもりはない。




邪な気持ちが出てこないように、別のことを考えよう。




そうだな……テッブスとシェムハザについて、でいいか。




あの執着心は恐ろしい。アンデッド以上である。肉体だけでなく、その存在までも欲しがっているように思え、テッブスが行方をくらませても地の果てまで追ってきそうだ。裏切りは絶対に許されない。そんなことするなら無理心中ぐらいは、さくっとやってのけるだろうな。




そんな魔物に目をつけられてしまったテッブスは哀れである。魔物に求められるなんて、ぞっとする。公爵家の嫡男に生まれたのに運がないな、と思ったが、それは俺たちも同じか。




平穏な生活を目指していたのに教会や貴族に狙われる日々を過ごしている。特殊な能力をもってしまったがために、命の危険にさらされてしまった。罠にはめられたテッブスを他人事だとは思えない。俺たちも罠にはめられて追い詰められる可能性は十分あり、テッブスは未来の俺たちなのかもしれないな。



「終わりました」

　考えごとをしていたら時間が過ぎていたようで、体を洗い終わったようだ。


声が聞こえたので振り返る。




髪が濡れて、お湯によって肌の血色がよくなっている。いつもより色っぽさが出ているように見えて、思わず唾をゴクリと飲んでしまった。



「次はラルスさんですよ」


タオルを受け取る。ソフィーと同じものを使うので、少し湿っていて、さっきまで使われていたという実感を与えてくれて……と、そんなことまで考えたらダメだろ！



「ありがとう」


内心で動揺しているのを隠し、立ち上がる。




お湯を入れている大きめな桶おけの前に移動すると、ソフィーが俺を見ていないと確認してから服を脱ぐ。




毎日訓練していることもあり、体は引き締まっている。あちこちに古傷が残っており、その一つ一つに思い出がある。




暗殺者として育てられた子供に刺された傷や、魔物に囲まれたときに斬られたものまで様々だ。あのときにソフィーがいれば、傷跡なんて残さず『ヒール』で回復してくれていたと思うが、安いポーションやエヴァの魔法だけでは生き残るのが限界で、跡は残ってしまっている。




普段なら思い出すこともないのだが、コレットに再会したことで昔を懐かしんでいるのかもしれない。




人間としてのプライドを捨ててまでグールになった後、コレットはどういった扱いをされているのだろうか。悪辣なフィネのことだ、使えないと判断されれば、まともな扱いは期待できない。奴隷だったころ以上に過酷な運命をたどる可能性すらある。魔物になっても権力者に翻弄されるなんて、運のない女だな……と考え事をしていたら、いつのまにか部屋が静かだった。




ベッドのほうを見るとソフィーが横になっている。




ダンジョン探索で疲れてしまったのだろう。




俺も眠くなってきた。




考え事は中断して手早く頭と体を洗うと、服を着てベッドの前に立つ。




ソフィーはスースーと静かな寝息を立てていた。




俺はこの寝顔を見るために頑張ってきたのかもしれない。そんなバカなことを考えてしまうほど可愛らしい。




起こさないようにゆっくりと、ベッドに入って隣で横になる。



「お休み」

　寝たふりをしていたみたいで、返事の代わりに手を握ってきた。軽く力を入れて握り返す。


今日も幸せな温もりを感じながら、静かに眠ることにした。






◇　◇　◇





翌朝はいつもどおりの時間に起床して、剣を持って外に出る。




日課の訓練だ。いつもは一人なのだが、今日は同類がいた。




俺よりも早く外に出て剣を振っていたテッブスに声をかける。



「あの後は大丈夫だったか？」


木剣を上から振り下ろし、ピタリと止めてから俺のほうを見た。



「なんとか、な」


苦々しい表情を浮かべていた。説得がすんなりといかなかったことを物語っている。




朝、二人がどんな会話をしたのか想像すらつかない。気にならないといえば嘘となる。



「珍しく言葉を濁すじゃないか。ヤバいことでもしたのか？」

「………………」


長い沈黙。俺に言うか、言わないか悩んでいる様子だ。




しばらく待っているとテッブスは重い口を開いた。



「フィネの所に戻ってもらう代わりに、今度、二人で温泉に行くことになった」

「お、温泉だと……？」

「そうだ。誰も訪れたことのない秘境を知っているようで、ダンジョンマスターとの戦いが終わったら、しばらく滞在する予定だ」


魔物と二人っきりで温泉だなんて、ぶっ飛んだ約束をしているとは思わなかった！




恐ろしい罰ゲームだ。ないとは思っているが、フィネがそういったことを迫ってくることがあれば、容赦なく聖剣で斬ってしまう自信がある。




そんな非常識な約束をしてしまうほど、テッブスが追い詰められていたということなのだろう。



「大変だったな」

「……すべてを失ったんだ。前向きに生きるさ」


肩をすくめてから、テッブスはまた木剣を振るう。




もう話すことはないと言いたいのだろう。




俺も長話をするつもりはないので、全身をほぐしてから素振りを始める。




体の動きを確認するようにゆっくりと動かし、何度も繰り返すと全身がほどよく疲れてきた。ソフィーが起きたようで、人の動く気配を感じる。もうそんな時間か。昨日はダンジョンで戦ってきたので、疲れは残っている。無理をしすぎてはいけない。今日の訓練は、このぐらいで止めよう。




汗を拭き取っているとテッブスに声をかけられる。



「なぜ、フィネはこの島に人を住まわせている？　ラルスは知っているか？」

「住民には食料生産地にすると言っていたようだ」


あれはマリーに案内してもらいながら聞いた話だった。俺やテッブスみたいに気に入った人間を住まわせる環境を、整えようとしているのだろう。



「食料生産か」

「何か気になることでもあるのか？」

「いや、なんでもない」


含みがある言い方をしたので気になって聞いてみたのだが、はぐらかされてしまった。




追求しようとしたタイミングでソフィーが家から出てきてしまい、挨拶をしている間にテッブスはどこかに行ってしまう。




結局、先ほどの会話について深く話すことはできなかった。







広場で朝食を食べてから、島民全員で小麦畑に行く。




小麦の状態を確認してから開墾作業の続きをする予定だ。




畑の中に入って手で実を近くに寄せてから、ソフィーとテッブスの二人に見せる。



「実が黄色くなってきている。もうすぐ収穫できそうだな」


収穫時期は短く、過ぎれば品質が大きく落ちてしまうので、タイミングを見極めるのは重要だ。




歩きながらほかの小麦の状態も確認していく。どれも順調に成長していた。大地の栄養が十分にある証拠だ。育ちがよい。この状態なら数日後に収穫を始めても問題はない。恐らく、ティムも同じ判断を下しているはずだ。



「ふむ、そういうものか」


感心しているような声を出したテッブスが俺を見る。



「ラルスは詳しいな」

「まあ、農村出身だからな」

　こんなところで、農民だったころの技術が役に立つとは思わなかった。


引き続き時間をかけて小麦をチェックした後は、新しく開墾している畑に行って、土を耕す作業をする。




俺が樹海のダンジョンマスターと戦っている間に、ティムが作業を進めてくれていたようで、前に見たときより耕した範囲は広がっている。魔力を持っていない人間がやったと考えれば、十分な成果だろう。




テッブスに鍬くわの使い方を教えてから、土を軟らかくする作業を開始する。




顔が汚れても気にすることなく楽しんでいるようだ。少し前まで貴族だったことを考えると、切り替えが早い。



　俺も負けないように作業を始めようか。

　振り下ろした鍬がザクッと音を立てて土に入る。隣にいるソフィーも同じように土を柔らかくする作業を繰り返し、開墾を進めていく。

　太陽の日差しが肌をさす。じりじりと焼けていく感じが懐かしい。子供のころは親の手伝いで農作業をしていた。楽しいことより辛い、苦い経験のほうが多かったのに、思い返すと、あの生活も悪くなかったと感じてしまうから不思議だ。教会や貴族のゴタゴタが落ち着いたら、ソフィーと一緒に今みたいな生活ができたら、楽しい日々がずっと続きそうだ。そんなことを考えながら、額からしたたり落ちる汗を拭い、作業に没頭していく。


体がほどよく疲れたので、手を止めてテッブスに声をかける。



「お疲れ。初めての農作業はどうだ？」


鍬を地面に刺して、テッブスは腕で額の汗を拭った。




慣れない作業をしていたこともあり、疲れているみたいだ。



「農民は小麦一つ満足に育てられないバカで怠け者だと、ずっと思っていた。だが実際にやってみてわかったことがある。魔力を持っていない人間がやるには限界があるんだな」


生まれてから今までずっと貴族様として生活していたテッブスにとって、農作業とは想像上のものでしかなかったのだろう。税収報告、要は数字でしか見ていなかったので、実際どのぐらい大変なのか理解できていなかった。作業をして始めて、大変さを実感したというわけだ。




もしテッブスが今もバイエン公爵家の次期当主という立場であったら、農民に理解のある領主として君臨しただろう。領民にとってはよい領主となった可能性があった。



「俺はものを知らなすぎた。もっと領民のことを理解するべきだったのだ」


空を見上げるテッブスは、後悔しているような声で言った。




魔物の手を借りて脱獄した今、領主になる道は絶たれている。




もう、どうしようもないのだ。



「明日も朝は早い。そろそろ帰ろう」


声をかけてみたが、テッブスは空を見たままだった。




今の俺に何も言えることはない。すべてはテッブスが一人で気持ちを整理するしかないのだ。




翌日は海に出て漁をし、その翌日には畑仕事に精を出す。そんな平和な生活が数日続いたある日、朝から集落の広場が騒がしかったので様子を見に行くと、少女の姿をしたフィネが立っていた。興奮しているようで軽く呪いを発しており、偶然その場に居合わせたマリーやティム、メルカは、腰を抜かして涙目になっていた。この場に長くいたらゼルマが連れていたメイドのように、発狂死する危険すらある。



「俺が話し相手になる。マリーたちは家に戻るんだ」


頭をカクカクと上下に何度も振ってから、三人は不格好な走り方で家に戻り、入れ替わるようにしてソフィーとテッブスがやってきた。



「ダンジョンを攻めに行くぞッ！」


口が裂けそうなほどの笑顔をしながら、フィネが言い放った。




早すぎる。もっと時間がかかると思っていたんだがな。




俺とソフィーはあまり歓迎できない発言だったのだが、テッブスは違ったようだ。



「遅かったな。さっさと戦場に行かせろ」


自暴自棄ともとれる発言をしたので振り返ってみると、好戦的な目をしていた。そういえばコイツ、戦うのが大好きだったな。集落で農作業をしていたときとは別人のようだ。



「いいだろう！　お前の装備は用意してある。受け取るがいい！」


地面から魔方陣が浮かび上がると、両手剣とドラゴンの鱗で作られた鎧やガントレットといった防具一式が出現した。どれも黒く、禍々しい。



「これって……」

「呪われていますね」


装備を作ってから、わざわざ呪いを付与したのだろう。もちろん、フィネが丹精込めた呪いが軽いわけがない。近寄りがたい雰囲気を発している。



「種類はわかりませんが、人が持っていいものではありません」


だよな。ソフィーの言うとおり、普通であれば触ろうともしないほど危険な物だ。盗賊だって拾いはしないであろう。見た目からしてヤバイ。




そんなものを、テッブスは小枝を拾う感覚で持ったのだ。



「ぐっ」


苦痛で顔が歪んでいる。呪いの武器に体が侵食されているのだから当たり前だ。




それでも手を離すことなく、体に身につけていく。驚嘆きょうたん、賞賛するべき精神力だ。




ソフィーが解呪しようと動いたので、手で制する。




呪われることを覚悟したうえでテッブスは装備しているのだ。俺たちが止めるのは、その気持ちを侮辱する行為になる。ここは大人しく見守ろう。



「大分、楽になった」


呪いの武具を身につけてしばらく経つと、テッブスがそんなことをつぶやいた。




ソフィーを見ると首を横に振っている。




自力で解呪したわけではないようだ。




単純に耐えることに慣れた、ということか？




どんな精神をしていれば、そんなことができるのだ？




俺は準備や安全に気を使うタイプなのだが、テッブスは逆だ。危険があろうとも利点があれば構わず使う。




農作業のときに領民のことを想っていた人間だとは思えないほど、常軌を逸した行動だ。



「いいぞ！　いいぞ！　お前なら耐えると思っていたッ！」


思いどおりに進んでいるらしく、フィネは喜んでいる。




俺とソフィーだけが置いていかれており、事態の進展について行けない。



「ここの守りはハイアムとエヴァに任せる予定だ。残りで樹海ダンジョンに攻め込む！　もちろん、私も同行するからなッ！！」


黒騎士を殺したテッブスとエヴァの相性は最悪だ。出会えば殺し合いになるのは間違いないのだから、片方を留守番させるのは理に適っている。




テッブスがいるならシェムハザは死ぬ気で頑張るだろうし、人選としては文句ない。戦力が足りているかはわからないが、フィネなら無謀な戦いを挑むようなことはしないだろう。悪辣な存在ではあるが、だからこそ何も考えずに行動しないという嫌な信用があるのだ。



「今すぐ行くのか？」

「もちろんだ！　もう待てないッ！！　早くアイツのダンジョンを奪い取ってやるんだからッ！！」


俺の質問に答えると、勝った後のことを想像しているのか、何度も見た謎の踊りを始めた。




子供のように無邪気と言えば聞こえがいいが、何をするか予想できないので、フィネの場合は怖いだけだ。



「わかった。装備を持ってくる。待っててくれ」


今日も農作業をする予定だったので、武具は何も持っていない。ソフィーと一緒に家に戻ると、装備をチェックしながら身につけていく。




依り代を倒したからといって、相手が弱いと判断するのは早計だ。ダンジョンマスターとの戦いは激しいものになるだろう。油断せず、勝って生き残ってやる。



「この戦いが終われば、ゼルマ様の準備が終わるまでゆっくりできる。気を引き締めていこう」

「はい。すべての敵に勝って、必ず穏やかな生活を手に入れましょう」


僅かな間だったが、思い描いていた生活ができたのだ。静かでゆっくりとした暮らしは、決して手が届かないものではない。障害をすべて排除すれば必ず辿り着けると、希望を見いだしたこともあり、俺とソフィーはやる気に満ちていた。




まずは目先の問題としてダンジョンマスターを倒そう。




理想の生活を実現するための犠牲になってもらうぞ。




装備を身につけて広場に戻ると、テッブスとフィネのほかにカーリン、シェムハザ、そしてグールになったコレットがいた。




顔色が悪いのはグールになったからだと思うが、それにしてもやつれているように見える。楽な生活をしていたわけではなさそうだ。



「このメンバーなら確実に勝てるなッ！！」


爆発系の魔法が得意なカーリンや槍と魔法を組み合わせて戦うシェムハザがいるのはわかる。だが、コレットは役に立つのか……？




グールだと判明したときの落胆ぶりを思い出すと、戦闘能力は低いはず。特殊な能力を持っていることはない。アルラウネに勝つのですら難しいのではないだろうか。




少数精鋭で攻めるなら圧倒的弱者を助ける余裕なんてなく、足手まといは作戦の成功率を著しく下げる要因となる。




そんなこと、バカな貴族ならともかくフィネなら理解しているはずだ。本気で殺し合いをするのに、遊びや嫌がらせでメンバーに入れたという可能性もないだろう。



「揃ったな！　行くぞ！」


考えがまとまる前に、骨の姿になったフィネが転移用の魔法を使ってしまった。地面に魔方陣が浮かび上がる。




光に包まれて転移は成功。景色は一変し、木々で囲まれている部屋にいた。




ダンジョンを手に入れるぞ！！





ここは、樹海のダンジョン内だ。



「地下三階か？」


周囲に見覚えがあった。巨大蜘蛛とシェムハザが戦っていた場所だ。




なぜここに転移したのか疑問が浮かび、フィネを見る。



「ん？　私の顔なんて見てどうした？　ずっと見てもいいぞ！」

「敵のダンジョン内にまで転移できるのであれば、ダンジョンコアの部屋に行けばよかったんじゃないか？　そうしたら戦いなんてすぐに終わるだろ？」


転移魔法は強力だ。警戒が厳重な場所にも容易に乗り込める。テッブスを脱獄させたのだって、転移魔法があったからこそできたのだろう。




もし正面から乗り込んでいったら、騎士と激しい戦いになったはずだし、数に押されて負けていた可能性だってある。フィネは強いが、絶対に勝てない魔物ではないからな。



「ふむ、ラルスは転移魔法を万能のように思っているのか」

「違うのか？」

「ああ、いくつも制限があるし、何より妨害されやすいというのが難点だなッ！」


いつ、どこに現れるかわからないフィネの行動を、制限できる可能性があるのか。これはもっと深く聞きたい……のだが、状況がそれを許してくれなそうだ。




地響きのような足音が通路の奥から聞こえてくる。相当数の魔物がこの部屋に押し寄せているのだろう。



「フィネちゃん、相手はトレントの集団みたいよ。どうする？」


部屋から通路を覗いていたカーリンが、この場にいる全員を代表して質問をした。




視線がフィネに集まる。



「無論、殲滅だッ！！」

「りょーかい。じゃ、やっちゃうね〜！」


楽しそうに返事をしたカーリンが、笑いながら炎系の魔法を放って、戦闘が始まった。




通路から爆音が聞こえてくる。中の様子はわからないが、トレントどもが大量に破壊されているのだろう。この前と違って移動できる範囲が限られているので、戦いやすいようだ。



「話の続きをしよう！」


どうやら部下に戦わせている間、フィネは転移魔法の説明を続けてくれるようだ。




敵の本拠地に攻め込んでいる割には、随分と余裕のある態度に疑問を抱きつつも、遮るようなことはしない。




転移魔法は逸失してしまい、情報が少ないのだ。フィネに対抗するためにも、そして自分が使えるようになるためにも手に入れたい知識である。



「ああ。確か、妨害されやすいのが難点と言ったところで、終わっていたな」

「そうだったなッ！」


楽しそうにしながらフィネが話を続ける。



「転移先には目印があるのを知っているか？」

「いや、知らない」

「ラルスはもう少し勉強したほうがいいな！」


うるさい！　大きなお世話だ！




転移魔法を使えるお前のほうが特殊なんだよッ！



「例外はあるけど、転移には目印が必要なんだ。それを壊されてしまえば転移は失敗する。魔法は発動しない。な、簡単に阻害できるだろッ！」


話としてはわかる。だが、フィネが言っていることは無理があるぞ。実際にやろうとしたら難しいだろう。



「だが転移の目印に何を使っているのか、わからないじゃないか？　それに破壊できないような目印だったらどうするんだ？」


普通、何を目印にしたなんて本人に聞かないとわからない。仮に発見できたとしても、破壊できない建造物や山を目印にしてしまえば、壊したくても壊せないと思うんだが。



「ラルスは少し勘違いしているな！　目印にはルールが決まっているから、わかっていれば発見しやすいんだッ！」


くるりとフィネは回転すると、部屋の隅に置いてある、こぶし大の石を持ち上げた。




裏には魔方陣があり、うっすらと発光している。



「目印はこの魔方陣ッ！　だから、この部分を少しでも削り取ってしまえば転移を防げる」


なるほど、これはわかりやすい。仕組みさえ知っていれば確実に防ぐことができそうだ。



「なぜ、ここに転移魔法の目印があるんだ？」

「シェムハザに持ってこさせたのだ！　暴れるついでに目印を置く！　なんて効率的な作戦ッ！　私は天才だッ！！　ラルス、褒めてもいいんだぞ！」


突然、自画自賛し始めたが、絶対に褒めないからな！　と思いつつ、フィネの作戦が素晴らしいことは認めよう。




俺が暴れたことで目くらましにもなっていただろうし、ここのダンジョンマスターが気づくのに遅れても無理はない。




しかしまあ、フィネは隠しごとが多い。作戦の内容に文句は言わないから、事前に教えてくれよ。断片的にしか情報が手に入らないから、やりにくくて困る。



「私は天才だから、作戦はこれだけでは終わらないッ！」

「どういうことだ？」


爆発音が聞こえる中、フィネのテンションはどんどん上がっていく。それと同時に俺の警戒心も急上昇中だ。何かよくないことが起きる。



「転移用の目印は共通だ、と言えばラルスにも伝わるか？」


笑いを堪えるようにして質問をしてきた。物を知らない子供扱いされているのだが、この手の知識はゼロなので反発はできない。




顎あごに手を当てて考えるが、答えは出なかった。



「ソフィーはわかるか？」

「なんとなくですが」

「ほう。答えてみろ」


すーっと、フィネの目が細くなり睨みつけた。俺以外の人間に興味を持つなんて珍しい。特にソフィーは元聖女ということもあり、存在そのものを無視するような態度を取っていたので驚きだ。



「目印の場所がわかり、転移魔法が使えるのであれば、誰でも利用可能。そういうことですか？」


ああ、その発想はなかった。転移魔法を覚えている人間がいないから、専用の目印だと思い込んでいたが、確かに利用対象が制限できない目印なら、誰でも使えると解釈できるな。



「気に入らないが、そのとおりだ。付け加えると、ダンジョンマスターであれば転移魔法は誰でも使える」


フィネは不機嫌そうな声を出した。テンションが急降下している。




本心としては俺に答えてほしかったのだろうが、魔法の知識はソフィーやローザに劣るのだから、それは期待しすぎというものだろう。



「ラルスさん……」


声をかけてきたソフィーの顔色が悪いように感じた。嫌な予感がしつつも聞き返す。



「どうした？」

「ダンジョンマスターはダンジョン内を映像で監視できる。さらに転移魔法が使えるのであれば、ここに直接乗り込んでくることもできますよね……」

「あ、そうだ。その可能性を見落としていた」


ダンジョンマスターであればダンジョン内の様子が把握できる。




今の会話も、フィネが持っている目印も、敵側のダンジョンマスターは把握しているだろう。



「おお、ちゃんと釣れた！　計画どおりだな！」


フィネの狙いに気づいたときには、部屋に魔物が一体増えていた。




植物に侵食された男がいたのだ。




この部屋に隠していた目印を見せて転移魔法の説明をしたのは、おびき寄せるためだったのか。



「また私の領域を荒らしに来たのか」


見た目にしては高い声だ。




樹海のダンジョンマスター——植物男は、俺たちのことを無視してフィネだけを見ている。



「荒らす？　違うな！　奪い取りに来たのだッ！！」


緊張している俺たちとは反対に、フィネだけは楽しそうにしていた。




笑いながらフィネは植物男に話し続ける。



「ラルスに壊されたのに、また依り代で来たのか？」


俺には違いがわからないが、ダンジョンマスター同士なら見分けが付くのか。



「当たり前だ！　死ねばダンジョンの……まさか、お前はッ！」


話の途中で植物男は動揺したようだが、何が起こった？　フィネを見ても顎をカタカタと鳴らしているだけで、考えていることはわからない。




骨の状態になってしまうと、感情すら読み取れなくなるので困る。



「依り代では全力が出せないからな、私は本物だぞ！」

「バカな！　死んだら終わりだぞ！」

「お前こそバカだな、私が負けるはずないだろッ！！」


本体と依り代。その違いは死が訪れるか、どうかなのだと思っていたが、どうやら強さも大きく変わるようだ。




フィネや植物男を倒したとき、手応えを感じなかった理由がわかった。本気を出せていないだけだったのか。



「本当に、殺し合いをするのか……？」

「当たり前だ。こっちは遊びではないぞッ！！」


怖じ気づいたのか、植物男が一歩後ろに下がった。




人同士で争うときはお互いに本気で殺し合う。どちらかが死ぬか破滅するまで戦うしかないのだが、便利な依り代があるダンジョンマスターは違う。




本体は安全なところに待機して、依り代を操って戦う。そういった争いが常識なのかもしれない。もしそうなら、本当の意味で殺し合いをすることなんて経験したことがないんだろう。




植物男が動揺するのも当然だ。




そして、覚悟の違いが、結果を大きく左右する。



「お前からすべてを奪い取ってやろうッ！！」


両手を挙げて宣戦布告するフィネを前に、植物男は怒りをまき散らす。



「ふざけるな！　そんなこと、許されるはずがないだろ！　ダンジョンマスター協定を忘れたのか！」

「老害が考えたルールなど、守る必要はないと思わないか？」

「協定がなければ殺し合いになるんだぞッ！！」

「残念だよ。お前もそんな眠たいことを言うんだな」

「なッ…！？」


話が合わないどころか、フィネに見下された植物男は絶句したようだ。




動揺して隙だらけ。今のうちに攻撃することもできるが、フィネの考えやダンジョンマスターの事情を知るチャンスでもあるので、ここは静観に徹すると決める。



「ダンジョン協定のルールだと、三つある依り代をすべて破壊すれば、所有しているダンジョンの一つ、もしくは配下を含めた所有物が手に入る、だったな？　そんな面倒なことしてられない。殺してすべてを奪い取ればいいだけじゃないかッ！　安心しろ、お前の死体も私が有効活用してやるぞ！」

「狂ってやがる……」


植物男はフィネを狂っていると表現したが、俺からしてみると依り代で争っているそっちのほうが狂っていると感じた。




武力を用いた戦いとは殺し、奪い取るための行為で、安全な場所で見物できるようなものではない。貴族だって負ければ転落や縛り首コースだぞ。




安全な場所にいて、部下や人間を殺しても何も思わないお前のほうが狂っている。




今回ばかりはフィネの言葉に賛成だ。



「つまらないヤツだな。さっさと消えろ」


一連のやりとりで興味を無くしたフィネが、死刑宣告を言い渡すのと同時に、膨大な魔力を放出する。禍々しい呪いを含んだもので、多少は耐性のある俺やソフィーですら恐怖心を抱き、足が震えてしまいそうなほどだ。




依り代と本体では能力が違うと言っていたが、これほどとは思わなかった。




今まで勝てていたのはフィネが本気でなかったから。嫌でも理解させられてしまう。



「本当に……本体で来ていたのか」

「くどいな。頭が悪いやつは嫌いだ」


相手の存在に興味を失ったフィネは、手を前に出す。



「さっさと死んで、私にダンジョンを譲れ！」


植物男が逃げだそうとしたが、途中で動きが止まると体が黒く変色して腐り落ちていく。転移と同じだ。魔法名を言わず、魔法を発動させたのだ。




それもわかっている範囲で二つ。腐食と動きを止める魔法だ。




両方とも人間が使えるものより強力で、あの力が俺らのほうに向けられたとき、対抗できるか怪しい。フィネと敵対するのであれば、あの程度は容易に跳ね返せなければいけないとなると、戦う資格を持つ相手は限られてくるな。




兵を数万集めたところで、まとめて一瞬で消されてしまうだろう。数を集めて襲っても、アンデッドの素材を提供するだけになるので、フィネに限っていえば悪手になる。



「や……めろ……協定に……」


全身が崩れかけながらも、植物男はフィネに何かを言おうとしている。声が小さく完全には聞き取れないが、ダンジョンマスター同士が結んだ協定を盾にして、引き下がれと言いたいようだ。



「お前はバカなのか？　つまらない男だな。まだグールのほうが使い道はあるぞ」


フィネは顔をコレットのほうに顔を向けた。




ビクッと体が跳ね上がり、禍々しい魔力にあてられて腰を抜かしていたコレットは、泣きそうになりながら俺を見る。




言葉を発してないのは、フィネに睨まれているからだ。俺たちですら抵抗するので精いっぱいなのだから、声どころか体すら動かせないのだろう。




フィネが反応できないコレットを見て楽しんでいる間、植物男の全身は黒くなり、誰にも注目してもらえることなく崩れ去ってしまった。




完全無視か。敵とはいえ哀れなものだな。



「カーリン、足止めは十分だ。後ろに下がれ」

「は〜い！」


軽い調子で返事をすると、飛ぶように跳躍して後ろに下がった。




通路から魔物が殺到してくる足音が聞こえるが、フィネが前に立つと不思議なことに途絶えた。移動して通路の奥を覗いてみると、植物男のように腐り、崩れていく姿が見える。




雑魚は近づくことすらかなわない。




ここまで強力な魔物は見たことがないぞ。やはりフィネは危険な存在だ。






◇　◇　◇





フィネを先頭に、木々に囲まれたダンジョンの通路を歩いて行く。敵対する魔物は近づくと腐り落ちていくので、戦闘と呼べる行為は発生していない。無双状態だ。




下に降りていくと、罠が増えてきた。フィネの魔法は無機物には効果を発揮しないので、俺が解除していく。落とし穴、毒矢、天井から鉄球が落ちてくるものなど、物理的なものが多かったが、どれも単純な仕組みだったので、発見さえできれば解除に失敗することなく奥に進む。




ソフィーに仕組みや解除方法を教える余裕があるほどだ。




魔物は近づいてこないので、安全に実地研修できる珍しい機会であった。




まあ、最後尾からじーっと、コレットに見つめられていたので居心地は悪かったがな。




順調に地下五階まで到達すると、目の前に巨大な金属製の扉が出現した。




植物のツタが絡んだような模様が描かれている。触って、叩いてみると、鉄とは違う響きがした。



「ミスリル銀で作られているのでしょうか？」

「そうみたいだ」


魔法との親和性が高く、様々な武具、魔道具に使われる貴重な素材だ。この巨大な扉をまるごと売るだけで、一生遊べる金が手に入る。



「これを手に入れたら、貴族に戻れるんじゃないか？」

「ふん、そんなもの不要だ。金に換えたら酒代として使ってやる」


シェムハザに抱き着かれたテッブスは、興味がないといった態度をしていた。自由を手に入れた今、窮屈きゅうくつな生活はしたくはない、といった意思表示なのだろう。



「それはいい。俺にもおごってくれよな」

「そのときは死ぬほど飲ませてやる」

「おう、期待している」


テッブスが人間の世界に戻れるとは思えないので、酒をおごってもらうことは不可能だ。




そんなことお互いにわかっているが、その約束は心地がよかった。



「ねーねー。フィネちゃん。この先って……」

「その考えで間違いない」


俺とテッブスが話している間、ダンジョンに詳しいカーリンとフィネは別のことを気にしていたようだ。



「この先には最後の番人がいるはず。恐らく、ダンジョンマスターもいるだろう」

「へ〜。案外小さいダンジョンだったのね」

「未踏のダンジョンだから、生物の魔力を回収する時間が足りなかったのだろ」


詳しい二人の会話は参考になるうえに、重要なワードがどんどん飛び出してくる。




ダンジョンマスター同士の潰し合いや、フィネの常識外の行動、さらにはダンジョン運営についてのヒントなど、新情報が多い。忘れないように記憶しておこう。



「ダンジョンマスターがいたら、私が相手をする。残りは任せたぞ」

「は〜い！」

「わかりました」


カーリンとシェムハザがそれぞれ返事をすると、フィネが巨大な扉を吹き飛ばし、中が見えるようになる。




地面には色とりどりの花が咲き乱れていた。甘ったるい香りが濃いな。アルラウネのように魅了の効果があるかもしれないと警戒したが、今のところ頭と体に異変は出ていない。




部屋の中心には植物男がいる。身長は二メートルほどで、依り代のときより一回り大きいように感じた。体から発生している魔力量も増大しているので本体なのだろう。隣には、上半身が成人男性で下半身が蜘蛛の魔物がいる。全長は五メートルほどあり、でかい。両手に長剣を持っており、顔には目が八個あった。




蜘蛛と人間が融合したアラクネという魔物がいるが、上半身は女性というのが一般的だったはず。男というのは珍しい。



「怯えて、隠れるのは止めたのか？」


薄く笑いながら、フィネがプレッシャーをかけるようにして歩き出し、部屋の中に入った。カーリン、シェムハザ、俺とソフィー、テッブス、最後にコレットといった順番で後を追う。




植物男は数歩前に出てフィネの正面に立った。



「よくも、俺が育てた魔物を殺したなッ！」

「あれで育てたのか？　弱すぎてわからなかったぞ」


カタカタカタと不快な音を鳴らしながら、挑発していく。




相手がキレそうなのは見てわかるが、ギリギリ我慢できているようだ。フィネのペースに飲み込まれないようにと、会話を続けようとしている。



「俺たちダンジョンマスターからすれば、どんな魔物も雑魚だろ。その違いも忘れたのか？」

「それはお前が育成を失敗しているだけだ。私の配下には、お前を倒せそうなのもいるぞ」

「ほう、試してみるか？」


植物男の魔力が爆発的に増えた。意外と早くキレてしまい、冷静さを失っている。




せっかく我慢してたんだから、もう少し頑張れよ。




フィネのほうも対抗するように魔力の放出が強まる。



「それでも構わないが……今回は私が来ているのだ。相手してもらおうッ！」

「すぐに殺してやる！！」


植物男の両手からツタが伸びてフィネを絡め取る。と、次の瞬間には粉々に吹き飛んだ。



「汚いもので私に触るな」


フィネの周囲に黒い光がいくつも浮かびあがり、植物男に向かって放たれた。周囲に生えている植物が急成長すると、壁になって衝突。植物は一瞬にして腐り、崩れていく。




その後は襲いかかる植物と、魔法を放つフィネとの激しい戦いが始まった。



「オレ、オマエタチ、クウ」


頭が悪そうな発言をした蜘蛛男が、シェムハザを襲った。




力は相手のほうが完全に上回っているようで、吹き飛ばされてしまう。カーリンが火の玉をいくつも放つが、蜘蛛男が持つ剣の刀身が光ると、霧散してしまった。



「魔法を無効化するのか？」

「いや、特定の魔法だけだろう」


俺のつぶやきにテッブスが答えた。




その意見が正しいと証明するように、シェムハザが放つ光り輝く槍——『エネルギージャベリン』は無効化せずに蜘蛛男に向かい、剣で叩き落とされている。




恐らく、カーリンは何度も植物男の魔物と戦っていたのだろう。メインの攻撃魔法を潰す対策をされてしまっていたようだ。



「ほかの魔法は使えないのかッ？」

「弱体や洗脳も使えるけど、このタイプに効かないわ！　後はラルスちゃんに任せたわね！」


カーリンはほかの魔法を試すつもりはないようで、後ろに下がってしまった。




能力低下や洗脳といった魔法に耐性がある、か。ダンジョンマスターが特別に用意した魔物であれば、可能性は高いだろう。



『ホーリーブレス』


ソフィーから支援魔法を受けてから、俺とテッブスが飛び出す。




左右に分かれてお互いに上段から斬りつけると、蜘蛛男は両手に持った剣で防いだ。全力で押し込もうとするが、動かない。テッブスのほうを見ると同じような状況だが、あっちは武器に付与されている呪いが蜘蛛男の剣に移り、刀身の一部が変色していた。



「ソレ、キライ」


蜘蛛男の魔力量が跳ね上がり、俺たちは吹き飛ばされてしまった。



「虫のクセに、旦那様を嫌いと言ったなッ！！」


よくわからないキレかたをしたシェムハザが、槍を前に出して突進する。




宙を飛んでいるテッブスを助けるのではなく、気に入らない相手を殺しにいくとは、自己中心的な行動をする魔物らしい反応だ。




地面が近づいてきたので、くるりと回転して足から着地。結構飛ばされてしまったようで、部屋の隅でガタガタと怯えながら隠れているコレットがいた。



「お前、大丈夫か？」


転移してからずっと黙ったままで、一緒に来たのを忘れていた。




俺が声をかけたことに驚いたような顔をしている。



「惨めだと言いたいの？」


仲間の一人として声をかけただけなのに、どうしてそう思う。




性格は変わってしまったな。昔はもっと素直だったのに、ひねくれてしまっている。




悲しいことだが、まともに会話するのは諦めるか。



「蜘蛛男は強い。死にたくなければ、そこにいろ」


反論したそうな顔をしたコレットを置いて、返事を待たずに飛び出す。




蜘蛛男のケツから糸がいくつも飛んできたので、左右に移動して回避した。




敵の武器はシェムハザとテッブスの攻撃を防ぐのに使っているので、体はがら空きだ。一撃で首をはねる。そういった決意を持って顔を見ると、蜘蛛男の八つある目の一つが光っていた。




しまった！　と思ったときには手遅れ。




体が硬直して動かなくなる。




硬直の魔眼だ。




毒や呪いといった致命的な効果ではなくよかったと安心などできない。別の目が光り、次は俺の右腕が吹き飛んだ。



「ぐっ」


血が吹き出て地面を真っ赤に染める。




蜘蛛をベースにした魔物だからか、目が八つある。もしかして、それぞれに違う力を持つ魔眼があるのか？




いや、分析は後回しだ！



　その前に追撃を警戒しなければ！

『アースウォール』


目の前に土の壁を出現させて、視界を遮る。魔眼は対象の姿を見なければ発動しないので、対策としてはこれで十分だ。



「ラルスさんッ！！！！」


血相を変えて走ってきたソフィーを見ながら、布で切断面をしばって止血をする。




片腕、それも利き手を失ってしまったので、治療する時間が必要だ。




ソフィーに回復魔法を使ってもらいながら、壁の隙間から戦闘の様子を確認する。




テッブスが呪われた黒い剣で斬りかかり、シェムハザが上空に移動してから槍を前に出して突撃していた。夫婦の美しい共同作業ってヤツだな。上手く連携できていると思う。生活面はともかく、戦闘面においては相性がいいのかもしれない。




蜘蛛男は攻撃を両手に持った剣で受け流しつつ、目を光らせて魔眼を使っている。だが、効果は発揮していないようだ。シェムハザは種族特性で耐性があっても納得いくのだが、テッブスは俺と同じ普通の人間なので、体が吹き飛んでもおかしくないはず。



「鎧の効果ですかね？」


ソフィーが指摘した可能性が高い。俺が身につけている鎧はソフィーからもらった高級品とはいえ、魔眼への耐性なんて効果はない。普通の鎧といってもいいだろう。一方、テッブスはフィネからもらった曰く付きの物だ。呪われる代償として、魔眼への耐性があっても不思議ではなかった。



「多分そうだろうな。二人がかり、なおかつ魔眼への耐性があって互角か」


すぐ助けに行きたいが、まだ腕は治ってないうえに魔眼の対策も視界を遮さえぎるぐらいしかない。今は見ているしかないのだ。




それに、あれだ、シェムハザが「旦那様との共同作業！」と叫びながら戦っている姿を見ると、邪魔をしては悪いという気持ちにもなってしまう……いや、正直に言おう。俺が乱入したらシェムハザがキレて襲ってきそうで怖いから動けない。愛に狂った魔物が、常識どおりに動くとは思えないのだ。



「あの二人ならすぐに負けることはありません。ラルスさんは治療に専念しましょう」

「ああ、わかっている」


珍しくソフィーに強く言われてしまった。




それほど心配してくれているのだろう。




視線をフィネのほうに移す。植物男との戦いは激しさが増していて、周囲には見たこともない植物が咲き乱れ、フィネに襲いかかっている。




あっちも決着が付くのは時間がかかりそうだ。少し前に見たコレットは怯えて使い物にならないし、カーリンは……ん？　あの悪魔、どこに行った？




爆発系の魔法を無効化されたとはいえ、傍観ぼうかんする以外にもやれることはあるはずだ。接近戦だってある程度はできるし、魔眼への耐性は俺よりあるはず。もちろん、逃げ出すようなことはしない。言動は軽いがフィネを裏切るようなことはしないだろう。




何を狙っている？




これがソフィーやテッブスなら、相手の隙を突くために身を隠していると信じられるが、相手はカーリン。悪魔だ。無邪気に信じられる相手ではない。



「どうしました？」


俺の表情の変化を察したソフィーが疑問の声を上げた。



「嫌な予感がする。早く腕を治せないか？」


根拠はないが、直感がこのままだと悪いことが起こると告げている。




早く、蜘蛛男を倒さなければと焦るが、ソフィーは静かに首を横に振ってしまった。



「ごめんなさい。傷ならともかく、腕の再生には、どうしても時間がかかってしまうんです」

「……そうか。無理を言ってすまない」


いつも全力で俺を支えてくれているのだ。腕の再生だって俺に言われるまでもなく、最速で対処してくれているのだろうから。




腕を再生してもらいながら蜘蛛男の戦闘を見ていると、戦況に変化が現れた。




激しい攻防を繰り広げていたテッブスだったが、少しずつ動きが鈍っていく。まだ僅かな違いでしかないが、時間が経てば動きは大きく悪化、劣勢になるだろう。




戦闘に慣れているテッブスの体力が尽きてしまったとは考えにくい。



「テッブスさんの呪いが強くなっています」


ソフィーの助言で気づいた。装備に問題があったのだ。



「今、このタイミングでか？」

「このタイミングだからかも、しれません。戦闘で体力、精神力が削られているので、呪いを抑えつける力が弱まっているんだと思います」


解呪したわけではないから、ソフィーの話は一定の説得力があった。




原因がわかったからといって、すぐに装備の呪いを解呪してしまえば、魔眼への耐性は失われてしまうだろうから、聖魔法には頼れない。




俺が参戦して、テッブスを後ろに下げるか。




腕の治療を待っている時間はない。



「もう腕の治療はいい。戦いに戻る」

「ダメです！　血が止まっただけで、腕は再生してないんですよ！？」


必死に止めようとするソフィーの手を振りほどくと、左手で剣を持ち、壁から飛び出して蜘蛛男の後ろに回り込む。




途中で俺の姿を捉えて目が光ったので、魔眼が発動する前に『アースウォール』の魔法で土の壁を作り、回避した。




目的の場所に着くと、蜘蛛男の背後から『エネルギーボルト』を放って、注意を引きつける。死にかけの俺に攻撃されたのがムカついたのか、テッブスやシェムハザへの攻撃が減り、その分、俺への攻撃が増える。




左右から迫り来る長剣をバックステップで回避。魔眼は『アースウォール』で防いでから叫ぶ。



「俺に任せろ！」


詳しく語らなくても意図は伝わったようで、小さくうなずくとテッブスは後ろに下がろうとして、止まった。




後ろで怯えていたはずのコレットが抱きついて、動きを邪魔しているのだ。



「私の旦那様に触るなッ！！」


シェムハザが怒りの声を上げた。




おい！　この恋愛脳バカが！！




今の叫び後で蜘蛛男に気づかれたじゃないかッ！！




自分のミスで、大切な相手が危険な状態になったと気づけていない。



「ち、違うの！　体が勝手にッ！」


泣きそうな顔をしているコレットが叫んだ。テッブスは離れようと抵抗しているが、うまくいかない。呪いに侵食され始めているとはいえ、グール程度になら力負けするはずがないのに。そう疑問に思っていると、指を口に当ててにやけているカーリンの姿が視界に入った。




アイツか！　悪魔が使う洗脳もしくは操作の魔法で、コレットを操っているのだろう。即席ではなく、時間をかけて洗脳しているのであれば、肉体が壊れるほどの力を発揮させることもできる。




戦力にならないコレットなんて、肉壁に使う程度だろうと思っていた俺の考えが浅かった。




呪いに蝕まれている今、テッブスが自力で抜け出すのは難しい。




俺が時間を稼ぐしかないッ！！



「よそ見をするなんて、随分と余裕があるじゃないか！」


大声を出しながら蜘蛛男を斬りつけた。片腕がないのでバランスが取りにくく、力も込められない。長剣で受け止められ、弾き飛ばされてしまう。




クソッ！　右腕さえあれば、もっと粘れるのに！




宙を舞っている俺から、ターゲットをテッブスに変えた蜘蛛男が、長剣を振り下ろす姿が見えた。




俺はまだ空中にいる。着地までの時間が惜しい。狙いを定めて魔法を使う。



『エアハンマー』


空気の塊がコレットを吹き飛ばした。手加減などしていないので、勢いよく壁にぶち当たり、手足が折れ曲がってしまう。動けるようになったテッブスは、蜘蛛男の長剣を回避した。




ようやく地面に着地したので、片腕だけで蜘蛛男に斬りかかる。




カーリンのことも気になるが、今はテッブスの援護を優先するべきだろう。シェムハザも同じことを考え、手伝ってくれると思っていたのだが、どうやらあの魔物は本当に恋愛に思考を汚染されているようだ。



「よくも私の旦那様に触ったなッ！！」


なんと死にかけているコレットの前に立っていた。




そっちを優先するのかよッ！




旦那を殺そうとした蜘蛛男を優先しろ！！



「シェムハザ！　コレットなんて後回しだ！　今はこっちを手伝え！」

「ダメだ！　旦那様に近づく女は全員殺すッ！！」


あの状態になると説得も不可能だ。ことが終わるまで、戦力として計算できない。




瀕死のコレットならすぐに殺し終わる。それまでテッブスと一緒に時間を稼ごうと思い見ると、地面に伏していた。呪いの侵食が早まったのか！？



「助けに行きます！」


ソフィーは宣言すると土壁から飛び出した。蜘蛛男は何を狙っているのかわかっているようで、魔眼を使って阻止しようとする。



『アースウォール』


二人の間に土の壁を作って、視界を遮る。蜘蛛男は『ファイヤーボール』を使って破壊してきたので、もう一度同じ魔法を使う。それを三回繰り返したところで、ようやく俺を見た。



「そうだ。それでいい」


テッブスの元にたどり着いたソフィーが、状態を確認している。




片腕でどこまでやれるかわからないが、ここからが勝負所だ。




負けるわけにはいかない！




蜘蛛男がケツから糸を放出したので、円を描くようにして走りながら回避する。ソフィーとテッブスが蜘蛛男の視界に入らない場所にまで移動してから、魔法を使う。



『ファイヤーボール』


いくつもの火の玉が浮かび上がり、蜘蛛男に向かって放たれた。




またケツから糸を出して防ごうとするが、焼け落ちてしまい、火の玉の勢いは止められない。迎撃するのを諦めたのか蜘蛛男は跳躍すると、天井に張り付く。部屋全体が見渡せるようになり、ソフィーのほうを向いて目が光り出した。




また魔眼かッ！　『アースウォール』を使っても間に合わないタイミングである。




剣を投げて蜘蛛男の頭を攻撃するか？




いや、ダメだ。相手は八つの眼を持っている。確実に防げるとは限らない。




気づくのが遅れてしまい、俺が何をしても無駄に終わってしまう。そういった状況だ。




それでも諦めるわけにはいかず走り出そうとすると、テッブスが立ち上がった。




呪いに侵食されて意識を保つのも辛いはずなのに、ソフィーの前に立って蜘蛛男の視界に入らないようにしたのだ。身を挺して淑女を守る、騎士のような振る舞いだ。




蜘蛛男の眼の光が元に戻る。フィネが用意した鎧が魔眼の力を弾いたようで、二人とも無事だった。



「ラルス、攻撃しろ！！」


悔しいがソフィーの守りは任せる！




テッブスに言われたとおり、ここは攻撃に専念しよう。



『エアカッター』


注視しないと見えないほど細い風の刃が蜘蛛の糸を切り裂き、破壊していく。蜘蛛男は天井に張り付けなくなった。




新しい糸を出そうとしても、今度は『ファイヤーボール』を使って燃やす。抵抗むなしく、落ちてくる。




もう十分に暴れただろう。そろそろ死ね！




魔力で身体能力を強化すると、『アースウォール』を使って蜘蛛男の視界に入らないようにし、落下地点まで移動する。




蜘蛛男が着地したのと同時に、糸を出すケツの部分に乗って、背後から首を斬る。ポトリ、と頭が地面に落ちた。



「やっ……てない！　生きている！」


ダンジョンマスターが最後まで温存していた魔物だからだろうか、頭の一つ無くしたぐらいでは死ぬことはないようだ。




暴れて俺を振り落とすと、ケツから大量の糸を出して絡め取る。




引きちぎろうとしたがびくともしないので、威力を抑えた『ファイヤーボール』を自分に放って焼き切る。立ち上がって次の攻撃に備えようとして蜘蛛男を見ると、カーリンが長い爪で八つ裂きにしていた。




なぜここにいる？




そんな驚きと疑問は、次の瞬間に吹き飛んでしまった。



「か、体がッ！　ラルス！　助けてッ！！」


能力的にありえない速度で、体中に穴が開いたコレットが走ってテッブスに抱きついた。




離れた場所にいるシェムハザの息は荒く、目が血走っている。



「私の旦那様にッ、触れるなぁぁぁぁああああッ！！」


槍を前に構えると矛先が光り、高速で突撃した。




これはマズイ。テッブスを守るために魔法を使おうとして魔力を練る。



「これから面白くなるんだから、ラルスちゃんも見てなさい」


目の前に立ったカーリンが、俺に向かって鋭い爪を振り下ろしてきた。




動かなければ死ぬ。




魔法を中断してバックステップで回避する。




助けるタイミングを逃してしまい、悲惨な結末を目にすることとなった。




シェムハザの槍がコレットとテッブスの体をまとめて貫いたのだ。




遠目からでも即死であろうことは容易にわかる。




近くにいたソフィーは余波で吹き飛ばされ、地面を転がってしまった。




仲間だと思っていた相手に殺される。




そんなバカなことが起こるのか？　と疑いたくなるが、目の前の光景は変わらない。




対象に強く執着、依存すると視野が狭くなることはあるが、まさかこんな結果になるとは思わなかった。



「愛に生きる魔物が最愛の相手を殺すなんて、素敵だと思わない？」


悲惨な光景を用意したカーリンを睨む。




こいつがコレットを操らなければと、罵詈ばり雑言ぞうごんを浴びせたくなる。が、悪魔の場合は喜ばせてしまうだけなので、激情を抑え込み冷静に質問をする。



「これは、お前が望んで作ったのか？」


やはり魔物とは相いれない。こいつらは敵だ。




質問しながらも体内の魔力を練っていく。



「そうよ。私が無能なコレットを操って、シェムハザを激昂させたの。愛に狂った魔物って、本当に扱いやすくて好きよ」


大分前からコレットに洗脳の魔法を仕込んで、ここぞというタイミングで人形のように動かした。そんなところか。




人間から魔物になっても権力者に利用され、ゴミのように使い捨てられるとは、何とも哀れで救いがない。そんなことなら、せめて俺の手で殺してやるべきだった。



「愛する相手を自らの手で殺すって、どんな気持ちなのかしらね？」

　しかもコレットだけでなく、テッブスまで死んでしまった。


友人や戦友になれそうだったのに。




抑え込んでいた感情が、止められそうにない。



「なんで、そんなことをしたんだ？」


理由だ、理由が知りたい。テッブスを殺してまで実現したかったことは何だ？　ただの嫌がらせってわけじゃないだろう？




怒りを含んだ声を聞いても、カーリンは楽しそうな笑みを浮かべたままだった。



「説明するより見たほうが早いわよ」


カーリンが指さした先にはシェムハザがいた。




コレットの体をバラバラに分解して食べたことで、怒りが収まり冷静になったのか、自分が何をしたのか理解したみたいだ。テッブスの死体を抱きかかえて、血の涙を流していた。この光景に近いものを見たことがある。



「まさか、お前たちは……」

「そうよ。エヴァと同じように、種族進化させたかったのッ！！」


ああ、やはりそうだったのか。黒騎士を殺され、絶望したエヴァは種族進化した。




それと同じことがシェムハザにも起こっているようで、見た目が変わっている。黒い羽の枚数が三対六枚に増え、体内に保有する魔力量が増大していた。




さらに信じられないことに、シェムハザはテッブスが身につけていた装備を剥ぎ取ると、泣きながら肉体を食べ始めやがった。



「ああ！　素敵ッ！　食べることによって同一化しようだなんて！！　肉だけではなく魂ごと取り込んでるッ！　哀れで、愚かで、愛しい存在ッ！！　たまらないわねッ！！」


もう、話すな。




魂が汚れる。




お前の声は聞きたくない。




怒りで我を忘れて斬りかかりそうになったとき、倒れているソフィーの姿が視界に入る。




シェムハザの突進で吹き飛ばされたソフィーが、自分に回復魔法を使って立ち上がっていたのだ。テッブスを助けようとしたのだろう。駆け寄ろうとしてすぐに足が止まる。



「え……」


絶句。唖然とした表情をしていた。そうなってしまうのも無理はない。血の涙を流しながらベチャベチャと不快な音をたてて、シェムハザがテッブスを食べているのだから。




カーリンが、まだ俺に向かって何か言っているが、聞くつもりはない。相手は悪魔、魔法だけではなく言葉でも人間を惑わす魔物だ。不必要な会話をするつもりはなかった。




俺とソフィー以外は全員敵だ。そう思って行動しよう。




すべてを無視して歩き、ソフィーの隣まで移動する。




カーリンは見るだけで襲ってこなかった。



「ケガは大丈夫か？」

「はい。何があったんですか……」


怯えた目をしたソフィーが俺に聞いてきたのだが、答えるのに戸惑ってしまう。しかし、言わないわけにはいかなかった。



「シェムハザを種族進化させるために、テッブスを殺させたらしい」

「種族進化…………愛する人を殺したショックを利用したということですか……」

「執着する先がなくなって、今まで抑えていた力を解放したのかも。まあ、正しいことは、一生わからないだろうな」


話しながら、ダンジョンマスター同士の戦いを見る。




植物男はフィネの魔法を防いでいるだけ。一方的な戦いになっているが、すぐに終わるという感じではない。




フィネはシェムハザが種族進化したことには気づいていないのだろうか？




それとも、配下の魔物の変化は見なくてもわかるのだろうか？




骨の姿からは何も読み取れないが、すべてフィネが計画したことだと想定して動くべきだろう。



「次に狙われるのは俺か、ソフィーかもしれない」


戦力だといって仲間にしたテッブスを犠牲にしたのだ。俺たちにも何らかの攻撃を仕掛けてくる可能性は十分ある。



「ようやく、一つになれた」


ソフィーと話している間にシェムハザの食事が終わってしまった。テッブスのすべてを腹に収めると、立ち上がる。



「旦那さまぁぁああああああははははは！！！」


亡き男の愛称を叫び、狂ったように笑い、植物男に突進した。




元々あってないような理性だったが、完全に吹き飛んでしまった。テッブスにも戦闘狂の素養はあったが、シェムハザがそれを取り込み開花させたのかもしれない。そう思うと、一つになったとも考えられるか。いや、これ以上の想像はよそう。正気を保てそうにない。



「なっ！？　おまえッ！！」


フィネの攻撃を防ぐのでやっとという感じだったのに、シェムハザが乱入したことで植物男は戸惑い慌てていた。




ダンジョンマスター同士の戦いに、魔物が参加しても戦力になるのか？




俺は無理だろうと思っていたが、目の前の光景を見てしまうと浅はかな考えだったようだ。




元々、魔物の中でも上位に位置していたシェムハザが種族進化によって、さらに力をつけた。保有する魔力量だけでいえば植物男と大差ない。カーリン、エヴァ、ハイアムより圧倒的に上だ。今まで出会ったフィネの部下の中では、トップの戦闘能力を持っている。



「どうだ！　強いだろ！」


さっきまで戦っていたフィネは優雅に歩きながら、子供がおもちゃを自慢するような声色で言った。




予定していたよりシェムハザが強くなったのだろう。非常に機嫌がよい。



「いつから狙っていた？」

「シェムハザが旦那を見つけた瞬間から、計画していた！」

「そんな前からか……」


理由までは知らないが、フィネは配下の戦力を増強したいと考えている。エヴァの件から、その手段の一つとして種族進化を使っていることまでわかっていたのに、止められなかった。テッブスを戦力として取り込んだと、思い込んでいたせいで気づけなかったのだ。




まさかテッブスを生贄として見ていたなんて……後悔で押し潰されそうだ。



「次は何をして遊ぼうか、悩むなッ！！」


骨の状態のフィネが顎をカタカタ鳴らして笑っていた。




暗闇の中に浮かぶ青い瞳が俺を見てから横に動き、ソフィーに移った。




やはり次は俺たちを狙っているのかもしれない！



「フィネ！！　それは許さないぞッ！！」

「いいね！　いいね！！　その顔が見たかったッ！！　やっぱりラルスは特別だよ！！」


俺が殺気を放っているのに無視して小躍りしだした。




その間にソフィーを背に隠す。



「ああ、早くラルスを輝かせたいッ！！」

「断る。この戦いが終われば帰らせてもらうぞ」

「ほう……」


動きが止まり、静かにつぶやいた。




魔力が放たれてフィネからの圧力が増す。



「この私から離れるつもりなのか？」

「元々、そういった話だったぞ」


別にずっと世話になるなんて言ってない。フィネも同意したと思っていたのだが……。



「確かにそんなことを言っていた気もするな。だが、私が素直に従うとでも？」


ダンジョンマスター同士の協定を破るような魔物が、人間との約束を守るとは思えない。いや、そもそも魔物とまともな取引ができるなんて考えていない。予想していたとおりの反応ではある。



「それでも帰らせてもらう」

「逃げるぐらいなら、この場で殺すと言ってもか？」

「もちろんだ」


片腕で全力が出せない状態ではあるが、戦うしかない。




それにこれはチャンスでもある。この場で殺せばフィネは完全に消滅するからだ。相手は強力だが、アンデッドだ。聖剣の力があれば対抗できるはず。




ソフィーの剣を手放してから聖剣を創り、体内の魔力を練る。後ろにいるソフィーが刀身に魔力を注いでくれたので、いつでも戦える状態だ。



　俺とフィネの殺気が高まる。


もうすぐ、フィネたちとの対決が始まるだろう。



「逃げるなら、この場で殺すッ！」


フィネの手から黒くて丸い塊が周囲に浮かんだ。派手な魔法ではないが、周囲を飲み込んでしまうほどの呪いが濃縮されているような、そんな禍々しい雰囲気がある。触れてしまえば無事ではすまないだろう。かすっただけでも致命傷になりそうだ。




戦いに巻き込まれないように、ソフィーを俺から離す。



「なぜ、俺に執着する？　別にほかの男を狙ってもいいじゃないか」


ずっと気になっていたことだ。最初に出会ったときに撃退した。そのことで執着していると思うのだが、それにしては態度がおかしい。




ライバルや敵といった認定をしているのであれば、今みたいに直接戦いを挑んでくるはずなのだが、なぜか遠回しなやり方が多かった。逃げ出そうとするとブチ切れるし、理解できる範疇を超えている。



「一目惚れだからだッ！！」

「……！？」


意外な言葉が飛び出したので、危険な相手が目の前にいるのに、一瞬だけ呆けてしまった。




何を言っているんだ？




魔物であるフィネが俺に惚れたというのか？




種族が全く違うのに？




骨の状態なのでわかりにくいが、照れるような動きをしている。正直言って、気持ち悪い。



「興味がない。諦めろ」


背後からプレッシャーを感じていることもあり、時間をかけずに否定した。




失恋してキレるかもしれないと警戒していたが、そういったことにはならず、むしろテンションは急上昇しているようだ。やっぱりフィネのことはわからない。



「大丈夫だ！　振り向かせてやる！　だから輝きを見せてくれ！　私の愛を受け止めろッ！！」


楽しそうな声を上げたかと思うと、周囲にあった黒い魔法を放ってきた。




もちろん受け止める気などない。




しゃがみ、転がり、聖剣で打ち払っていく。




フィネの魔法が当たった地面はジューと肉が焼けるような音がするのと同時に、煙を上げて変色した。




土が腐ったのか。




攻撃は止まることなく次々と魔法が放たれてくるので、すべて聖剣で打ち払う。刀身に込められた魔力のおかげで、対等に戦えている。



「あはは！！　いいぞ！　いいぞ！　私の魔法を受け止められるのはラルスだけだッ！！」

「うるさいな」


これまでの邪悪な行動は絶対に許さない。




片腕に慣れてきたので、そろそろ反撃しようと意識を切り替えると、別の場所から魔力の高まりを感じる。




視線だけを動かすと、体中に穴の空いた植物男が叫んでいた。



「この俺を無視するなぁぁああああああ！！！！」


そういえば、植物男と戦うために来ていたんだよな。




フィネがバカなことを言うので、存在を忘れていたよ。



「死ねぇぇぇ！」


フィネに襲いかかろうとした植物男だったが、シェムハザの突進によって邪魔をされてしまう。ダンジョンマスターと対等に戦えるアイツが異常なのか、それとも植物男が弱すぎるのか。



「私を邪魔する存在は許さない」


ついさっきまで高かったテンションが急降下したかと思うと、俺に向けられていた殺気の矛先が植物男のほうに変わる。




俺に背を向けると、ゆっくりと歩き出す。




ターゲットを変えたようだ。




この隙に攻撃しようとしたが、ソフィーが駆け寄って腕の治療を再開したので、大人しく見守ることにする。敵はフィネだけではない。魔物同士が潰し合っている間に、俺たちは態勢を立て直すとしよう。







腕の治療を進めながら、魔物同士の戦いを観察する。




怒り狂うシェムハザと戦っている植物男の体はボロボロだ。さらにカーリンも参戦したので不利な状況は続く。体中に穴が空いて焦げついており、腕や足も千切れかけている。




それでも諦めていないようで、叫びながらも魔法を使った。




地面から植物のツタが大量に出現する。先端は尖っていて槍の穂先のようだ。それが無差別に攻撃してきたので、『魔法障壁』を使って後ろにいるソフィーまで守る。




カーリンとシェムハザは舞うようにして回避し、フィネは優雅に歩いている。アイツに近づくだけでツタが腐り落ちていくので、攻撃になっていないのだ。




植物系の魔物とあの魔法は相性が良すぎる。そういったことも考えて、このダンジョンをターゲットにしたのだろう。



「お前の役目は終わった。消えろ」


フィネの立っている場所を中心に植物が枯れていき、地面が黒くなっていく。背後にはデカい魔方陣が出現した。




初見の魔法だが、ヤバイということは嫌でも理解してしまう。




珍しく溜めがある。植物男が魔法の発動を邪魔しようとするが、シェムハザの猛攻によってそれも不可能。時間だけが過ぎていき、ついに魔法が放たれた。



「あははははは！！」


大声で笑いながら、魔方陣から黒い極太の光が放たれた。




カーリンとシェムハザは、高度を上げて範囲から脱出。植物男も逃れようとしたが、ダメージの影響もあって体が思うように動かない。黒い光に飲み込まれてしまった。




フィネが放った魔法はダンジョンの天井にぶち当たると、破壊して上の階に到達して止まる。




聖女二人分の力を込めた聖剣の力より威力は低そうだが、城壁は確実に壊せるだろうし、防御魔法を使って防ぐのは難しい。発動前に叩くか、放たれたら効果の範囲外に逃げるしか、対処方法が思い浮かばない。




これが俺やソフィーに向けられたときを考えると、恐ろしいな。




聖剣の力で対抗する以外の解決策は浮かばなかった。



「雑草のようにしぶとい男だな」


驚いたことに、黒い光に飲み込まれた植物男は原型をとどめていた。手足は千切れ、全身が黒くなり、呪いに侵食されながらも体を再生させている。驚異の生命力だ。




草を踏み潰しながらフィネが歩き、植物男が横たわっている前に立つ。頭上に黒い球を出した。



「た、助けてくれ……まだ、死にたくは……」

「うるさい」


命乞いを聞くことはなく、黒い球が植物男に落とされた。全身が真っ黒になり、呪いによってもがき苦しんでいる。その姿を見て、フィネは顎をカタカタと鳴らしながら楽しんでいた。




ソフィーのおかげで腕の再生は終わった。誰も俺たちのことを見ていない。




魔物同士が戦っている間に魔力も回復した。




全力を出せる状況だ。




フィネたちは瀕死の植物男を見ていて、俺たちの存在を忘れているように思える。




聖剣を持つ手に力が入った。



「ここでまとめて倒す」

「はい」


ソフィーも同意してくれたことだ。遠慮なく力を解放しよう。




聖剣を振り上げようとすると、部屋中の花の香りが強くなり、意識が遠のきそうになった。




慌てて袖で口と鼻を押さえる。



「これはアルラウネと同じ匂いです！」


ソフィーも俺と同じように袖で隠しているのだが、強力な香りはその程度では防げない。徐々に意識が奪われそうになる。何度か『キュア・マインド』をかけてもらって意識がハッキリするが、すぐに元に戻ってしまう。部屋中の地面に咲いている花をすべて焼き尽くさないとダメだ。



『ファイヤーボール』


小さい火の玉を周囲にばらまいて花を焼く。少し匂いが弱まった気がするが、まだ足りない。さらに何度も焼いていくが一気には減らせなかった。




気がつけば、呪いでダンジョンマスターは死んでいたのだが、花の匂いは消えることなく続いている。フィネたちを見ると平然としているので、人間にだけ効果を発揮しているのだろう。面倒で中途半端な罠だ。植物男は最後まで使えないダンジョンマスターだったな。




このままだとフィネたちを攻撃するどころではない。




意識を失って倒れる前に一旦、部屋を出て逃げることも考えていると、



『ファイヤーストーム』


急に視界が真っ赤になった。




とっさに『魔法障壁』を周囲に発生させ、俺とソフィーの身を守る。




魔法の使用者を探すとカーリンだった。こっちを見てウィンクしている。




攻撃ではなく、助けようとしている？




その推測が正しいと証明するように、広範囲に放たれた炎の威力は高くない。辺り一面に敷き詰められた花を焼くぐらいの威力しかなかった。




数秒後には花は焼き尽くされ、土がむき出しになる。ようやく安全になったようで、『魔法障壁』を消滅させると、部屋にこもった熱気が肌を刺激した。



「なんのつもりだ？」


見殺しにする方法だってあったはずなのだが、なぜか助けた。その理由を知りたかったのだが、カーリンは無言のまま顔を横に動かしたので、視線の先を見る。




フィネがいた。機嫌は戻っているようで、隣にはデカい魔石——ダンジョンコアがあった。




植物男が死んで出現したのか？




膨大な魔力を貯蔵する魔石であり、魔物を生み出し、ダンジョンを拡大するのに使う重要な物だ。人間に例えれば心臓や脳に近く、決して失ってはならない。




フィネは植物男が残した魔石を踏んで砕くと、俺を見た。後ろに控えているカーリンは、腕を組みながら微笑んでいるだけ。戦いが終わるとシェムハザは、狂ったように「旦那様、旦那様」と言いながら、テッブスが装備していた呪いの武具を抱きしめていた。



「ここで戦うか？」


返答次第では即戦闘になる。




聖剣を前に掲げ、すぐに力が解放できるように準備をした。



「…………いや、もう少し後にしよう」


フィネの高まっていた魔力が収まる。言葉どおり戦意はないようだ。




どちらかが死ぬまで戦うつもりだったので、急な心変わりに戸惑い、またすぐに意見を覆すのではないかと疑っていると、カタカタと不快な音を立てながら笑い出した。




ああ、これは……今すぐ戦うよりも、さらに悪い状況になる。




そう予感させる動きだ。



「私と直接戦うより、面白いことを思いついたんだッ！！」


フィネが両手を挙げると俺たちの足下に魔方陣が浮かぶ。



「ソフィー！　逃げる——」


とっさに行動したものの、発動のほうが早かった。




強い光によって視界が一時的に真っ白に塗り潰され、しばらくして元に戻る。




周囲を見る。集落に戻っていた。日は落ちかけている。通常なら広場で料理を作っている時間なのだが、誰もいない。



「戻ってきた、ということでしょうか？」


後ろからソフィーの声が聞こえ、安堵する。




別々の場所に飛ばされたわけではないようだ。




警戒しながら様子をうかがっていると、上空から禍々しい魔力を感じて視線を上げる。宙に浮かぶダンジョンコアの隣にフィネがいた。隣にエヴァとハイアム、目が虚ろなシェムハザ、楽しそうに嗤うカーリンもいる。



「準備はできているな？」

「もちろんです。いつでもいけます」


フィネの問いにハイアムが答え、エヴァが片腕を前に出す。



『クリエイト・アンデッド』


魔法が使われると、地中からグールやスケルトン、さらにはゴーストといった非実体系の魔物が出現する。数え切れないほどだ。いつの間にか囲まれていた。




さらに今度はフィネが魔法を使って地面に魔方陣を浮かび上がらせると、トレントやアルラウネといった植物系の魔物が出現した。これは転移だな。



「どうだ！　配下の魔物が増えたんだ！　すごいだろッ！！」


ゆっくりと降下するフィネが楽しそうに言った。





ダンジョンマスターを倒すと、ダンジョンを手に入れられるだけではなく、配下の魔物まで使えるようになるようだ。






所有するダンジョンを増やし続けていけば、最強の魔物軍団が完成する。こいつらが本気になれば俺たちは根絶やしにされるかもしれない。そういった危険性を感じさせる出来事だった。



「まあ、手に入れたはいいが、アンデッドと違って使い勝手が悪くて。食事が必要なんだよ」


ヴァンパイアなどの一部を除けば、アンデッドは不眠不休、さらに食事も不要という便利な体だからな。そういったものに慣れると、生物系の魔物は扱いにくいと言いたいのだろう。



「だからといって、食事をする度に襲うなんて効率が悪い！」


くそッ、ああ、そこから先は言われなくてもわかる。わかってしまった……。




もう何も言葉を発さないでほしい。知らないままでいたい。




無駄だとわかっていても、そう願わずにはいられなかった。



「そこで、食用として人を飼うことに決めたのだッ！！　私は賢いなッ！！」

「…………」

「なんだ、そんなに悲しむことか？　人間だって同じようなことをしているだろう。まさか自分たちが許され、魔物はダメとは言わないよな？」

「そんなことを言うつもりはない。で、マリーたちはどうした？」

「まだ生きているが……この戦いが終われば、こいつらの食事として使わせてもらうッ！！」


こいつらとは、新しく配下に加えたアルラウネやトレント、蜂や蟻といった魔物たちだ。




マリーたちを助けたければ、魔物たちを全滅させるしかない。




逃げ場はないし、選択肢は一つだ。いいぜ。望みどおり戦い、最後はフィネを消滅させてやる。




俺を挑発したことを後悔するんだな。




魔王降臨





今すぐにでも地上に降りたフィネに向けて聖剣の力を解放したいが、転移魔法で避けられてしまうだろう。一度使ってしまえば溜めの時間が必要となるので、当てられると確信できるタイミングで使うべきだ。ソフィーの魔力残量を考慮すれば、何度も使える技ではないので、慎重に進めたい。




まずは間引くか。



「ソフィー！」

「いきます！」


転移魔法で出現した、樹海ダンジョン産の魔物は多くない。周囲を囲んでいるのはアンデッド系。そいつらの天敵である元聖女がこっちにいるのだ。数など問題にならない。



『ターンアンデッドッ！！』


白い光が、数百もいるアンデッドを包み込む。




スケルトンの骨は溶け、ゴーストは一瞬で消え去り、ゾンビの肉体は崩れていく。フィネたち上位レベルの魔物は黒い膜で防いでいるため効いていないが、雑魚を一掃するには十分な威力だ。



『ファイヤーボール』


次はトレントや気持ち悪い昆虫どもを消滅させていく。




炎系の魔法に弱いので、爆発によって粉々に砕いた。まとめて一掃するというわけにはいかないが、順調に数は減っていく。




近づいてくる魔物を優先して攻撃しているので、接近戦にはならない。




すぐに全滅させられるだろう。



「雑魚を集めたところで、意味はないか……さすが、私のラルスだなッ！！」


苦労して手に入れた新しい配下が殺されているというのに、相変わらずフィネは余裕の態度を崩していない。




待ってろよ。すぐに殺してやる。




殺気を隠すことなく睨みつける。




それが嬉しいのか、フィネのテンションがさらに上がっていく。



「ああ、最高ーーッ！！　もっと私をその目で見てくれッ！　次は何をしようか悩んでしまうなッ！」


腕で自らの体を抱きしめながら、クネクネと動いている姿は気味が悪い。




配下の魔物は何も感じていないどころか、カーリンやハイアムは好意的な視線でフィネを見ている。エヴァは無反応、シェムハザは虚空を見ている。まとまりがない集団だ。



「うーん。ここはエヴァかな。元仲間との殺し合いショーが見たいッ！」

「フィネ様、種族進化したばかりで、まだ調整中なのですが……」

「黙れ」


殺気とともに魔法が放たれ、上空にいるハイアムの下半身が吹き飛んで地上に落下した。




気に入らない発言をした配下を瀕死の状態に追い込むとは。




周囲は、そんな蛮行を目撃しても逆らう気配を見せない。




ダンジョンマスターが絶対的な存在だと思わせるやりとりだった。



「私はそんなこと聞いてないッ！」


フィネは体の再生を始めているハイアムの頭を掴むと、カーリンに投げつけてから顔を上げてエヴァを見た。



「ラルスを全力で殺せ。できるな？」


エンシェントヴァンパイアとなったエヴァは無言でうなずくと、シェムハザと同じ真っ黒い羽を動かして地上に降り立った。




フィネたちが話している間に雑魚はほとんど倒した。




黒騎士を喪い、強くなったエヴァと再戦しなければいけないようだ。



「元気にしてたか？」


全身から殺気を放っているエヴァに声をかけた。



「…………」


俺のことを睨みつけてくるだけで無言だ。声は聞こえているはずなんだがな……。




人間だったころの記憶や人格は残っていないのだろう。




崩れかけた教会で再会したときもたいした反応はなかったので、その可能性は十分にある。もしくは種族進化した際にすべてを失ったか。考えても答えは出ない。




無言のエヴァがナイフを取り出すと、自分の手首を思いっきり切った。




血が流れ出て、それが剣の形になる。



「血で作った武器か。ヴァンパイアの体にも慣れたみたいだな」

「…………」


少し挑発気味に言ってみたが、やはり反応はなかった。




対話はできない。諦めるしかないか。



『ホーリーブレス』

『ダークブレス』


ソフィーが俺を、エヴァが自身を強化する魔法を使った。




魔法の支援は十分だ。体内の魔力を練って身体能力を強化していく。




一足でエヴァの前に立ち、聖剣を振り下ろした。



「受け止めるか」


エヴァは元回復師だ。接近戦の能力は高くなかった。魔物になった今でも変わりないだろう。そんな予想をしたうえでの行動だったのだが、血の剣で受け止められてしまった。能力は生前よりかなり高い。




ギリギリと音を立てながら押し合いをする。




力は俺と互角。腕力だけで殺すのは難しいが、強敵というわけではない。




このまま押し合いをするつもりはないので、大きく後ろに跳躍する。




エヴァは空中にいる俺を見上げながら魔法を放とうとするが、それは悪手じゃないか？




戦う相手は俺だけじゃない。ソフィーもいるんだぞ。



『ホーリーランス』


白い槍がエヴァに殺到した。




聖魔法を無効化させる余裕はないようで、エヴァは慌てて『魔法障壁』を使い防ぐが、三本目が突き刺さるとガラスが割れるような音とともに突破されてしまう。腹、腕、足などに次々と刺さっていき、吹き飛んでしまった。




仰向けのまま地面に横たわっている。



「止めを刺すぞ！」

「はい！」


ソフィーは追加の『ホーリーランス』を使った。




エヴァの頭に向かって三本の白い槍が向かうが、当たる直前に霧になって逃げてしまった。




上空に霧が集まりエヴァの体が出現する。体には穴が空いて白い煙が出ている。聖魔法で攻撃されたため、回復が阻害されているようだ。




空を飛ぶような魔法は使えないので、このままだと手が届かない。叩き落とそう。ソフィーに視線で合図を送ると、小さくうなずいてくれた。



『フォース』


神の威圧と呼ばれている聖魔法の一つで、エアハンマーのように面で攻撃する効果がある。上空に半透明の大きな目が出現すると、視線の範囲に大きな圧力がかかる。『魔法障壁』を使ったエヴァごと地面に叩きつけた。




よし！　予定どおりだ！　威圧は無効化できないようだった。




ソフィーが魔法を使ったのと同時に走り出していた俺は、地面の上に横たわっているエヴァの四肢を聖剣で切り飛ばす。




普通の武器ならすぐに再生されてしまうだろうが、今は刀身に強力な聖魔法の力を宿している。切断面から白い煙が出て、回復を阻害していた。



「ああぁぁぁぁああああ！！」


手足を失ったエヴァは痛みで転がっている。焼けるように痛いのだろう。『ホーリーランス』より強力だったようで、霧になって逃げる余裕すらないみたいだ。




この状態なら魔法すら使えないはず。首をはねて終わらせることもできる。このまま止めを刺してもいいのだが……それはフィネが望む行動だ。




アイツの裏をかかなければ、この場は切り抜けられないだろう。




あえて逆の行動を取ることにする。



「次は誰が相手になるんだ？」


エヴァを踏みつけながら、フィネを睨みつける。




視線で次はお前だぞ、と伝えた。



「エヴァは生きている。私と戦いたいのなら、さっさと殺すんだッ！」


俺の手で殺すことに意味がある。そんなことを言っているようにも聞こえた。




思いどおりにはさせない。




テッブスを喪った今、もう失敗したくないのだ。




フィネだけは絶対にこの場で終わらせてやる。



「わかったよ」


苦痛で顔を歪めているエヴァの体を蹴って、フィネの近くにまで飛ばす。




ゆっくりと歩きながら、聖剣の力を解放する準備を進める。




俺が近づくのを警戒したのか、カーリンとハイアムは地上に降りてフィネの後ろに立った。



「お前が人間だったころはいろんな嫌がらせをしてくれたな。恨みがない、とは言わない」


転がっているエヴァの前に立つ。




思い返せばコイツはリヒトに心酔していたので、ローザとは違って俺に様々な嫌がらせをしてきた。パーティから追い出されるきっかけを作った女でもある。ソフィーと出会ってから薄れていたが、目の前にすると恨みというものが少しだけ湧いてくる。



「嫌っていた男に殺されるって、どんな気分だ？　リヒトと同じように殺してやるよ」


涙目になりながらも睨みつけてくる元気はあったようだ。



「すべて終わらせよう」


聖剣の力を放つ準備を進める。



『創造神に反抗する愚かで矮小な魔物たちよ。私が代行者として審判しよう』


目標はエヴァ……ではなく、フィネだ！



『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！』


聖剣から放たれた極太の白い炎は、地面に横たわっているエヴァの上を通り過ぎて、近くに立っているフィネに直撃した。




このタイミング、距離なら転移魔法で逃げられないだろッ！！




ソフィー一人分とはいえ、トレントの集団を消滅させたほどの力だ。無傷とはいかないはず。もしかしたら、この一撃で倒せたかもしれない。そんな期待もしている。




白い炎が収まると、ボロボロのローブは吹き飛び、全身の骨が溶けて砕けそうになっているフィネがいた。




後ろにいたハイアムとカーリンは真っ黒に焦げていて、倒れている。上位の魔物だと考えれば生きている可能性もあるが、俺の目からは死んでいるようにも見える。




恐らく同時に『魔法障壁』を作って防いだのだろう。フィネだけだったら、確実に仕留められたな。



「可能性としては考えられたが……一番つまらない結果になったな」


死にかけたというのに、フィネの第一声はそれか。




ほかに言うことはないのか？



「なぜエヴァではなく、私を攻撃した？」

「そんな簡単なことすら理解できないのか」


エヴァやコレットが魔物になったのも、テッブスが死んだのも、すべてフィネが裏で暗躍していたからだ。




俺が知らないだけで、ほかにもいろいろとやっているだろう。




諸悪の根源ともいえるコイツを倒せば、マリーたちを救うだけではなく、将来の悲劇も避けられるのだ。死にかけのエヴァより優先して狙うのは、当然だと思うのだが。



「当たり前だッ！！　私より下等な種族のことなど、わかりたくもない！！　なぜ、私の愛を受け止めない！！」

　下等種族と見下している人間に愛情を抱く。

　こいつは矛盾した発言をしていることに気づいていないのか？


そんな傲慢で一方的、押しつけるような愛なんて受け止めるはずないだろ。




興奮したフィネは俺しか見ていない。




俺の背に隠れて、ソフィーが刀身に聖魔法の魔力を注いでいる。準備が終わるまでは時間を稼ぐぞ。



「見下している限り理解するのは不可能だ。一生わからないままでいろ」

「ふざけるなッ！！　それでは面白くない！！　ラルスのことが、わからないじゃないか！！　理由を教えるんだ！！」

「俺は、お前を楽しませるつもりはないし、理解してもらいたいとも思わない。諦めろ」

「嫌だ！　嫌だ！　一緒にいるんだッ！！！！」


何度も地面を踏みつけて叫ぶフィネが、骨の再生を止めると、空中に浮かんでいたダンジョンコアが隣にまで降りてきた。




フィネは空中で指を動かし、何かを操作しているようなしぐさをする。



『ファイヤーランス』


魔法で邪魔をしようとしたが、フィネの『魔法障壁』によって消滅する。斬りかかっても同じような結果になるだろう。中途半端な攻撃をしてチャンスを逃すぐらいなら、ソフィーの魔力が注ぎ終わるのを待ったほうがいい。




刀身は光り始めているがまだ弱い。




先にフィネのほうが動いた。



「イライラするッ！！　頭痛が治まらない！！」


ダンジョンコアが砕け、内包されていた魔力がフィネに吸い込まれていく。




骨の傷は一瞬にして治り、完全に回復した。




さらに片手に魔道書が出現する。あれは前に使っていたのとは表紙のデザインが少し違う。禍々しいのは変わらないが、生物の骨ではなく皮で作られているようだ。



「私はラルスの輝く姿が見たかっただけなのに……思うとおりに動かないなら、面白くない！　私の手で終わらせてやるッ！！」


魔道書を使って、巨大な魔法を使うのはわかりきっている。




攻撃して中断させようとしたが、ソフィーに止められてしまった。



「動かないでください！」


必死の声に青ざめた顔。俺が想像している以上に、マズイことになりそうな気配がする。




詳しい説明をする余裕はないみたいで、ソフィーは聖魔法を使う。



『サンクチュアリ』


聖域と呼ばれる結界が周囲に張られた。状態異常を起こすような攻撃を防ぐことができる。それを使ったということは、フィネと同等以上のヤバイ魔物が出てくるということだ！



『我が魔力を糧にして蘇れ！』


フィネが魔道書を使って魔物を召喚した。




今までは生物の命を代償にしていたが、今回は自分の魔力らしい。ダンジョンコアから吸収した魔力が魔道書に吸い込まれ、空中に禍々しい黒色の魔方陣が出現した。




そこから大きなハエが降りてくる。周囲を汚染するような魔力をまき散らし、高速で動く羽からは、黒い鱗粉のようなものが出ている。全長は目測で十メートル近くあり、フィネ以上の魔力をもつ。




存在を目にしただけで後ろに下がってしまいそうだ。




今までに感じたことのないプレッシャーだった。



「ハエの王……」


ソフィーがつぶやいた名前は悪い意味で有名だ。俺だけじゃなく、田舎の子供ですら知っている。




過去、魔王と呼ばれる強力な魔物が出現したことがあった。教会が定めた勇者と聖女、各国の軍事力を投入してようやく勝てたのだが、その魔王の一つがハエの王である。病を振りまき、大陸全土の人口を大きく減らしたことで有名だ。



「まさか、過去の強力な魔物を蘇らせたのか？」

「アンデッドとして、ですね。見てください。体が崩れかけています」


ソフィーに指摘されてようやく気づいた。ところどころ、表皮が破けて、肉がむき出しになっている。ボトリ、ボトリと緑の体液が落ちて土を汚染していた。



「ラルスさん……」


怯えた声を出すソフィーの気持ちが痛いほどわかる。




人類が総力を挙げて戦い、ようやく勝てた魔物と対峙しているのだ。




たった二人で戦えだなんて、無茶な話だ。




逃げ出したいのだが、海に囲まれた島では無理だな。みっともなく命乞いをしても、癇癪かんしゃくをおこしたフィネには届かない。



「戦うしかない」


聖魔法のおかげでハエの王がまき散らす呪いが緩和され、発狂などの状態異常が発生せずに済んでいる。




戦う資格ぐらいはあるはずだ。



「ブォォォォ」


汚い叫び声とともにハエの王が急降下すると、前足で俺を掴もうとしてくる。横に跳躍して避けると、魔法を放つ。



『エアハンマー』


風の塊をぶつけて、一瞬でもいいから動きを止めようと思ったのだが、それすら叶わなかった。当たる直前に魔法の効果が消えたのだ。




傷をつけられるとは思っていなかったが、まさか無効化されてしまうとは。中途半端な魔法は、自分の魔力を減らすだけになる。




ダンジョンコアを一つ潰してまで蘇らせた、魔王の能力は恐ろしく高い。




勝機があるとしたら、肉体が腐っていることだろうか。




今もボトボトと地面に落ちているので、長くは持たないはず。




時間を稼げば自滅してくれるかもしれない。




短期ではなく長期で戦う方法を考えよう。



「私のことも忘れないでほしいなッ！」


そんなことを考えて距離を取ろうとしていた俺に、フィネが放った黒い球体の魔法が迫ってきた。『魔法障壁』で防ぐが、動きが止まってしまう。




ハエの王が再び前足で俺を掴もうとする。俺の『魔法障壁』を突き破り、頭上に近づいてきた。髪がかするぐらいのタイミングで横に転がって回避。立ち上がると、黒い球体が三つ目の前に迫っていた。



「うぉぉおおおお！！」


声を上げなら聖剣を振るって弾く。




次の攻撃を警戒してハエの王を見ると、透明な羽の動く速度が上がって魔方陣が浮かび上がる。




やばい！　と思ったのと同時に、真っ黒い瘴気をまとった極太の黒い光が放たれた。



「私も手伝います！」


ソフィーが隣に来て一緒に『魔法障壁』を使う。




視界が真っ黒になり、二重で張られた『魔法障壁』の一枚目が浸食され、溶けていく。魔力を注いで修復するが、削られるスピードのほうが早い。



「数秒で突破される！」

「任せてください！」


すぐに俺の『魔法障壁』は突破されてしまい、ソフィーの『魔法障壁』に黒い光が当たる。サンクチュアリと同時に使っているため、負担は大きい。汗を浮かび上がらせながら、必死に魔法を維持していた。




ソフィーが稼いでくれた貴重な時間を使って、呼吸を整えて魔力を練る。




もう一度『魔法障壁』を使った。




先ほどより黒い光の威力が落ちているように感じるので、終わりが近いのだろう。この程度であれば何とかなる。今度はもちそうだ。



「ありがとう。後は俺一人で大丈夫だ」


俺の言葉を聞いて安心したソフィーは、疲れた顔をしながらも笑ってくれた。




しばらく耐えていると、黒い光が消えて周囲が見えるようになる。




周辺の地面は呪いに汚染されて黒くなり、その上にハエの王が降り立つ。フィネが跳躍すると背に乗った。



「どうだ？　考えを変えるなら今のうちだぞ」


圧倒的な力を見せつけて屈服させようとしていたのか。




こんな状況になっても、まだ引き留められると思っているのが、哀れに感じる。俺たちは知性を持った別種族、決してわかり合えることはないのだ。



「この程度で勝ったつもりでいるのか？」


ハエの王との戦いに苦労しているが、それでも強気の姿勢は崩さずに挑発した。




マリーたちには悪いが、人質が殺されたとしても降参するつもりはないし、暴力に屈するつもりもないのだ。




ソフィーと平和な暮らしを目指すのであれば、フィネは大きな障害になる。だから、ここで殺す。そう心に決めていた。



「その反抗的な目は最高だッ！　私だけを見てくれッ！」


フィネから黒い煙が出てきた。それがハエの王の体にまとわりつく。呪いか、毒か、または別の何か、か。特殊な効果が付与されたとみていいだろう。



「今なら聖剣でまとめて倒せるか？」

「はい。ですが、三度目は打てません。チャンスが来るのを待ってから使いましょう」


聖剣へ魔力を注ぎ、さらには『サンクチュアリ』に『魔法障壁』を使ったのだ。残りの魔力量を考えると次はないか。




まとめて倒そうとして聖剣の力を解放しても、ハエの王とフィネが、同時に『魔法障壁』を発動させて防いでしまう。フィネが一人になったときに使うのがベストだ。



「先にハエの王を倒すか」


仲間がいない状態では、待っていてもチャンスは訪れない。




俺が作るしかないのだ。



「行ってくる」


全力で駆け出す。ハエの王が創り出した黒い槍を跳躍で回避し、フィネが放った黒い球体は聖剣で弾く。着地と同時に膝を曲げて今度は全力で跳ぶと、ハエの王の頭部に近づき、聖剣を縦に振るう。フィネの『魔法障壁』と衝突した。多少の抵抗は感じたものの本気ではなかったようで、刀身に込められた聖魔法の力が上回る。『魔法障壁』ごと、ハエの王の頭部を半分まで斬った。さらに力を入れていく。



「もう一度、人間に倒されろッ！」


魔王の時代は終わっているのだ。さっさと消えてくれ。




そんな願いを込めた言葉だったのだが、フィネの力によって体の動きを止められてしまった。気がつくと俺の体に黒い靄もやがまとわりついていた。俺の肌をゆっくりと腐らせているようだ。ハエの王の頭部を切断する前に、聖剣を握ったまま落下する。




地面に叩きつけられた後、ハエの王の細い手足に体を握られてしまい、目の前にハエの顔がある。聖剣で傷つけた箇所は再生されていた。




一撃で殺すようなダメージを与えるか、もしくは再生が追いつかないほどの連続で攻撃する。そういった圧倒的な力がないと倒せなそうだ。クソッ、手も時間も足りない。



「ふふふ、ついに捕らえたぞッ！！」


骨から少女の姿に変わったフィネが笑っていた。




呼吸も苦しくなってきたので何も言えない。全身に虫が這いずり回るような感覚があり、よくないものに冒されているような、そういった不快感まで出てくる。




ソフィーの『サンクチュアリ』を突破する強力な魔法か。こんなものを使われてしまえば、抵抗できない。




ハエの王の背に乗っていたフィネは、器用に手足の上を歩き、俺の目の前でしゃがんだ。




人差し指で俺の顎を触ると、強引に顔を上げさせてくる。



「全身を腐らせる呪いだ。筋肉は弱くなり、後数分で呼吸する力すら残らなくなるぞ」


ジワジワと殺していく、嫌らしい能力を持った魔法だな。



「私のものになると言えば、助けてやる。どうする？」


勝ち誇った声がムカつくが、意志に反して体はピクリとも動かない。




せめてもの抵抗として睨みつけたんだが、フィネに喜ばれてしまい意味はなかった。



「ソフィー……逃げて…………くれ」


必死な顔をして叫んでいる彼女に言ってみたが、島から逃げ出す方法なんてない。




ハエの王に体を握られてしまい、骨がギシギシと音を立てている。黒い靄が全身を蝕むしばみ、顔を動かすことすら難しい。




フィネが言っていたとおり、呼吸すらままならなくなってきた。




最後に残った意地で聖剣は持っているが、振るえなければ意味がない。




フィネの顔がゆっくりと迫ってくる。




ああ、これはなんだ、キスでもしようとしているのか？




最悪だな。悪夢でも、もっとましな内容だぞ。蜘蛛男のように魔眼を持っていれば、この場で殺せたかもな。そんな無駄な思考ばかりが脳内を駆け巡る。




せめて言葉で攻撃してやろうと思ったが、口を動かすことすらできない。呼吸が徐々に止まっていく。




意識が薄れていき——。



「なぜ、お前がッ！！　私の命令が聞けないのか！？」


目の前のフィネが文字どおり吹き飛び、目の前にシェムハザが立っていた。




俺を見下ろす立ち姿がなぜかテッブスと重なる。




呪いのせいで幻覚を見ているのか？




シェムハザが持っている槍の穂先が光る。それを一振りしただけで、ハエの王の手足が数本斬り落とされた。




動けない俺は落下するが、途中でシェムハザに抱きかかえられて無事に着地する。




走り寄ってきたソフィーに渡された。



「デカいほうは俺が倒す。フィネは任せたぞ」


俺たちの返事など待たずに、シェエムハザは飛び出してしまった。




ソフィーは俺を地面に置くと魔法を使う。



『ディスペルカース』


全身を蝕んでいた呪いが消えていき、全身に力が戻ってくる。ソフィーの使う聖魔法の効果は強力で、すぐに動けるようになった。



「迷惑をかけたな」

「そんな！　迷惑だなんて思っていません！　それより体は大丈夫ですか？」

「ああ、元どおりだ」


立ち上がって腕を回してみる。さっきまでの状態が嘘のように調子はよい。




俺を助けたシェムハザを見ると、ハエの王と戦っていた。戦闘能力は十分に発揮できているようで、拮抗しているようにも見える。



「あいつはさっき、俺と言っていたな。もしかして——」


疑問を言葉にする前にソフィーが口を開いた。



「聖魔法に『ソウルチェック』という、体が魔物に乗っ取られているか調べる魔法があります。先ほど、それを使いました」

「結果は？」

「肉体はシェムハザさんのものですが、中身は人間、恐らくテッブスさんです」


やはりそうだったか。理屈はわからないが、シェムハザが種族進化した際に取り込んだテッブスの魂が体を乗っ取り、助けてくれたようだ。



「肉体は消滅しても魂、精神は生きている。そういうことか？」

「ええ、本来ならありえないのですが……」

「だがテッブスはやってのけた」

「はい。驚嘆するべき事実です。その精神力は、歴代の戦士や勇者と比べても劣りません。いえ、上回るでしょう」


奇跡を呼び起こし、俺を助けてくれたのだ。




創造の能力を偶然手に入れた俺より、アイツのほうが勇者に相応しい。ハエの王と戦う姿を見ると、そんな風に思えてしまう。



「行ってくる」


死しても魔物と戦うテッブスを見て、戦意が湧き上がらないようなら戦士失格だ。




俺も自分の役割を果たさなければならない。



「気をつけてください」


もう一度、同じ戦場で戦える。そんな喜びすら感じながら、聖剣を持つ手に力を入れると、魔力で下半身を強化して勢いよく飛び出す。




目指すは、地面に倒れているフィネだ。



「ぁぁぁぁぁああああーーーーッ！！　楽しくない！　私はすべてを超越する存在になったのに、なぜ思いどおりに動かないのだッ！！　」


叫びながらフィネが立ち上がった。今まで見たことがないほど顔を歪め、頭をかきむしっている。




考えていないようで計画して行動を進めるアイツにとって、シェムハザの妨害はそれほど予想外だったのだろう。最後の最後、俺を殺すか手に入れるか、そんなタイミングですべての予定が崩れたのだ。




これほど愉快な出来事もない。




下等種族と見下し、人間の力を、意志を、想いを、存在を侮辱したお前に相応しい結末を与えてやるッ！！




全身の痛みは残っているが、そんなこと気にしていられない。




背中を任せられる仲間が頑張っているのだ。




持てるすべての力を出し尽くす！



「終わらせてやる」


魔力を練って、全力で身体能力を強化する。筋肉がプチプチと切れるような音が聞こえ、全身の痛みが強くなる。心臓の鼓動が速くなり、こめかみに血管が浮き出ているのがわかる。顔は真っ赤になっているだろう。




長い付き合いだったが、これで終わりだ。




意識が散漫とし、隙だらけのフィネに高速で近づく。俺の存在に気づいたフィネが『魔法障壁』を使い、振り下ろした聖剣と衝突した。




止まったのは一瞬。刀身に込められた聖魔法の力と俺の強化された筋力によって、『魔法障壁』を突破。逃げようとしているフィネの腕を斬り飛ばす。さらに聖剣を振り上げると、もう一方の腕も斬り捨てた。




さらに続いて頭を割ろうとしたが、その前に黒い球体が飛んできたので横に飛んで回避。直撃しそうな数個は聖剣で弾き飛ばす。




再び距離を詰めて聖剣を振るい、肩から腹にかけて切り傷を与えるが、痛みは感じていないようだ。流れ出た血が槍の形をして俺に向かってくる。




聖剣で叩き落とすものの、量が多い。あと一歩前に進めば首を斬れそうなのだが、その一歩が遠い。仕方がないと諦めて、距離を取る。



「もういい……」


少女の姿を維持したフィネが静かな声で言うのと同時に、体内の魔力が膨れ上がった。




漏れ出した禍々しい魔力が俺の肌をチリチリと刺激し、地面に生えている雑草が黒く変色して、枯れていく。




ソフィーが使っている『サンクチュアリ』がなければ、この場に立っていることすらできなかっただろう。



「……殺して私のものにしよう」


フィネの背後にデカい魔方陣が浮かぶ。




あれは植物男を殺すときに使った魔法だ。ダンジョンの天井を破壊するほどの威力があり、放たれれば『魔法障壁』なんて、水に浸した紙のように溶かされてしまうだろう。後ろにいるソフィーだって巻き添えを食らう。




守りは無意味だ。最大の攻撃によって打ち負かすしかない。



「死ぬのはお前だ」


聖剣を前に掲げて、力を解放するワードを言葉にする。



『創造神に反抗する愚かで矮小な魔物たちよ。私が代行者として審判しよう』

「私はダンジョンマスターのフィネ！　アンデッドを統べる王であり、魔物の頂点に立つ者だッ！　人間ごときに負けるはずがない！！」


だからなんだ？




お前は見下した人間に負けるんだよッ！！



『お前を神敵として認める。即刻、消滅せよ！』


聖剣を前に突き出すと、白い炎がフィネに向かって放たれる。対抗するように魔方陣から出た黒い光の線と衝突した。




衝撃波によって髪がなびく。




刀身に込められた魔力が減って、長くは持たない。だがフィネだって同じだろう。連戦で魔力は大きく消費している……はずなのだが、先に力尽きそうなのは俺のほうだった。刀身の光は急速に衰えていく。



「うぉぉおおお！！」


声を上げて気合いを入れるが、聖剣が出した力は黒い白い炎に飲み込まれつつあった。




クソッ！！　聖女一人分では力が足りなかったのか！？



「まだ、負けてません」


俺の耳元にソフィーの声が聞こえた。




背中にピッタリとくっつくと、両手が聖剣のほうに伸びる。



「残していた魔力、全部出しちゃいますね」


再び聖剣の刀身が輝きだした。聖魔法の魔力が注がれているのだ。




聖剣から出る白い炎が黒い光を押し返していく。



「私は負けないッ！　ラルスを手に入れ——」


巻き返そうとしていたフィネだったが、叫んでいる途中で聖剣の白い炎に飲み込まれてしまった。




聖剣から放出された白い炎が弱まり、周囲が見えるようになった。




フィネの体は半分以上吹き飛んでいて、傷口からは白い煙が出ている。聖魔法の力が体を焼いているのだ。




まだ続いている戦闘音が気になりテッブスを見ると、上空から急降下してハエの王を槍で突き刺していた。衝撃に耐えられずハエの王は地面に落下する。再び上空に浮かんだテッブスは、いつのまにか全体が黒く光りだした槍を構えた。




どうやら溜めが必要なようだ。




俺の魔法で時間を稼ごう。



『アースバインド』


土の紐で、飛び立とうとしたハエの王の動きを止める。鬱陶うっとうしそうに引きちぎるが、さらに同じ魔法を使って、動きを阻害する。




邪魔をしているのが俺だとわかったのだろう。睨んできた。



「よそ見をしていていいのか？」


そう言って上空を指さす。ハエの王がつられて顔を上げた。



「よいサポートだ。助かったぞ」


テッブスが槍を投げた。流星のように光の尾を引きながら、動けないハエの王の頭部に直撃すると、同時に蒸発。爆風がこっちにまで来て、吹き飛ばされそうになる。




周囲が静かになると、頭部を失ったハエの王が地面に倒れ、肉体がグズグズと溶けていく。




アンデッドとして蘇り弱体化しているとはいえ、テッブスは強力な一撃で魔王を倒してしまった。恐るべき攻撃力だ。




仲間でよかったと安堵していると、後ろからドサッと倒れる音が聞こえる。




振り返るとソフィーが地面に横たわっていた。



「大丈夫か！？」


しゃがむと抱きかかえて様子を見る。




体内の魔力を使いすぎて気絶してしまったようだ。回復するまで目覚めることはない。少しの間、寝たままだろう。




こんな状態になるまで聖剣に力を注いでくれたおかげで、窮地きゅうちを脱することができた。ソフィーには感謝の気持ちしかない。



「もう少し、我慢していてくれ。すぐに終わらせる」


立ち上がりフィネの前に立つ。



「ラ……まだ…………」


最後の言葉なんて聞かない。ここで終わりだ。



「消滅しろ」


聖剣を突き立てようとするが、刺さる直前にピタリと止まってしまった。




顔を動かして邪魔をした犯人を見る。



「どういうつもりだ」


隣には三対六枚の黒い羽を持ったテッブスが、俺の手を握って動きを止めていたのだ。瞳は黒と蒼が混ざり合ったような色をしている。




シェムハザが黒、テッブスが蒼だったので、意識が主導権を取り合っているのか？




マズイな。表面に出ている意識がテッブスなのか、それとも愛に狂った魔物なのか、判断できない。



「逃げろ」

「どういうことだ？」

「もう、持たない。後少しで、こいつが暴れる。その前にこの島から出るんだ」


言いながら俺の手を握る力が強くなる。ギチギチと骨がきしむ。痛みで顔を歪めてしまった。



「バカなことを言うな。フィネを殺さなければ、逃げ出すことすらできない」


ここは島だ。歩いてヤンには戻れない。フィネを殺してダンジョンのすべてを手に入れなければ、脱出できないのだ。




それに今までの所業を考えると、フィネだけはこの場で確実に殺しておきたい。



「牢獄の中に隠し部屋……転移魔方陣が…………」


俺の言葉を無視して話し続けていたテッブスの瞳の色が、黒く塗り潰された。




とっさに腹を蹴って突き飛ばし、距離を取る。




空中で態勢を整えて着地したシェムハザが叫ぶ。



「旦那さまぁぁ！！　なんでこの男を気にするのッ！！　私だけを見て、ともに生きましょうッ！！」


意識が切り替わってしまったようだ。だが、まだ完全に奪い取られたわけではない。その証拠に瞳の色が、一瞬だけ蒼に変わっていた。




テッブスが体の制御を奪い取ろうとしているのだろう。




最後まで抵抗するのを諦めていない。その胆力に敬意を抱く。




足下にいるフィネを見る。




突き刺しただけでは殺しきれないだろう。完全に消滅させるには、数十秒、いやそれ以上の時間が必要かもしれない。




テッブスが稼いでくれている、貴重な時間を無駄にするわけにはいかない。




優先すべきは、守るべき者は……ソフィーだけだ。




シェムハザに追いつかれたら消耗しきった俺が勝てる見込みはない。




聖剣を消すと、反転してソフィーを抱きかかえて逃げ出す。




背後から膨大な魔力と叫び声が聞こえたが、後ろは振り向かない。無視だ。




全力で逃げ出し、森の中に入る。




息が乱れて汗が目に入るが、背後から迫ってくる気配があり、足は止められない。




転移魔方陣が見えてきたので、ソフィーを抱えたまま入る。




光に包まれると、次の瞬間には石壁に囲まれた部屋に移動していた。




ここまできてようやく安心感が湧き上がり、ソフィーを優しく床に置く。




疲労が全身を襲い、膝を突いたまま立てなくなってしまった。



「ハァ、ハァ、ハァ」


息は乱れたまま、汗がポタポタと地面に落ちる。




シェムハザから逃げ切れただろうか？




テッブスとシェムハザで体の主導権を奪い合っていたので、戦わずに済んだが、このまま終わるとは思えない。休憩が終わったら、もっと遠くに逃げなければならないだろう。



「ここは？」


呼吸を整えているとソフィーが目を覚ました。




仰向けに寝たまま、顔だけをこちらに向けている。



「コレットが捕まっていた牢獄の近くだ。隠し部屋にヤンへ戻れる転移門があるらしい」

「ようやく帰れるんですね」


壁に手をつけながらゆっくりと立ち上がる。まだ魔力が完全に回復していないのだろう。フラフラしていて、危なっかしい。




ソフィーの体を支え、そのまま背中に手をやった。



「それで、フィネは倒せたのでしょうか？」


耳元でささやかれた。



「止めを刺す直前にシェムハザが襲ってきそうだったから、逃げ出した。ダンジョンのすべてを手に入れたという感覚はないから、二つの可能性が考えられる。まだ生きているか」

「もしくはシェムハザが殺した、でしょうか？」

「ああ、そのとおりだ」


フィネが樹海ダンジョンの魔物を扱えるようになったことから、ダンジョンのすべてが手に入るという噂は真実だ。




俺がフィネを殺したのであれば、何らかの変化があったはず。それがないということは、俺とソフィーが指摘した可能性しか残らないはずだ。




フィネが生きていて、シェムハザの暴走も終わった。そういった考えは楽観的すぎる。フィネは死に、シェムハザがダンジョンマスターの力を手に入れて暴走を続けていると考えるべきだ。



「シェムハザが追ってくるかもしれない。そろそろ行こう」

「はい」


テッブスに借りを返せなくなるのだけは心残りだが、今は逃げに専念するべきとき。




今は亡き男に感謝をしながら、俺とソフィーは牢獄に向かって歩き出した。






◇　◇　◇





シェムハザから逃げ出した俺たちは、テッブスが教えてくれた隠し部屋を探していた。




細い通路を進み、檻を破壊して、牢獄を一つ一つ丁寧に確認していくが、何も見つからない。




もしかしたら牢獄のどこかにマリーたちが捕らわれているかもしれないと、淡い期待も抱いていたが、そこまで都合よくないらしい。まだ生きているのか、それともすでに殺されてしまったのか、結局わからないままだったな。




最後にコレットが捕まっていた場所に入り壁を叩くと、奥が空洞になっているような反響音がした。『エネルギーボルト』を連発して石の壁を破壊すると、通路が出現する。




シェムハザが来る気配はない。



「奥に進もう」

「はい」


俺が先頭になって入っていく。



『ライト』


通路は暗いため、光の球を出して光源を確保した。




ぱっと見は何もない隠し通路のように思えるが、床を観察すると出っ張りのようなものがある。これを踏んだら罠が発動するのだろう。こういった物理的な罠のほかに、魔法的な罠もありそうだ。慎重に進む必要があるな。



「罠がある。危ない場所は教えるから、触らないようにしてくれ」


せっかくシェムハザから逃げ切れそうなのに、罠にはまって死んだら笑えない。




追いつかれてしまうかもしれないといった恐怖心を抑え込んで、ゆっくりと進む。




落とし穴や毒矢、腐食の罠などをいくつも発見したが、幸いなことにどれも発動させずに解除できた。




順調に進み、奥から淡い光が見えてくる。




最奥の部屋には転移の魔方陣が描かれていた。



「これが脱出用の転移魔方陣か……」

「ようやくヤンに戻れそうです」


ソフィーの声は弾んでいた。後ろを見ると嬉しそうな顔をしている。




島に残したマリーたちのことは心残りであるが、まずはソフィーの安全を第一に動きたい。



「この島から脱出——」


したら、少し休みたいな。そんなことを言おうとしたが、爆発音によって遮られてしまった。




遠くから声が反響して聞こえる。



「シェムハザだ！」


爆発音はこっちに近づいている。暴れ回っているのだから、もう一度テッブスが意識を乗っ取ったという希望はない。




再会したら戦闘になるのは間違いないだろう。




魔力を使い切ったソフィーと、連戦で体力を消費した俺では、ダンジョンマスターと互角に戦えるシェムハザには勝てない。



「逃げるぞ！」

「は、はい！」


ソフィーの手を握ると一緒に走る。



「見つけたぞッ！！！！！」


そんな声が聞こえるのと同時に、転移の魔方陣に入った。




転移の魔法によって一時的に視界が真っ白になるが、すぐに元に戻る。



「ここは……？」


周囲は石を積み上げて作られた部屋。壁の一つに木製のドアがついていて、床には下に降りる階段と魔方陣がある。




空気はかび臭く、どこか腐敗臭が漂っているようにも感じた。




周囲に漂う魔力は強く独特である。



「ヤンのダンジョン……でしょうか？」

「多分、な」


ソフィーに返事をしながら魔法を使う。



『ファイヤーランス』


床に描かれた魔方陣に次々と刺さった。石畳にヒビが入り、魔方陣の光が失われていく。ここまで破壊すれば、しばらく時間は稼げるだろう。




ようやくシェムハザから逃げ出せたと、一息つくことができた。




凝り固まった筋肉をほぐしながら魔力の回復に努める。お互いに疲れ切っているので、会話する気力は湧かなかった。







感覚的に三分の二程度まで魔力が貯まったので、ようやく立ち上がる。




下に行く前に木製のドアを開けると、眼下には廃墟都市が広がっていた。



「ここは塔の最上部みたいな場所か？」


建物の周りをぐるりと回れるようなバルコニーに出ると、いつも使っている入り口やエヴァと再会した崩れかけた教会なども見える。現在位置はなんとなくわかった。ダンジョンの中で迷子になって帰り道がわからない、といった事態は避けられそうだ。




ただすべての問題が解決した、というわけではない。



「距離がありますね」

「そうだな。急いでも数日はかかりそうだ」


食料は少しだけ残っているが、足りない。




もたもたしていると餓死するか、その前に喉の渇きで死んでしまうだろう。




またほかにも、ゼルマが教会への対策を終わらせているかも気になるところだ。もしまだなら、ヤンに戻ったところでトラブルにしかならない。



「まずはダンジョンを出る。森で食料を確保して、しばらくは野宿するか……？」


今後の予定を組み立てていると、ソフィーが控えめな声で話しかけてきた。



「あの、例のカードを使ってみませんか？」

「例の……って、ああ、通話のやつか。確かに試してみる価値はあるな」


うっかり存在を忘れていた、通信の魔道具を取り出す。




もしかしたらフィネが死んだことで効果を失っている可能性はあるが、試すぐらいならすぐにできる。




カードに魔力を込めると、呼び出し音がなる。




魔道具としての効果を発揮してくれた。



「私だ。何かあったのか？」


しかも都合がいいことに、すぐゼルマが出てくれたのだ。




これで残った問題も解決するかもしれない。そんな期待感を抱きながら、口を開く。



「ラルスです。状況が大きく変わったので報告します」


どんな反応をするのか気になりながらも、ダンジョンマスター同士の戦いからテッブスの死、さらにフィネやシェムハザのことについて報告する。ゼルマは黙って聞いていたので話を進めて、転移の魔方陣でヤンのダンジョンにたどり着いたところまで一気に伝えた。




ゼルマは考え事をしているのか、沈黙を維持している。




魔道具からの声を聞くために、俺に顔を近づけたソフィーの息づかいが聞こえ、なんとなくだが抱きしめたい衝動に駆られた。生き残った解放感で気が緩んでしまったのだろう。理性を総動員して我慢していると、ようやくゼルマが言葉を発した。



「ラルスたちの事情はわかった……ダンジョンの様子はどうだ？」


待っていた言葉は、俺たちが無事に帰還したことを喜ぶのではなく、フィネが死んだ影響の確認だった。




統治者としては正しい姿ではあるが、人間味に欠けているように感じてしまう。




まあ、泣いて喜ばれても困るだけなので、別に変わってほしいわけではないが。



「様子を見てみます」

　塔から地上を見下ろす。スケルトンナイトやゴースト、そのほかアンデッド系の魔物が跋扈ばっこしている。不審な動きはなく、殺伐とした場所だ。

「変わりないです。魔物はみんな、ダンジョンに侵入した冒険者たちと元気に戦っていますね」

「楽しそうで結構なことだ。ラルスがダンジョンを手に入れた、というわけでもないのだろう？」

「はい。そういった感覚はありません」

「よくはないが、悪くもないといった状況か……」


ゼルマにとってよいこととは、俺がダンジョンの力を手に入れて自由に行使できる状態のことを言っているのだろう。




金の卵を産む鳥として使い続けながら、さらには強力な戦力としても期待できるのだ。エルラー家の当主になりたいゼルマなら、狙わないはずがない。




逆に悪い状態というのは、このダンジョンが崩壊することだ。せっかくヤンが発展し始めたのに、ダンジョンがなくなってしまえばすべての計画がストップしてしまう。




フィネと戦い倒したというのは、ゼルマにとっては危機的な状況だったのかもしれない。知らない間に全財産を博打に使われていたと例えれば、誰でも焦るだろう。



「フィネが生きているか、シェムハザがダンジョンを手に入れたのか、そのどちらかだと思いますが……」

「結果はそのうちわかるだろう。今は最悪の事態を想定して動くぞ。さっさとダンジョンから出て、こっちに戻ってくるんだ」


ダンジョンマスターであれば、ダンジョン内の状況は手に取るようにわかる。今この瞬間に、シェムハザが転移の魔法で出現しても驚きはしない。少しでも早く、ダンジョンから脱出する必要があるのだ。



「そのつもりですが、食料がもたないかもしれません」

「わかった。それなら、食料を持たせた冒険者を数人派遣する。集合場所を決めよう。どこがいい？」

「場所は崩れた教会でお願いします」

「そこか。問題ない。今日中には出発させる」

「ありがとうございます」


会話が終わり、カードに注いでいた魔力を止めてからしまう。



「行こうか」

「はい」


話はまとまり、帰還の目処も立った。




ソフィーと一緒に塔を下りていき、エヴァと再会した崩れた教会で一夜を過ごす。翌日、レギーナが率いる冒険者と合流してから、ダンジョンを無事に出るのだった。




エピローグ　教会への対策





ゼルマの屋敷に戻ってから、数日が経過した。




その間、誰とも会っていない。ヤンに入ったときはフードをかぶっていたし、短槍を持って迎えに来た冒険者は、ゼルマのお抱えということもあって、誰かに言いふらす心配はない。俺やソフィーがヤンにいると知っている人間は、ほとんどいない状態だ。




シェムハザかフィネが襲ってくるかと警戒していたが、そんな事態にはならなかった。ヤンのダンジョンはいつもと変わっていない。アンデッド系の魔物は元気よく冒険者を襲っているし、彼らも負けじと戦い、魔石を回収している。時折、魔道具の発見もあるらしくダンジョン運営は順調と言えるだろう。




ヤンの税収も上がっているようで、ゼルマの機嫌もよい。ほかの兄たちより一歩リード。そんなことを考えているのかもしれないな。




バイエン公爵家を巡った争いは激しくなっている。ほかの貴族がエルラー家やヤンに手を出す余裕がないのは変わっていない。




残る問題は教会だ。




アルマやエレノアは、行方不明になった俺たちを探しているらしい。




勇者として祭り上げたい、そんな教会の意向は変わっていないらいしいな。






◇　◇　◇




「ラルス、いるか？」


ソフィーと一緒に部屋でのんびりと過ごしていたら、ドアの向こう側からゼルマの声が聞こえた。




立場が上の彼女が訪ねてくるなんて珍しい。




急いでドアを開けて中に案内する。



「珍しいですね」

「お前たちの姿は、メイドにすら見せたくないからな」


身内にも存在を隠したいから、ゼルマがここまで来たのか。




そういえば料理や着替えもレギーナが運んでくるし、おかしいなとは感じていたので納得した。教会に情報が漏れることを警戒しているのだろう。



「なるほど。そういった考えだったんですね」

「うむ」


話しながら椅子を引いて座ってもらう。




俺とソフィーはゼルマと向かい合う位置で、立ったままだ。



「今は非公式の場だ。座って問題ない」


許可が下りたので素直に従う。椅子に腰を下ろした。



「今日は二人に今後の予定を伝えに来た」


ゼルマ本人が来ているのだから、昼食のメニューを話しに来たわけではないだろう。




俺たちの運命を左右するような話題になりそうで、自然と緊張してしまう。



「近いうちに、教皇を失脚させる」

「「……！！」」


驚いた。お互いに利用し合うお友達である教皇を、ゼルマが見限るとは思わなかったからだ。




その決断を下してしまうほど、ヤツの行動は許容できなかった、ということなのだろうか？



「驚くのも無理はない。が、教皇——カリウス三世はやり過ぎた。ラルスの件もある。表舞台からは消えてもらうしかない」


何をしてきたのか気になるが、詳細は聞くな、そんな雰囲気を出しているので、深くは突っ込めない。ダンジョンの権利と俺を手に入れるために、手段を選ばなくなったのだろう。



「ついに動き出すんですね」

「うむ。相手は大物だ。協力者はいるが、仕掛けるには時間がかかる。しばらくは今までどおりの生活をしてくれ」


大人しく、この部屋にこもってろってことか。




俺たちが帰還していると、カリウス三世にバレたら直接乗り込んできそうだし、それは困る。ゼルマの判断に従おう。




働かなくても衣食住が完全に保障されているので嫌ではない。むしろソフィーと一緒にノンビリと過ごせるので、ずっと続いてもいいぐらいだ。



「わかりました」

「お任せください」


だから否定なんてしない。俺たちは自然な笑顔で返事をした。




満足そうな顔をしたゼルマが立ち上がる。



「話は以上だ。そのうちまた来る」


俺たちが椅子から立つ間もなく、ゼルマは去ってしまう。




嵐のような女は、教会を巻き込み大きな騒動を引き起こすことだろう。




特典ＳＳ　私が憧れた勇者様（エレノア）




　わたくしは貧しい農村の娘として生まれたらしいわ。らしいというのは、三歳のころに教会の聖女育成施設に入れられてしまったため、覚えてないからよ。物心ついたころには、わたくしと似たような境遇の子供と一緒に育てられていたから、寂しくはなかったわ。

　施設では質素で退屈な生活を強いられたけど、食べるものに困ることはなかった。寝る前にシスターが語ってくれる物語を何度も聞いていたから、いつか、わたくしも聖女になれたらいいなと思っていたわ。

　だからなのかしら、暇なときはずっと空を見上げて妄想していたの。

　内容はいろいろだったけど、決まっていたのは教会の聖女と勇者の話であるということ。わたくしをヒロインにして、いろいろと楽しんでいたわ。

　二人で魔王退治をしたり、未知なる場所を冒険したり……けれど一番夢中になったのは、そういった戦いが終わった後、引退した聖女と勇者が普通の日々を過ごす妄想。ワクワクもドキドキもいらない、大切な相手と一緒に平和に過ごす。他人から見れば退屈な生活の中に、本当の幸せがある気がしていましたのよ。




◇　◇　◇




「子供のころに抱いた憧れ、夢、願望、そういった類いのものですわ。大人になった今では、恥ずかしい思い出ですけど、わたくしの原点であるのは間違いなくってよ」

　ヤンの教会にある個室で、昔話を語っていた相手はソフィー。小さいテーブルを挟んでお互いに向き合って座っているわ。ソフィーはわたくしより先に聖女養成施設で生活していて、二つ上の先輩という関係ね。

「聖女の立場を簡単に捨てたソフィーが嫌いでしたの。しかも後継者として選ばれてからは、前のほうがよかったと言われる日々でしたし、ずっと大変な思いをしていましたわ」

　ソフィーは蒼い瞳を輝かせながら、わたくしの話を静かに聞いてくれている。

　嫌みを言われても受け入れる心の広さ。それも、わたくしが持っていないものね。

「けれど、ヤンに来てラルスと出会い、ダンジョンマスターとの戦いを乗り越えて、一つ気づいたことがあるんですの」

「何を気づかれたのですか？」

「わたくしが欲していたのは、勇者という称号を持つ男ではなかったということよ」

　なぜ、聖女育成施設で聞く聖女と勇者の話が好きだったのか。考えてみれば簡単な理由だったの。教会の勇者。肩書きには興味ないわ。地位やお金、そんなものなんて不要なのよ。


さて、疑問を浮かべたままのソフィーに、続きを話すとしましょう。



「アナタのような例外を除いて、わたくしたちは小さなころから親元を離れて、集団で生活しますわよね」

「はい。そのとおりですね」

　急に話題が変わって戸惑っているようね。

　でも、すぐに戻るから安心してよくってよ。

「だからこそ、多くの聖女候補は寂しさを抱えているもの。自分だけを見てくれる相手、そして愛情を注いでくれる相手を求めているのですわ」

　アルマのように、アンデッドへの憎しみに心が埋まっている方や、教義に心酔する方もいらっしゃるから、全員が同じとは言いませんわ。けど、わたくしが関わってきた聖女候補たちには、そういった傾向があったし、何より教会が勇者に依存するよう教育しているようにも見えましたわ。

「……確かに。今なら、私もその気持ちはわかります」

　愛情を求める気持ちがわかりにくいのは同意するわ。特に、聖女になれば常に多くの人々と関わるようになるし、忙しい日々を送ることになるから、気づきにくくなるのよね。わたくしもソフィーとラルスに出会うまでは、なぜ勇者を求めているのか、自分の気持ちに気づけなかったから。

「それで、エレノアさんは愛情を求めている。そう言いたいのですか？」


「ええ。けれど、誰でもいいというわけではありませんわ」



「誰ならいいんですか？」

「ラルスですわ」

　言い終わると同時にソフィーは黙った。

　しばらくしてから、ようやく重くなった口を開く。

「なぜ、ラルスさんなんですか？」

「教会やダンジョンマスター、そして貴族を敵に回してでも、ソフィーを守ろうとする姿勢は、わたくしが思い描いていた勇者、そのものだからですわ。創造の能力がなくても、教会が勇者だと認めなくても気持ちは変わりません。その精神性、考え方に惹かれたんですの。元聖女であるソフィーなら、わたくしの気持ちがわかるのではなくて？」

「…………はい」

　そうやって、素直に答えてしまうのがソフィーのいいところよね。

　嘘でも違うと言えない。そんな性格だからこそ、女性に裏切られた経験のあるラルスも信用しているのかもしれないわ。


誰にでも優しくすることを止めたラルスは、すべてを犠牲にしてでもソフィーを守り通そうとする。わたくしは、そんな二人の関係に割り込もうとしているの。罪悪感はあるけど、この気持ちは止められませんわ。



「あのときに言った言葉は今も変わりませんわ。聖女という立場、そしてわたくしの命に懸けてでも、ラルスを守る。ですから——」

「わかっています。独り占めをするつもりはありません」

「ありがとう。そう言ってもらえて嬉しいですわ」

　二人の敵は多い。ゼルマ様の庇護ひごがあるとはいえ、教会の力は抑えきれない。けど、聖女であるわたくしが動けば、カリウス三世を止めることはできなくても、時間稼ぎは十分できる。

　ソフィーにとっては、妥協できるラインだったのでしょう。

「ラルスさんが嫌だと言ったら、諦めてくださいね」

「それは当然です。わかっていますわ。けれど、ソフィーは手伝ってくださいますわよね？」

「はい。それが、私たちに協力してもらう見返りですから。ラルスさんは変な魔物に好かれる傾向があるみたいなので、一緒に守れる方がいるのは心強いです」

　変な魔物とはダンジョンマスター、フィネのことね。もしかしたら、ほかにもいるのかしら。だとしたら、ソフィー一人の手には余るし、わたくしの力が必要というのも理解できる。

「ということは、ソフィーは私のことを認めていらっしゃるの？」

「ほかの誰かだったら嫌でしたが、似たような境遇のエレノアさんでしたら、大丈夫です」

　同じ施設で育ち、聖女、カリウス三世との婚約、ここまで似たような道を歩いている人間は、そうはいないわ。経験してきた苦労や苦痛は、嫌というほどお互いにわかり合えてしまうの。

　他人とは思えない。

　ソフィーはそう考えているだろうし、今はわたくしも同じような感情を抱いているわ。

　だって、聖女にとって最も大切にしなければいけない教会に価値を見いだせず、同じ男性を気に入ってしまうほど似ているのだから。

「そう、ありがとう。一緒に戦っていきましょう」

　小さいころからずっと求めていた方が目の前にいるんですもの。


どんなことがあっても、絶対に逃しませんわ。





万能の魔法剣士は真の能力を隠して田舎暮らしを目指す４〜貴族の令嬢や聖女様に目をつけられて理想の生活が遠のいてしまったのだが！？〜
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